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九州･大学発ベンチャー･ビジネスプランコンテスト 

実行委員長 貫 正義 

（ 一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 会長 ） 

（ 九州電力株式会社 相談役 ） 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。実行委員会の委員長を務めております、九州ニュービジネス協議会の

貫でございます。 
まずは、今回応募いただいた 17 校 36 組から勝ち抜いてこられた 10 組の皆さん、そして、

各チームの関係者の皆様に心からの敬意を表させていただきます。 
加えて、会場にお越しいただいた学校関係者の皆様、ご協賛いただいた企業や支援団体の皆

様、審査委員の皆様、さらには YouTube でご覧いただいている皆様方にも御礼申し上げます。 
 
さて、政府が掲げた「スタートアップ 5 ヶ年計画」も折り返しの年となり、大学発スタート

アップも 2021 年から 2023 年の 2 年間で約 1000 社が誕生し、過去最高の伸びを示すなど日
本経済の牽引役としての期待がより一層高まっております。 

 
九州においても、「PARKS」や「九州・大学発ベンチャー振興会議」等の機関により大学発

スタートアップエコシステムが形成され、九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテス
トも、起業家の発掘と育成の場として、その役割は更に重要になるものと確信をいたしており
ます。 

 
本日はこれから各賞を目指して、10 組の発表者に競っていただきます。例年と同様、グラン

プリ受賞者は来年開催予定の「キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」への出場、ＮＩＣ
Ｔ賞受賞者は同じく来年開催予定の「起業家甲子園」への挑戦権を獲得、台日商務交流協進会 

理事長賞の受賞者は 12 月 4 日に台湾で開催される「ベンチャープラザ in 台湾」において、表
彰状の授与・現地でのビジネスピッチならびに現地学生との交流の機会を得られます。九州か
ら全国・世界に羽ばたく大きなチャンスを得る事になります。 

 

結びとなりますが、この壇上で戦う若者たちがこれからの日本を担う起業家へと成長する可
能性を大いに秘めております。本日ご来場の皆さま、また YouTube でご視聴の皆さまにおか
れましては、今後とも更なるご支援をいただきますようお願い申し上げまして、開会のあいさ
つとさせていただきます。   

10 組の皆さま、どうぞ頑張ってください。 
 

令和６年 1１月９日 

 

 

 

 

 

 

 

1．ごあいさつ ～ 九州･大学発ベンチャー･ビジネスプランコンテスト開催によせて ～ 
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(1) 事業の目的 

 新たなベンチャーの創出により、経済の活性化が求められている中、大学等には多くの研究成果等が

蓄積されている。これら九州の大学等に眠るシーズの発掘と育成を図り、多くのイノベーションを生み

出すことを目的に、大学生･高専生等が自ら考え解決していく力とプレゼンテーション能力を養成する場

を提供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) 実施体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）最終審査会までの主なスケジュール及び実施概要（結果） 
  本年度も昨年度に引き続き、二次審査会及び最終審査会をハイブリッド方式にて実施。 
 

〇 ビジネスプラン募集 

  募集期間：2024 年 6 月 3 日（月） ～ 8 月 23 日（金） 

・ チラシ、ポスター、HP、メルマガ等を活用し告知を実施。 

・ 参加常連校を中心に教授等へ訪問し意見交換を行う。訪問が叶わない学校等について

は Zoom 等によるリモートでの説明・意見交換を実施。 

 

〇 一次審査会（書類審査） 

 開催日時：2024 年 9 月 5 日（木） 10:30 ～ 12:00 

開催場所：福岡 SRP センタービル 1F SOIL スタジオにて実施 

・ 8 団体で組織する「九州･大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会」

（運営部会）にて審査会を実施。 

・ 審査会に先立ち、事前に各実行委員が書類審査実施。審査会当日の審議により、一次

応募総数 30 組の中から二次審査進出 12 組を選出。 
※ 別途連携ビジコン（学校単体実施）より推薦の 4 組を上記に追加して二次審査会を実施 

 
 

2. コンテストの概要 

「九州･大学発ベンチャー･ビジネスプランコンテスト」は、例年２月に東京で開催される「キャンパス 

ベンチャーグランプリ全国大会（主催：日刊工業新聞社）」の九州予選会の役割も担っている。 

また、2019年度から国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)と連携、｢起業家甲子園(全国大会)｣  

挑戦権が獲得できる「NICT賞」を設定。例年3月に東京で開催される同大会予選も兼ねる。 

【【主催】九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 

    経済産業省 九州経済産業局、福岡県、福岡市、(一社)九州経済連合会、(独)中小企業基盤整備機構九州本部、 

日刊工業新聞社西部支社、(一財)九州オープンイノベーションセンター、(一社)九州ニュービジネス協議会 

【共催】九州・大学発ベンチャー振興会議 

【協賛･協力】九州電力㈱、㈱QTnet、㈱ストライク、㈱西日本シティ銀行、西日本プラント工業㈱、㈱福岡銀行 

㈱ニシコー、EY新日本有限責任監査法人、ＷASHハウス㈱、SGインキュベート㈱、㈱FFGベンチャービジネスパートナーズ  

学校法人君が淵学園 崇城大学、九州旅客鉃道㈱、㈱テノ.ホールディングス、有限責任監査法人トーマツ、三和酒類㈱ 

九電産業㈱、㈱九南、税理士法人くまで会計事務所、古賀マネージメント総研㈱、西部ガスホールディングス㈱ 

ニシム電子工業㈱、SOUキッズケア㈱、㈱薩摩川内鰻、㈱ヒロタグループ、㈲坂本石灰工業所  

㈱ジオクラスター、㈱豊川設計事務所、西日本鉄道㈱、大坪GSI㈱、㈱はせがわ、木村情報技術㈱ 

CX Value Lab㈱、レイナ㈱、㈱十八親和銀行、㈱ワールドホールディングス、㈱九州リースサービス 

㈱宮崎銀行、㈱池田工業、㈱筑邦銀行、㈱シティアスコム、㈱やずや、如水監査法人、㈱熊本銀行 

㈱正興電機製作所、大阪中小企業投資育成㈱、福岡工業大学、㈱興電舎、税理士法人さくら優和パートナーズ、 

㈱ネット・メディカルセンター、㈱肥後銀行、㈱ふくや、米良電機産業㈱、積水ハウス㈱マンション事業部  

GxPartners、台日商務交流協進会、QBキャピタル(同)、ジャフコグループ㈱、ベータ・ベンチャーキャピタル㈱、 

Partners Fund、㈱日本政策金融公庫、日本弁理士会九州会  （順不同） 

【後援】佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、西日本新聞社、佐賀新聞社、長崎新聞社 

  熊本日日新聞社、大分合同新聞社、宮崎日日新聞社、南日本新聞社、日本弁理士会九州会 
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〇 二次審査会（プレゼンテーション／3 分動画審査） 

  開催日時：2024 年 10 月 12 日（土） 10:00 ～ 16:00 

  開催場所：九州経済連合会 会議室（電気ビル共創館 6 階）から Zoom でのリモート審査 

・ 一次審査通過の 16 組が参加。最終審査会へ進む 8 組を選出。 

※ 別途連携ビジコン（地域実施）より 2 組の推薦枠を加え最終審査会は 10 組により実施 

・ 古賀審査委員長以下、審査委員６名による審査会を開催。 

① リモート審査：現地参加は審査委員・関係者のみ。発表者は Zoom にてリモートで 

審査及び質疑応答を実施。 

② 3 分動画 ：昨年と同様、参加学生があらかじめ制作した動画を放映。その後審査 

委員による質疑応答を行う形式。 

③ ライブ配信：審査会の模様を YouTube でライブ配信。 
 
 
 (4) 最終審査会 
 
■ 開催日時 2024年11月9日（土）                   13:00 ～ 17:55 
 
■ 会  場 ももち浜SRPホール（福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル2階）  
【第１部】開会式・プレゼンテーション 13:00 ～ 15:53 
  ・主催者挨拶：九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 実行委員長  貫  正義 
               (一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 会長／九州電力㈱ 相談役） 

  ・プレゼンテーション及び質疑応答 全10チーム×13分（発表5分・質疑応答8分） 
  

【第 2 部】基調講演 「あなたの知らない第２創業の世界」          16:00 ～ 17:00 

〔講 師〕株式会社倉岡紙工 代表取締役 CEO 倉岡 和徳氏 
 
【第３部】表 彰 式                             17:10 ～ 17:45            

《表 彰》 グランプリ 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 実行委員長     貫  正義 

九州経済産業局長賞 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部長     楠木 真次 

九州経済連合会長賞 (一社)九州経済連合会 産業振興部長           吉村 貴寛 

 優 秀 賞 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 実行副委員長     武田 則秋 

 N I C T 賞  Partners Fund 代表パートナー         山田 優大 

 台日商務交流共進会理事長賞 台日商務交流協進会 顧問            川野 清 

協賛企業等特別賞 各賞提供企業・団体の代表者              
 

《講 評》 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 審査委員長     古賀 光雄 
                        (古賀マネージメント総研㈱ 代表取締役社長) 
  

 
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 最終審査会 概要   

・ 現地観覧及び YouTube ライブ配信によるハイブリッド形式にて開催。 

・ 古賀審査委員長以下、10 名の審査委員により各賞を決定。 

・ NICT 賞は、NICT の専門審査委員（ICT メンター山田優大氏）により決定。 

・ 台日商務交流協進会理事長賞は同会の代表者（川野顧問）により決定 

・ 7 つの企業・団体のご協力により、「協賛企業等特別賞」を今年度も設定。 
・ 表彰結果          グランプリ         1 件 

   九州経済産業局長賞     1 件 
九州経済連合会長賞     1 件 
優秀賞           7 件 
支援部門賞         1 件  
NICT 賞                     1 件 
台日商務交流協進会理事長賞 1 件 
協賛企業等特別賞      7 件 ※ 他賞と重複 

・ 会場参加者及び YouTube 視聴者を対象に応援投票を実施（42 票）、審査の参考とした。 

・ コンテスト終了後に現地の会場にて交流会を実施。 

3 

 



(5) 全国大会等 
 

〇 キャンパスベンチャーグランプリ全国大会 

 〔審査会〕開催日時：2025 年 2 月 25 日（火）13:30 ～ 17:30 

      開催場所：大阪産業創造館 ※表彰式も同日、同会場にて実施 

・ 全国 8 地区から総計 600 件超のエントリー。地区大会（北海道、東北、東京、名古屋、

大阪、中国、四国、九州）を勝ち抜いた 12 チームが出場。 

・ 審査形式は、登壇者によるプレゼン（5 分）と質疑応答（5 分）により構成。 

・ 「九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」で「グランプリ」受賞の   

九州工業大学／佐藤凛さん（代表）が出場。 

・ 非常にハイレベルな審査会の中、実質 3 位となる「日刊工業新聞社賞」を受賞。 

※結果詳細は 17 ページを参照 

 

〇 令和６年度 起業家甲子園 

 〔審査会〕開催日時：2025 年 3 月 13 日（木）13:00 ～ 18:00 

      開催場所：丸ビルホール ※表彰式も同日、同会場にて実施 

・ 全国の予選を勝ち抜いた計 9 チームが出場。 

・ 審査形式は、メンターによるプレゼンター紹介（1 分）、登壇者によるプレゼン（7 分）、

質疑応答（6 分）により構成。 

・ 「九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」で「NICT 賞」受賞の九州

工業大学／佐藤凛さん（代表）が出場し見事グランプリとなる「総務大臣賞」を獲得。

他にも、4 つのパートナー企業賞を受賞するなど素晴らしい成果を上げる。 

・ 九州代表による総務大臣賞獲得は史上初。 

※結果詳細は 18 ページを参照 
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［１］審査基準 

 

「九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」審査基準 

 

 ビジネスプランコンテストにおいて、ビジネスプランの選考にあたっては、以下の要領で行うものとする。 

評点は、採点表に各審査委員がビジネスプランごとに採点記入する。評価項目は以下３項目とし、簡便化

のため５段階評価をする（５点、４点、３点、２点、１点）。 

 

１ 評価項目 

(1) 新規性・革新性・優位性  ：事業アイデア・コンセプト自体の新規性・革新性・優位性。 

(2) 実現可能性・市場性 ：ビジネスプランの事業化への可能性、市場性。 

(3) 表現力 ：書類、プレゼンでの表現力、説得力。事業化するにあたっての考え方。 

 

２ 評価基準 

  評点の目安としては、各項目３点を標準とし、非常に優れているものを５点、優れているものを４点、  

いま一歩を２点、最も低い評価を 1 点とする。いずれも採点表のとおり評価基準を設けるが、あくまで

も目安で、各審査委員の経験及び他の案件との相対的な評価から出た判断で差し支えないものとする。 
 

 

３ 賞の選定 
 

(1) 一次審査は書類審査を実施。二次審査進出者を選定する。各審査員が上記審査基準に基づき採点を 

行った後、協議により決定する。 
 

 (2) 二次審査はプレゼンテーション審査を実施。コンテストにおける最終審査会進出者を 8 組程度選定 

   する。各審査員が上記審査基準に基づき採点を行った後、協議により決定する。 

評価項目 採 点  評価基準（あくまでも目安を例示したもの） 

１．新規性･革新性 

・優位性 
点  

5 事業アイデア等の新規性、優位性も大変高い。 

4 事業アイデア等の新規性、優位性も高い。 

3 事業アイデア等の新規性、優位性も普通である。 

2 事業アイデア等の新規性、優位性も普通よりやや劣る。 

1 事業アイデア等の新規性、優位性がなく劣る。 

２．実現可能性 

・市場性 
点 

5 近々（２年以内）、事業化が可能であり、市場性も大変大きい。 

4 5 年後には事業化できる可能性があり、市場性も大きい。 

3 計画が具体的に煮詰まっているが、起業には今一歩で、市場性も普通である。 

2 計画が具体的に策定できておらず、市場性の見極めが普通より甘い。 

1 単なるアイデアであり、市場性もない。 

３．表現力 点 

5 表現力、説得力が十分にあり、起業家としての意識も大変高い。 

4 表現力、説得力があり、起業家としての意識も高い。 

3 表現力、説得力、起業家としての意識は普通である。 

2 表現力、説得力、起業家としての意識は普通よりやや劣る。 

1 表現力、説得力、起業家としての意識は低い。 

3．審査基準及び表彰基準 等 
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  (3) 最終審査会はプレゼンテーション審査により、各賞を選定する。 

   ・専門審査員が上記審査基準に基づき採点を行った後、応援投票の採点結果も参考にしながら、協議

により各賞を決定する。 

   ・表彰は、グランプリ 1 件、九州経済産業局長賞 1 件、九州経済連合会長賞 1 件、優秀賞数件程度とする。  

   

 

［２］ 応援投票 
 

 最終審査会において GoogleForm を使用したアンケート形式にて応援投票を実施。会場及び YouTube 配

信内に投票用の URL を用意し、全員のプレゼンテーション終了後に投票時間を設けた。 

 (1) 全発表を聴講する参加者に限り、応援投票を行うことができる。 

  (2) 「自分が応援したいと思うプラン」を 1 件選び投票する。 

  (3) 応援投票の結果は、専門審査員の協議の参考資料として取り扱う。 

 

 

［３］ 表彰基準 

表彰区分 件 数 表彰基準 

グランプリ 

（表彰状・賞金 30 万円） 
1 件 

コンテストの審査において、新規性、実現化など、最も評価

の高いプラン 

九州経済産業局長賞 

（表彰状・賞金 10 万円） 
1 件 

コンテストの審査において、グランプリに次いで、とくに 

優秀なプラン 

九州経済連合会長賞 

（表彰状・賞金 8 万円） 
1 件 

コンテストの審査において、グランプリに次いで、優秀な 

プラン 

優秀賞 数件 
コンテストの審査において上記各賞に該当しないが、優秀と

認めるプラン 

 
※ 「NICT 賞」（「起業家甲子園（全国大会）」挑戦権）については、上記審査基準によらず、国立研究

開発法人情報通信研究機構（NICT）の基準により派遣された専門審査委員により選考し、表彰を行う。 
※ 「台日商務交流協進会理事長賞」についても NICT 賞同様に、上記の審査基準によらず、台日商務交流

協進会が選出する代表者により選考し表彰する。 
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 その他の表彰について   上記以外に特別賞として、以下の表彰を設定 
 
■「協賛企業等特別賞」 
 協力企業や団体との連携の強化を図ると共に、コンテスト後のフォローや学生の更なるモチベ―ション
アップの一助として設定。昨年に続き、7 つの企業・団体の皆様にご協力いただいた。 
〔本年度設定賞〕 九州電力グループ賞、ＪＲ九州グループ賞、西部ガスグループ賞、ストライク賞、西鉄グループ賞、 

日本弁理士会九州会会長賞、ＦＦＧ賞 ※提供企業・団体名称順 
 

■「支援部門賞」 
 エントリーする学生の支援を通して、コンテストにおいて顕著な実績を上げ、起業家育成の基盤づくり
に貢献されている支援者・指導者を表彰。（「グランプリ」受賞者の支援者、コンテストに功績のある支
援者・指導者） 



 

 

第24回九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 審査委員 

 

■ 二次審査会［10月 12日（土）実施］ 

《審査委員長》 

・ 古賀マネージメント総研㈱ 代表取締役社長          古賀 光雄さま 

 

《審査委員》 

・ 九州電力㈱ コーポレート戦略部門 インキュベーションラボ長    豊田 仁さま 

・ ㈱FFG ベンチャービジネスパートナーズ 取締役 副社長        山口 泰久さま 

・ 西日本鉄道㈱ 新領域事業開発部 部長            林田 安弘さま 

・ 九州旅客鉄道㈱ 執行役員 事業開発本部 企画部長      畑井 慎司さま 

・ SG インキュベート㈱ 投資部 次長              宮崎 大輔さま 

 

 

 

 

 

 

※ 順不同にて掲載 
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４．審査委員のご紹介 



■ 最終審査会［11月 9日（土）実施］ 

《審査委員長》 

・ 古賀マネージメント総研㈱ 代表取締役社長          古賀 光雄さま 

 

《審査委員》 

・ 九州電力㈱ コーポレート戦略部門 インキュベーションラボ長    豊田 仁さま 

・ 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部長          楠木 真次さま 

・ ㈱FFG ベンチャービジネスパートナーズ 取締役副社長      山口 泰久さま 

・ ジャフコ グループ㈱ 執行役員 ビジネスディベロップメント部担当      佐藤 直樹さま 

・ ベータ・ベンチャーキャピタル㈱ 代表取締役パートナー      林  龍平さま 

・ 日本弁理士会九州会 会長                  下田 正寛さま 

・ QB キャピタル合同会社 アソシエイト              塩見 健太さま 

・ ㈱ストライク 九州・中国営業部 部長            久留 孝宜さま 

・ 日本政策金融公庫 国民生活事業 福岡創業支援センター 福岡スタートアップサポートプラザ 所長      長谷川 康利さま 

 

《NICT ICT メンター》 

・ Partners Fund 代表パートナー                山田 優大さま 

《台日商務交流協進会 代表》 

・ 台日商務交流協進会 顧問                    川野 清さま 

 

※ 順不同にて掲載 
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九州の 15大学（大学院を含む）、2高専の合計 17校から 合計 36件 の応募があった。

また、別途4つの学生ビジコンと連携し、二次予選及び最終審査会からの推薦枠を新設した。

■ 県・学校別　応募状況（代表者） ■ 県・学校別 応募件数及び審査段階別結果

第1次審査 第2次審査

今 回 昨年度 前年比 (2次進出) (最終進出)

総　計 36 42 ▲6 総　計 36 16 10

福　岡 17 13 ＋4 福　岡 17 9 5

有明工業高等専門学校 0 0 0 北九州工業高等専門学校 1 1

北九州工業高等専門学校 1 2 ▲1 北九州市立大学 3

北九州市立大学 3 1 ＋2 近畿大学 2

九州工業大学 3 1 ＋2 九州大学 2 2 1 【局】1

九州産業大学 0 2 ▲2 筑紫女学園大学 4 1 1 【優】1

九州大学 2 3 ▲1 九州情報大学 1 1

西南学院大学 0 0 0 西日本工業大学 1 1

九州情報大学 1 0 ＋1 九州工業大学【推薦】 3 3 3

近畿大学 2 1 ＋1 長　崎 2 1 1

筑紫女学園大学 4 3 ＋1 佐世保工業高等専門学校

日本経済大学 0 0 0 長崎総合科学大学 1 1

西日本工業大学 1 0 ＋1 長崎ビジコン【推薦】 1 1 【優】1

福岡大学 0 0 0 大　分 5 3 1

佐　賀 0 0 0 大分大学 3 2 1 【優】1

佐賀大学 0 0 0 大分工業高等専門学校 1

長　崎 2 6 ▲4 大分ビジコン【推薦】 1 1

佐世保工業高等専門学校 0 3 ▲3 熊　本 3 2 1

長崎総合科学大学 1 0 ＋1 熊本県立大学

長崎国際大学 0 1 ▲1 崇城大学 1 1 1 【優】1、【台】1

長崎大学 1 2 ▲1 熊本大学 2 1

大　分 5 7 ▲2 宮　崎 8 1 2

大分大学 4 4 0 宮崎産業経営大学 1

大分工業高等専門学校 1 0 ＋1 宮崎公立大学

立命館アジア太平洋大学 0 3 ▲3 宮崎大学 6 1 1 【優】1

熊　本 3 5 ▲2 宮崎ビジコン【推薦】 1 1 【優】1

熊本県立大学 0 2 ▲2 その他 1 0 0

熊本学園大学 0 1 ▲1 BBT大学 1

熊本大学 2 2 0 ※【G】グランプリ、【局】九州経済産業局長賞、【連】九州経済連合会長賞、【優】優秀賞、【N】NICT賞

崇城大学 1 0 ＋1 　【台】台日商務交流協進会理事長賞

宮　崎 8 10 ▲2 ■ 応募プランの分野別分類（複数回答あり）

宮崎産業経営大学 1 1 0

宮崎公立大学 0 1 ▲1

宮崎大学 7 8 ▲1 1 5 7.7% 5

鹿児島 0 1 ▲1 2 2 3.1% 10

鹿児島大学 0 1 ▲1 3 1 1.5% 13

その他 1 0 ＋1 4 3 4.6% 9

沖縄工業高等専門学校 0 0 0 5 1 1.5% 13

BBT大学 1 0 ＋1 6 1 1.5% 13

7 12 18.5% 1

8 8 12.3% 2

9 2 3.1% 10

10 5 7.7% 5

11 7 10.8% 3

12 7 10.8% 3

13 4 6.2% 8

14 0 0.0% -

15 5 7.7% 5

16 2 3.1% 10

食品・農林水産品

加工・製造技術

観光資源

その他

生活文化･生活支援･新サービス･アミューズメント

医療・福祉

物流・流通

人材活用 

情報・通信 (インターネット関連含む)

ビジネス支援

災害支援

新製造技術

新エネルギー・省エネルギー（省力化含む）

バイオテクノロジー

環境・リサイクル・産業廃棄物処理

住宅

No. 分　野 応募数 構成比 順　位

応募件数

【G】1、【連】1、【N】1、【優】1

応募件数 最終審査結果

● 応募状況について

・応募件数 36件 （ 対前年 ▲6件 ）

・応募校数 17校 （ 対前年 ▲2校 ）

概 況 ■

■総括
・応募総数は、36件と昨年と比較し6件減となった。
・内訳として、福岡県からの応募は増加したが、佐賀からは昨年に引き続き0件、

長崎も同様に連携ビジコンを除くと0件であった。
・宮崎県及び大分県は引き続き応募多数。地域としてのアントレ教育強化の姿勢

を伺うことができる。

■各地区の状況
・福岡地区：2校より新規応募あり。県別でも最多応募件数となり、PARKS幹事

大学であるを九州大学と九州工業大学の２校が地域を引っ張ってい
る印象。筑紫女学園大学も積極的な応募を継続。

・長崎地区：長崎ビジコンと連携継続。一方で同ビジコンとの重複応募は0とな
った。今後も大きな増加は見込めないことから対策が必要。

・大分地区：大分大学ビジコンとの連携を開始。例年多くの重複応募をいただ
くビジコンとの連携により、更に地域の盛上げに繋げたい。

・熊本地区：ほぼ例年並みの参加率。崇城大学からの応募が復活。年によるバラ
つきはあるものの、引き続き応募拡大に努めたい地域。

・宮崎地区：宮崎ビジコンとの連携がより強固となり、推薦枠についても
相乗効果をもたらしている。

・その他地区：BBT大学より初参加。今後も新規の大学等からの応募を期待。

５. 応募状況及び審査段階別進出状況（結果）
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● 分野別分類について ●

・ 昨年と比較して、「医療・福祉」のシェアが増加。高齢者や障がい者に向けたサ
ービスなど、社会課題解決型のビジネスプランが多く見られた。

● ビジコン連携 ●

・ 今年度も「長崎ビジコン」「宮崎ビジコン」の２つの地域ビジコン、「九工大」
「大分大」の２つの学内ビジコンと連携。各ビジコンのグランプリ等を推薦いただ
くなど質の高いビジネスプランの確保に繋がった。



【 参 考 】近年の応募状況 （県別・学校別応募数の推移）ならびに受賞歴

凡例：★グランプリ　◎九州経済産業局長賞　◆九州経済連合会長賞　 ●優秀賞　☆NICT賞（2019～2023年度）◇ NEDO特別賞（2017年度）

      　　　　　全国大会(キャンパスベンチャーグランプリ全国大会 等)での受賞 （単位：件）

総　計

有明高専 ● 2 1 4 ● 1 ☆ 1

北九州高専 ◆ 1 1 ★◎ 4 ★◎ 5 ● 4 ●● 5 ◎ 3 ● 3 ●● 3 ● 1 ☆● 2 2 1

北九州市立大 2 ● 1 1 1 ◎ 3 1 2 1 1 3

九州共立大 1 1 1

九州工業大 1 2 1 1 ◎☆ 1 3

九州国際大 1 ● 1 1 1

九州産業大 ● 6 7 2 1 2

九州情報大 2 1 1 1

九州大 2 ● 3 1 ◆● 3 ◇● 8 ◆●●●11 ● 1 ● 2 1 3 2

近畿大 1 1 1 1 1 1 3 3 2 1 2

久留米工業大 1 ◆ 1 1

久留米大 1 2 1

西日本工業大 1

産業医科大 ★ 1

西南学院大 6 3 2 3 1 1 1 1

筑紫女学園大 ● 3 ● 3 4 3 4

福岡ECO動物海洋専門学校 1

日本経済大 1 2

福岡工業大 ● 1 1 1

福岡歯科大 1

福岡女学院大 1 ● 1 ● 1 ● 2 ● 1 ● 1

福岡大 3 1 2 1

早稲田大 3 1 1

佐賀女子短期大 1

佐賀大 2 ● 2 ● 4 1 1 ★ 2 ● 1 ◎ 1 ◎ 2

活水女子大 1

佐世保高専 4 2 7 3 6 ● 1 ● 3

長崎県立大 7 4 3 6 4 6 ★ 5 1

長崎国際大 1 ★ 2 1

長崎総合科学大 1 1

長崎大 ◎ 5 2 4 4 8 1 ● 1 ◆ 4 1 2 1

大分県立芸術文化短期大 ★ 1

大分短期大 1

大分高専 1

大分大 2 ★◎ 4 ● 4 3 5 1 ● 2 4 ◎● 5 ◎● 5 4 ● 3 ● 4 4

日本文理大 1 2 1 ● 1 1

立命館アジア太平洋大 1 1 1 1 1 ● 4 3

熊本学園大 1 3 1 1

熊本県立大 ● 6 ● 3 1 3 4 3 2 2 3 2 2

熊本高専 ● 1 4 ◆ 6 ◆ 8 5 11 6 8 3 1

熊本大 7 8 ◎ 7 1 1 1 ● 4 ● 4 ● 2 2

崇城大 6 ◆● 9 ★● 16 5 7 ◆ 5 ★ 1 1

東海大 1 1

宮崎公立大 1 ● 1 ● 1

宮崎産業経営大 1 1 1 1 1 2 1 1 1

宮崎大 1 ★◆ 8 4 ☆● 13 ★◆● 7 4 ◆● 6 ★◆● 8 7

鹿児島国際大 4 3

鹿児島大 2 ● 2 ● 3 1 1 ◎● 3 1 2 1 1 1 ● 1

沖縄高専 1

沖縄国際大 1

BBT大 1

☆☆☆　キャンパスベンチャーグランプリ全国大会等での授賞実績　☆☆☆

・ 2023(R5)   日刊工業新聞社賞／宮崎大 ・ 2018(H30)　審査委員特別賞／長崎国際大

    　    ［起業家甲子園］NICT理事長賞(準ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ)／九州工業大 ・ 2017(H29)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／宮崎大［NEDO TCP2017］認定VC賞 他／九州大

            　　＊ アイ･オー･データ賞、インフィニオン賞、NEDO賞、セプテーニグループ賞 ・ 2016(H28)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／崇城大、日刊工業新聞社賞／鹿児島大

・ 2022(R4)   審査委員会特別賞／崇城大 ・ 2014(H26)　特別賞(MIT賞)／北九州高専

・ 2021(R3) ［起業家甲子園］パートナー企業特別賞（ソフトバンク賞）／北九州高専 ・ 2012(H24)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／大分大

・ 2020(R2)　審査委員会特別賞／宮崎大　［起業家甲子園］協賛企業特別賞6賞*／有明高専 ・ 2010(H22)　特別賞(マイクロソフト賞)／九州大

            　　＊ アイ･オー･データ賞、インフィニオン賞、クラウドワークス賞、セプテーニグループ賞、ソフトバンク賞、三菱電機賞 ・ 2008(H20)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／北九州市立大

　・ 2019(R1)　経済産業大臣賞（ビジネス大賞）／佐賀大

他

福

岡

55 43 53

熊

本

宮

崎

鹿

児

島

2024

(R6)

36

2022

(R4)

30

2023

42

2020 20212014 2015

大

分

2012 2013

(H23) (H24) (H25) (H26) (H27)

佐

賀

長

崎

65

(R2) (R3) (R5)

49 47 48 54 43 51 56

(H31･R1)

2019年　度 2011

(H28) (H29) (H30)

2016 2017 2018
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※九州 7 県の 15大学（大学院を含む）、2高専の合計 17校から 合計 36 件 の応募があった。

■ 都道府県・学校別　応募状況（代表者） ■ 応募プランの分野別分類

今 回 昨年度 前年比

総　計 36 42 ▲6 1 新製造技術 5 7.7% 5

福　岡 17 13 ＋4 2 新エネルギー・省エネルギー（省力化含む） 2 3.1% 10

有明工業高等専門学校 0 3 バイオテクノロジー 1 1.5% 13

北九州工業高等専門学校 1 2 ▲1 4 環境・リサイクル・産業廃棄物処理 3 4.6% 9

北九州市立大学 3 1 ＋2 5 住宅 1 1.5% 13

九州工業大学 3 1 ＋2 6 災害支援 1 1.5% 13

九州産業大学 2 ▲2 7 生活文化･生活支援･新サービス･アミューズメント 12 18.5% 1

九州大学（大学院含む） 2 3 ▲1 8 医療・福祉 8 12.3% 2

西南学院大学 0 9 物流・流通 2 3.1% 10

九州情報大学 1 ＋1 10 人材・活用 5 7.7% 5

近畿大学 2 1 ＋1 11 情報・通信 (インターネット関連含む) 7 10.8% 3

筑紫女学園大学 4 3 ＋1 12 ビジネス支援 7 10.8% 3

日本経済大学 0 13 食品・農林水産品 4 6.2% 8

西日本工業大学 1 ＋1 14 加工・製造技術 0 0.0% -

福岡大学 0 15 観光資源 5 7.7% 5

佐　賀 0 0 0 16 その他 2 3.1% 10

佐賀大学（大学院含む） 0

長　崎 2 6 ▲4
佐世保工業高等専門学校 3 ▲3

長崎県立大学 0

長崎総合科学大学 1 ＋1

長崎国際大学 1 ▲1

長崎大学（大学院含む） 1 2 ▲1

大　分 5 7 ▲2
大分大学（大学院含む） 4 4 0

立命館アジア太平洋大学 3 ▲3

大分工業高等専門学校 1 ＋1

熊　本 3 5 ▲2
崇城大学（大学院含む） 1 ＋1

熊本県立大学 2 ▲2

熊本学園大学 1 ▲1

熊本大学（大学院含む） 2 2 0

宮　崎 8 10 ▲2
宮崎産業経営大学 1 1 0

宮崎公立大学 1 ▲1

宮崎大学（大学院含む） 7 8 ▲1

鹿児島 0 1 ▲1
鹿児島大学（大学院含む） 1 ▲1

他地域 1 0 ＋1
沖縄国際大学 0
BBT大学 1 ＋1

構成比 順位

第24回（2024年度）九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 応募状況について

応募件数
No. 分　野 件数

● 応募状況について

・応募件数 36件 （ 対前年 ▲6 件 ）

・応募校数 17校 （ 対前年 ▲2校 ）

〔増加〕 福岡県 ＋4

〔減少〕 長崎県 ▲4

大分県 ▲2

熊本県 ▲2

宮崎県 ▲2

鹿児島県 ▲1

● 分野別分類について

・昨年に引き続き生活支援やエンタメ関連の件数が最多。

・今年度は医療・福祉関係の分野が増加。

・情報・ビジネス支援系は例年に比べると若干低下。

・新技術や観光資源など例年と比べると増加傾向をみせ、

学生の関心の変化を伺うことができた。

① 概 況

・応募総数は17校36件。昨年と比較し▲6件と減少した。

・今年度から大分大、九工大の「学校単体実施」型ビジコンとの連携を開始。推薦者を一次審査会免除する試みを実施。

・県別に見た時に福岡県の応募が＋4件と増加。昨年は応募がなかった2校からの応募があった。

・地方大会で燃え尽き症候群となる学生が多く見受けられ、当大会との併願に繋がらない事は今後の懸念として残る。

② 各地区の状況

【福岡】九州大学、筑紫女学園大といった常連校からの応募は引き続き健在。昨年、今年と順調に増加しアントレ教育の充実が伺える。

【長崎】「長崎学生ビジネスプランコンテスト」との併願応募を受けた。

【大分】常連校である大分大学との連携を開始。来年以降、地域ビジコンの核となってくれることを期待したい。

【熊本】一昨年グランプリの崇城大からの応募が復活も、自学ビジコンとのスケジュールが噛み合わず複数応募は叶わなかった。

【宮崎】「宮崎・学生ビジネスプランコンテスト」との連携は今年も順調。県全体での起業家熱は相変わらず。

【その他】佐賀、鹿児島からアントレ熱の地域差が浮き彫りに。一方で通信大学からの応募等、新たな広がりも感じられた。
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■ 九州工業大学　工学部　宇宙システム工学科 代表：佐藤　凛　さん

「超小型人工衛星ミッションインテグレーター」

■ 九州大学大学院　生物資源環境科学府 代表：小川　竜矢　さん

「九大芸能事務所」

■ 九州工業大学　情報工学府　情報創成工学専攻　 代表：下前　仁志　さん 

「次世代スライド発表プラットフォーム（DeckHub）」

☆ グランプリ （ 副賞：30万円 ）

★ 九州経済産業局長賞 （ 副賞：10万円 ）

★ 九州経済連合会長賞 （ 副賞： 8万円 ）

6-1.  最終審査会の結果
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民間顧客向けの6U サイズの人工衛星の市場は需要が急増しているものの、日本国内では人工衛星を開発できるメーカーが圧倒的に足りていない。本事業では、

超小型衛星開発プロジェクトのフィージビリティースタディーや、衛星に搭載する部品レベルでの設計や開発、試験等の伴走支援、また超小型衛星プロジェク

トの設計段階から開発、打ち上げ後の運用までのトータルサービスの提供を行う。

「第21回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」出場

九大芸能事務所は、学生課外活動団体に、外部への営業活動によって獲得した案件を紹介し、外部での発表機会と資金獲得の機会を提供することで発表機会の

充実と活動価値の向上の一助とする。加えて公演依頼の一括管理によって、大学に、学生の動向に関する情報を提供できる。このビジネスプランによって課外

活動の価値の創出と学生の社会進出をすすめる役割を果たし、仲介手数料やコンサルティング料によって収益を得る。

DeckHubはこれまでのスライド発表に関わる課題や問題点を解決し、新たなユーザー体験を実現するスライド発表に特化した次世代プラットフォーム「スライ

ド発表に関わるすべてのストレスをゼロに」という目標を掲げ、2023年の福岡未踏で開発を開始したプロダクトのサービス化を目指す。本プロダクトはスライ

ド発表に必要な機能１つに統合し、課題や問題点を解決するとともに、これまでにない機能を実現し、新たなスライド発表体験を提供する。



■ 長崎大学　薬学部 松尾　康佑　さん

「Bamboo Nexus Project」

■ 崇城大学　生物生命学部　生物生命学科 代表：岩村　みのり　さん

「光合成細菌を利用したバイオプライミング資材の販売」

■ 大分大学大学院　経済学部　経済学研究科 藤原　泰樹　さん

「QUEST」

　優秀賞　7件 （ 副賞：  5万円 ） ※最終審査会 発表順に掲載

6-2.  最終審査会の結果
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放置竹林を活用した竹製の皿に加え、竹炭や竹酢液を医薬品や農薬として応用する研究を行っている。特に、竹炭の抗酸化作用を利用したがん治療への研究や、

竹酢液の成分を活用した環境に優しい農薬の開発を進める。収益は、製品の販売、研究成果を活用したライセンス供与、サブスクリプションモデルなどで得る。

「光合成細菌」と「バイオプライミング」の技術を用いて作物の根の発達を促進し、収穫量増大と肥料吸収利用効率を上げて肥料削減を行う。現在問題となっ

ている肥料価格の高騰と、将来的な有機農業拡大の課題解決に貢献する技術である。提供する商品はバイオプライミング資材で、農家、JA、栽培企業への販売

を想定する。

既存のクラウドファンディングのサービスに加えて、プロジェクト支援者（冒険者）に対して体験型プロジェクト（クエスト）を通じて有意義な時間を提供し、

同時に地域や社会への貢献を果たすサービス。人手不足に悩む地域事業者（自治体、農家、旅館など）の日々の業務やボランティア活動にゲーム要素を取り入

れ、魅力的な体験（クエスト）へと昇華させる。参加者は楽しみながら地域貢献を行うことができ、同時に地域の課題解決に貢献する。



■ 九州工業大学　工学府　工学専攻 代表：畠山　雄樹　さん

「月面移住に向けたインフラ構築」

■ 宮崎大学　工学部　電気電子工学プログラム 前田　瑞佳　さん

「NailWellness～健やかな手元をすべての人に～」

■ 筑紫女学園大学　現代社会学部　現代社会学科 代表：坂本　明日香　さん

「新しい歩行器開発」

　優秀賞　7件 （ 副賞：  5万円 ） ※最終審査会 発表順に掲載

6-3.  最終審査会の結果
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本ビジネスプランは、CubeSatを活用した低コストかつ迅速な月面データ収集・提供を通じ、月面インフラ構築や資源探査を支援する事業。居住施設などの月

面インフラの整備し安定して稼働させるためには月面の環境を広範囲で調査する必要があり、柔軟な拡張性を持つCubeSatネットワークにより月面全体のモニ

タリングを目指し、月面移住の基盤となるインフラ整備をサポートする。

NailWellnessは、爪をいじる癖の矯正とストレスレベル・睡眠の質を計測・管理するスマートリングデバイスを提供する。ターゲットは、爪や指の皮をむしる

癖を持つ個人やその保護者、ストレス管理を重視するビジネスパーソン、そして治療を受ける患者とする。センサー技術と機械学習を活用し、ユーザーの動作

とストレスレベルを検知、アプリを通じてフィードバックを提供。収益はデバイス販売とアプリのサブスクリプションモデルで得る。

私たちは車椅子と杖の間に位置するような新しいスタイルの歩行補助具（歩行器）を提案。このビジネスのターゲットとして第一段階では、軽度の身体障が

い者を対象とし、第2段階では老化により歩行が困難となった高齢者を考えている。医療用ではなく日常使いできることに重点を置き、段階を踏んで利用者を

広げフィードバックを貰いながら汎用性を高めていくことで福祉用具としての認知を確立し、収益を得る。



■ 宮崎大学　工学部　応用物質科学プログラム 代表：星崎　圭亮　さん

「新廻魚」

■ 九州工業大学　工学部　宇宙システム工学科 代表：佐藤　凛　さん

■ 崇城大学　　代表：岩村　みのりさん ■ 九州工業大学　　代表：中牟田　晃さま

台日商務交流協進会理事長賞 支援部門賞

　優秀賞　7件 （ 副賞：  5万円 ） ※最終審査会 発表順に掲載

 ☆ NICT賞

6-4.  最終審査会の結果
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『新廻魚』は生産者から未利用魚をいただき、それを加工し、消費者にSNSでPRしECサイトで販売し提供するビジネスである。認知不足や規格外のために販売

されない食用の未利用魚を販売することで、生産者の収入を増やすことができる。さらに、未利用魚を普及することができれば、水産資源を分散することがで

き、水産資源の保全にもつながる。売上の30％を漁業者へお渡しし、残りの70％を事業収入として得る。

「令和6年度起業家甲子園全国大会」出場



① 九州電力グループ賞 （提供：九州電力株式会社） ②ＪＲ九州グループ賞 （提供：九州旅客鉃道株式会社）

③ 西部ガスグループ賞 （提供：西部ガスホールディングス株式会社） ➃ ストライク賞 （提供：株式会社ストライク）

➄ 西鉄グループ賞 （提供：西日本鉄道株式会社） ➅ 日本弁理士会九州会会長賞 （提供：日本弁理士会九州会）

副  賞

① リンベル九州の七つ星ギフト ひざかり

② 焼肉ヌルボンお食事券　22,000円分

③ 西部ガスグループギフト券

④ 事業成長支援サービス「S venture Lab.」1年間無料パス

⑤ 西鉄ホテルギフト券

⑥ 弁理士による知財メンタリング

⑦ JCBギフト券

⑦ ＦＦＧ賞 （提供：株式会社ふくおかフィナンシャルグループ） ※ 表記は、提供企業・団体名称順

★ 協賛企業等特別賞
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協賛企業・協力団体の皆様のご協力により「協賛企業等特別賞」を設定。各賞は、各企業・団体の皆様に選考いただいた。

■ 九州電力グループ賞 長崎大学 薬学部 松尾 康佑 さん

■ ＪＲ九州グループ賞 筑紫女学園大学 現代社会学部 坂本 明日香 さん（代表）

■ 西部ガスグループ賞 大分大学大学院 経済学部 藤原 泰樹 さん

■ ストライク賞 大分大学大学院 経済学部 藤原 泰樹 さん

■ 西鉄グループ賞 筑紫女学園大学 現代社会学部 坂本 明日香 さん（代表）

■ 日本弁理士会九州会会長賞 長崎大学 薬学部 松尾 康佑 さん

■ ＦＦＧ賞 九州工業大学 工学府 畠山 雄樹 さん（代表）



 

 

■ 第 21 回 キャンパスベンチャーグランプリ全国大会                    

結果報告 

九州工業大学 工学部部  佐藤 凛さん  日刊工業新聞社賞獲得 
  

 2025 年 2 月 25 日（火）、大阪・大阪産業創造館にて「第 21 回キャンパスベンチャーグランプリ全国

大会」（主催：日刊工業新聞社）審査会が開催されました。九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコ

ンテストからはグランプリを受賞された九州工業大学の佐藤 凛さんが九州代表として出場し、日刊工業

新聞社賞を受賞されました。 

 全国８地区・総計 600 件超のビジネスプランの中から、それぞれ勝ち残ってきた粒揃いの 12 組の中

にあっての受賞は非常に素晴らしい結果となりました。 

佐藤さん、九州工業大学の関係者の皆様、おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-1．全国大会の結果 

17 

賞 学校名 代表者名 チーム名 プラン名

経済産業大臣賞

ビジネス大賞
広島大学 片桐　萌絵 ―

民俗芸能の運営・参加システムのリデザイン

～サステナブルな民族芸能を実現するために～

文部科学大臣賞

テクノロジー賞
名古屋大学大学院 角田　健輔 ぽじしょん

起立性調整障害の症状の測定装置の開発事業

～起きられない“もどかしさ”を伝えたい～

日刊工業新聞社賞 九州工業大学 佐藤　凛 Kick Space 超小型人工衛星ミッションインテグレーション事業

MIT賞 筑波大学大学院 古澤　美典 やさしいロボット研究所 仮眠支援ロボット「ナップ」

弓削商船高等専門学校 石橋　治樹 弓削商船高専起業家工房マイコン部 IoTを融合した新しいビリヤードシステム

立命館大学 金　亨運 関西商会 新しい地平を開く、5ドル顕微鏡キット

効率はこだて未来大学 松下　文太 funovo
INCUVERSE

～AI×web3.0で学生起業が未来を創る～

京都大学大学院 多和　実月 ―
お口のテーマパーク

～すべての人に歯から健康を届けるエコシステム～

信州大学 瀬戸　晴登 ― 宇宙の地質をお手軽調査「Astro Pioneer」

名古屋国際工科専門大学 野村　颯摩 ― LipsLog _読唇術でありのままの喜びと共鳴する

岡山大学大学院 長尾　幸紀 ―
Sceince-Branding

科学的根拠のあるブランディングで中小企業の課題を解決する

秋田県立大学 長谷山　直飛 ― 鳥獣被害対策ロボット「かみやぎ」の実践的運用によるクマ・イノシシ対策

■第21回（2024年度）キャンパスベンチャーグランプリ全国大会　表彰結果

審査委員会特別賞



 

 

■ 令和 6 年度 起業家甲子園                                 

結果報告 

九州工業大学大学院 工学部  佐藤 凛さん  総務大臣賞獲得 
  

 2025 年 3 月 13 日（木）東京・丸ビルホール＆コンファレンススクエアにて「令和 6 年度起業家甲子

園」（主催：総務省・NICT）が開催されました。「第 24 回九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコン

テスト」からは、NICT 賞を受賞された九州工業大学の佐藤 凛さん（チーム名：Kick Space Technologies）

が九州代表として出場し、見事グランプリとなる「総務大臣賞」を獲得されました。起業家甲子園におけ

る九州代表の総務大臣賞獲得は史上初となります。 

 その他、パートナー企業賞も 4 つ獲得するなど、多くの協賛企業の方々からも高い評価を受け、九州大

会の存在感を大いに示してくれました。佐藤さんならびに九州工業大学の関係者の皆さま、本当におめで

とうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：NICT 

7-2．全国大会の結果 
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賞 学校名 選抜地区 チーム名 プラン名

総務大臣賞 九州工業大学 九州 Kick Space Technologies 超小型人工衛星を活用した軌道上実証サービス

NICT理事長賞 北海道大学大学院 北海道 Real Touch 力触覚で誰でも簡単操作！汎用ロボットが変える水産業

IOデータ賞 豊田工業高等専門学校 全国高専 ふたりんごと 家族の新たなつながりを創出するペット型AI「ふたりん」

AWS賞 九州工業大学 九州 Kick Space Technologies 超小型人工衛星を活用した軌道上実証サービス

Wamazing賞 金沢大学 WEB LiLuMu LiLuMu～個別最適化された福祉の民主化による誰一人取り残さない社会の実現～

ABCドリームベンチャー賞 神戸大学 近畿 Plastruclub 中学生のためのスポーツ・文化活動マッチング事業

ドコモビジネス賞 北海道大学大学院 北海道 Real Touch 力触覚で誰でも簡単操作！汎用ロボットが変える水産業

NTTデータ賞 山形大学大学院 東北 株式会社Ciel 新卒高校生向け就職サービス「ciel」

さくらインターネット賞 九州工業大学 九州 Kick Space Technologies 超小型人工衛星を活用した軌道上実証サービス

NEDO賞 九州工業大学 九州 Kick Space Technologies 超小型人工衛星を活用した軌道上実証サービス

jig.jp賞 神戸大学 近畿 Plastruclub 中学生のためのスポーツ・文化活動マッチング事業

スカイライト賞 山形大学大学院 東北 株式会社Ciel 新卒高校生向け就職サービス「ciel」

NEC賞 北海道大学大学院 北海道 Real Touch 力触覚で誰でも簡単操作！汎用ロボットが変える水産業

JRTRO AWARD賞 九州工業大学 九州 Kick Space Technologies 超小型人工衛星を活用した軌道上実証サービス

■令和6年度　起業家甲子園　表彰結果



8-1. 最終審査会の模様（質疑応答）
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8-2. 最終審査会の模様（基調講演）

20

8-3.最終審査会後の懇親会



 
 

 

「あなたの知らない第２創業の世界」と題し、株式会社倉岡紙工、代表取締役社長CEO倉岡和徳

さまの基調講演を実施。ご自身の経験豊かなバックグランドに関する話や、３代目として家業の変革

に取り組み、ビジネススタイルをも刷新させた経緯等を語っていただいた。学生時代の体験を織り込

んだり学生目線でのアドバイスもいただくなど、会場の参加者だけでなくWEBの観覧者も強く惹き

込こみ、プレゼン後は時間一杯まで熱のある質疑応答で大いに盛り上がった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■演 題 

「あなたの知らない第２創業の世界」 

 

■ 講 師 
 

株式会社倉岡紙工 代表取締役社長 CEO    倉岡 和徳 氏  
 
■ プロフィール 

 

9．基調講演  

・1983 年熊本県生まれ。早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。IBP グローバル留学奨学金の特待生として 

ワシントン大学修了。 

・帰国後、専門商社へ入社。香港駐在時にはアジア地域のサプライチェーンをマネジメントし、多様な人種、 

文化での実務を経験。 

・2013 年に家業である紙パッケージ製造の㈱倉岡紙工に入社。2020 年には、「クリーン×スマートファクト 

リー」を立ち上げ、熊本からイノベーションを起こし続ける仕掛け人として注目されている。 

21 



受賞者のビジネスプランをご紹介（次ページより）

10. 受賞者のビジネスプラン（事業計画書）
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■グランプリ

九州工業大学 工学部 宇宙システム工学科 代表：佐藤 凛さん

■九州経済産業局長賞

九州大学大学院 生物資源環境科学府 代表：小川 竜矢さん

■九州経済連合会長賞

九州工業大学 情報工学府 情報創成工学専攻 代表：下前 仁志さん

■優秀賞

１．長崎大学 薬学部 松尾 康佑さん

２．崇城大学 生物生命学部 生物生命学科 代表：岩村 みのりさん

３．大分大学大学院 経済学部 経済研究科 藤原 泰樹さん

４．九州工業大学 工学府 工学専攻 代表：畠山 雄樹さん

５．宮崎大学 工学部 電気電子工学プログラム 前田 瑞佳さん

６．筑紫女学園大学 現代社会学部 現代社会学科 代表：坂本 明日香さん

７．宮崎大学 工学部 応用物質科学プログラム 代表：星崎 圭亮さん

□ NICT賞

九州工業大学 工学部 宇宙システム工学科 代表：佐藤 凛さん

□台日商務交流協進会理事長賞

崇城大学 生物生命学部 生物生命学科 代表：岩村 みのりさん



 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

第
回

 2
4

九
州

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
・

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

 事
業

計
画

書
 

 

 1.
 

あ
な

た
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

概
要

を
簡

潔
に

(1
50

文
字

程
度

）
に

文
章

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
①

 誰
に

、
何

を
、

ど
の

よ
う

に
し

て
提

供
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
で

す
か

?
 

 
 

②
 あ

な
た

が
こ

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

果
た

す
役

割
（

社
会

的
意

義
）

は
何

で
す

か
?

 
 

 
③

 ど
う

や
っ

て
収

益
を

得
ま

す
か

?
 

 
等

の
要

素
を

盛
り

込
ん

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
 私

た
ち

の
ビ

ジ
ネ

ス
は

、
放

置
竹

林
を

活
用

し
た

竹
製

の
お

皿
に

加
え

、
竹

炭
や

竹
酢

液
を

医
薬

品
や

農
薬

と
し

て
応

用
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
タ

ー
ゲ

ッ
ト

は
、

環
境

意
識

が
高

い
家

庭
、

企
業

、
そ

し
て

医
療

・
農

業
分

野
で

す
。

特
に

、
竹

炭
の

抗
酸

化
作

用
を

利
用

し
た

が
ん

治
療

へ
の

研
究

や
、

竹
酢

液
の

成
分

を
活

用
し

た
環

境
に

優
し

い
農

薬
の

開
発

を
進

め
て

い
ま

す
。

社
会

的
意

義
は

、
放

置
竹

林
の

竹
の

利
用

を
通

じ
て

、
環

境
保

護
と

医
療

技
術

の
進

展
を

促
す

こ
と

で
す

。
収

益
は

、
製

品
の

販
売

、
研

究
成

果
を

活
用

し
た

ラ
イ

セ
ン

ス
供

与
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

な
ど

で
得

ま
す

。
 

 
2.

 
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
具

体
的

内
容

 
 ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

 
 1.

 製
造

・
回

収
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

プ
ロ

セ
ス

 
 1.

 
製

造
拠

点
と

竹
の

調
達

 
o

 
竹

の
調

達
: 

竹
林

の
管

理
や

、
放

置
竹

林
か

ら
竹

を
伐

採
し

、
原

材
料

と
し

て
利

用
し

ま
す

。
放

置
竹

林
の

伐
採

は
、

竹
害

を
防

ぎ
、

環
境

保
護

と
地

域
再

生
に

貢
献

し
ま

す
。

竹
は

成
⾧

が
早

く
、

持
続

可
能

な
資

源
で

あ
る

た
め

、
エ

コ
フ

レ
ン

ド
リ

ー
な

素
材

と
し

て
優

れ
て

い
ま

す
。

 
o

 
製

造
プ

ロ
セ

ス
: 

採
取

し
た

竹
を

加
工

し
、

耐
久

性
と

抗
菌

性
の

あ
る

繰
り

返
し

使
用

で
き

る
お

皿
を

製
造

し
ま

す
。

竹
製

お
皿

は
軽

量
で

丈
夫

な
た

め
、

日
常

使
い

か
ら

ア
ウ

ト
ド

ア
や

イ
ベ

ン
ト

ま
で

幅
広

い
場

面
で

活
用

で
き

ま
す

。
製

造
過

程
で

は
、

無
駄

な
く

竹
を

活
用

し
、

端
材

や
余

剰
竹

も
リ

サ
イ

ク
ル

素
材

と
し

て
活

用
し

ま
す

。
 

 
2.

 
使

用
後

の
製

品
回

収
シ

ス
テ

ム
 

o
 

回
収

プ
ロ

セ
ス

: 
消

費
者

が
使

用
済

み
の

お
皿

を
リ

サ
イ

ク
ル

す
る

た
め

の
回

収
シ

ス
テ

ム
を

導
入

。
消

費
者

は
使

い
終

わ
っ

た
お

皿
を

指
定

の
リ

サ
イ

ク
ル

拠
点

や
回

収
ボ

ッ
ク

ス
に

返
却

で
き

る
仕

組
み

を
提

供
し

ま
す

。
こ

の
回

収
シ

ス
テ

ム
は

、
イ

ベ
ン

ト
や

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
で

の
使

い
捨

て
文

化
を

見
直

し
、

製
品

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

で
の

環
境

負
荷

を
軽

減
し

ま
す

。
 

o
 

物
流

の
効

率
化

: 
竹

製
お

皿
の

回
収

は
、

配
送

と
連

携
し

て
行

い
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
使

用
済

み
製

品
の

効
率

的
な

回
収

と
新

製
品

の
配

送
を

同
時

に
実

現
し

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
セ

ス
は

コ
ス

ト
効

率
を

高
め

、
消

費
者

に
と

っ
て

も
便

利
な

シ
ス

テ
ム

と
な

り
ま

す
。

 
 

3.
 

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ロ
セ

ス
 

o
 

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
: 

回
収

さ
れ

た
竹

製
お

皿
を

加
工

す
る

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
を

設
置

。
こ

こ
で

は
、

お
皿

が
腐

敗
や

破
損

し
て

い
る

場
合

で
も

、
竹

炭
や

竹
酢

液
と

し
て

再
利

用
で

き
る

技
術

を
活

用
し

ま
す

。
 

o
 

竹
炭

へ
の

加
工

: 
竹

を
高

温
で

炭
化

し
、

竹
炭

を
製

造
し

ま
す

。
竹

炭
は

多
孔

質
で

吸
着

力
が

高
く

、
消

臭
剤

学
 

校
 

名
 ⾧

崎
大

学
/I

nf
in

ite
 T

H
in

Ke
rs

 
代

表
者

名
 

松
尾

康
佑

 

共
同

提
案

者
名

 

事
 

業
  

名
Ba

m
bo

o 
Ne

xu
s 

Pr
oj

ec
t 

キャ
ッチ

フレ
ーズ

竹
が

繋
ぐ

、
命

と
地

球
の

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
未

来
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や
空

気
清

浄
グ

ッ
ズ

、
農

業
用

の
土

壌
改

良
剤

と
し

て
応

用
可

能
で

す
。

ま
た

、
学

部
内

の
研

究
室

で
医

療
分

野
に

お
け

る
抗

酸
化

作
用

を
利

用
し

た
ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

（
D

D
S）

と
し

て
も

研
究

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
 

o
 

竹
酢

液
の

生
成

: 
竹

を
炭

化
す

る
際

に
発

生
す

る
竹

酢
液

を
回

収
し

、
抗

菌
性

を
持

つ
自

然
由

来
の

農
薬

と
し

て
使

用
し

ま
す

。
竹

酢
液

は
化

学
農

薬
に

頼
ら

な
い

有
機

農
業

の
促

進
に

も
寄

与
し

、
環

境
に

優
し

い
製

品
と

し
て

の
価

値
を

高
め

ま
す

。
こ

れ
ら

も
、

学
部

内
の

研
究

室
で

植
物

の
発

芽
、

成
⾧

促
進

、
成

⾧
阻

害
活

性
が

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
て

お
り

、
農

薬
と

し
て

の
応

用
に

向
け

て
進

め
て

い
っ

て
い

ま
す

。
 

 
2.

 販
売

チ
ャ

ネ
ル

と
サ

ー
ビ

ス
形

態
 

 1.
 

オ
ン

ラ
イ

ン
販

売
 

o
 

主
な

販
売

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

: 
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ト

ア
を

通
じ

て
、

竹
製

お
皿

の
販

売
を

行
い

ま
す

。
環

境
意

識
が

高
い

消
費

者
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

、
繰

り
返

し
使

え
る

お
皿

と
し

て
、

エ
コ

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

推
進

。
特

に
持

続
可

能
な

製
品

を
重

視
す

る
層

に
向

け
た

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
を

展
開

し
ま

す
。

 
o

 
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
: 

定
期

的
に

竹
製

お
皿

を
消

費
者

に
届

け
る

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

。
腐

敗
・

破
損

し
た

お
皿

は
回

収
し

、
竹

炭
や

竹
酢

液
に

再
利

用
す

る
た

め
、

消
費

者
が

循
環

型
経

済
に

参
加

で
き

る
モ

デ
ル

を
構

築
し

ま
す

。
消

費
者

は
環

境
に

優
し

い
選

択
を

す
る

だ
け

で
な

く
、

定
期

的
に

新
し

い
デ

ザ
イ

ン
や

製
品

を
楽

し
め

ま
す

。
 

 
2.

 
店

舗
販

売
と

企
業

提
携

 
o

 
リ

テ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
: 

エ
コ

シ
ョ

ッ
プ

や
ア

ウ
ト

ド
ア

用
品

店
な

ど
、

環
境

に
配

慮
し

た
商

品
を

扱
う

店
舗

と
提

携
し

て
、

竹
製

お
皿

を
販

売
。

さ
ら

に
、

レ
ス

ト
ラ

ン
や

カ
フ

ェ
、

イ
ベ

ン
ト

会
社

と
提

携
し

、
業

務
用

と
し

て
竹

製
食

器
の

提
供

を
拡

大
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
企

業
の

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
取

り
組

み
を

支
援

し
な

が
ら

、
竹

製
品

の
使

用
を

促
進

し
ま

す
。

 
o

 
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
サ

ー
ビ

ス
: 

企
業

や
イ

ベ
ン

ト
向

け
に

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

さ
れ

た
竹

製
お

皿
を

提
供

。
企

業
の

ロ
ゴ

や
イ

ベ
ン

ト
テ

ー
マ

に
合

わ
せ

た
デ

ザ
イ

ン
の

食
器

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
販

促
ツ

ー
ル

や
ギ

フ
ト

と
し

て
の

利
用

が
広

が
り

、
ビ

ジ
ネ

ス
の

多
様

化
を

図
り

ま
す

。
 

 
3.

 
竹

炭
・

竹
酢

液
の

応
用

と
収

益
モ

デ
ル

 
 

1.
 

竹
炭

の
応

用
 

o
 

医
療

分
野

へ
の

応
用

（
D

D
S・

が
ん

治
療

）
: 

従
来

、
竹

炭
は

消
臭

剤
な

ど
に

利
用

さ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
竹

炭
の

抗
酸

化
作

用
や

吸
着

力
を

活
用

し
、

が
ん

治
療

に
お

け
る

ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
（

D
D

S）
と

し
て

の
研

究
開

発
を

行
い

ま
す

。
竹

炭
は

、
薬

物
の

放
出

速
度

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

、
効

率
的

な
薬

物
運

搬
シ

ス
テ

ム
と

し
て

活
用

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

医
療

機
関

や
製

薬
企

業
と

の
提

携
を

通
じ

て
、

ラ
イ

セ
ン

ス
収

益
を

得
る

こ
と

も
視

野
に

入
れ

て
い

ま
す

。
 

 
2.

 
竹

酢
液

の
応

用
 

o
 

有
機

農
業

用
の

農
薬

: 
竹

酢
液

を
環

境
に

優
し

い
農

薬
と

し
て

販
売

し
ま

す
。

化
学

薬
品

に
依

存
し

な
い

安
全

な
農

業
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

持
続

可
能

な
農

業
の

普
及

に
貢

献
し

ま
す

。
ま

た
、

竹
酢

液
は

抗
菌

効
果

も
持

ち
、

家
庭

用
の

防
虫

剤
や

ス
キ

ン
ケ

ア
製

品
と

し
て

も
応

用
が

可
能

で
す

。
 

o
 

ス
キ

ン
ケ

ア
や

ヘ
ル

ス
ケ

ア
分

野
: 

竹
酢

液
の

抗
菌

作
用

や
肌

へ
の

優
し

さ
を

活
か

し
、

ス
キ

ン
ケ

ア
製

品
や

入
浴

剤
と

し
て

の
応

用
を

検
討

。
ナ

チ
ュ

ラ
ル

志
向

の
消

費
者

に
訴

求
し

、
美

容
・

健
康

分
野

で
の

新
た

な
収

益
源

を
開

拓
し

ま
す

。
 

 
3.

 
放

置
竹

林
問

題
の

解
決

と
地

域
貢

献
 

 
 

放
置

竹
林

の
再

生
と

管
理

: 
放

置
竹

林
か

ら
伐

採
さ

れ
た

竹
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

環
境

破
壊

を
防

ぎ
、

地
域

資
源

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

放
置

竹
林

は
土

砂
災

害
や

害
獣

の
発

生
原

因
と

な
る

た
め

、
こ

の
問

題
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

地
域

の
環

境
保

護
に

も
貢

献
し

ま
す

。
ま

た
、

竹
林

管
理

を
通

じ
て

、
地

域
住

民
の

雇
用

機
会

創
出

や
経

済
活

性
化

も



図
り

ま
す

。
 

 
地

域
連

携
: 

地
方

自
治

体
や

環
境

団
体

と
の

協
力

に
よ

り
、

地
域

の
竹

資
源

を
最

大
限

に
活

用
し

、
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

竹
林

管
理

を
推

進
し

ま
す

。
こ

の
取

り
組

み
は

、
地

域
経

済
の

活
性

化
と

環
境

保
護

の
両

立
を

実
現

し
、

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

に
寄

与
し

ま
す

。
 

 
3.

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
類

似
ビ

ジ
ネ

ス
と

の
相

違
点

、
事

業
上

の
リ

ス
ク

等
 

 マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
 

 
1.

 
エ

コ
コ

ン
シ

ャ
ス

な
消

費
者

層
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

 
o

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
の

特
定

: 
環

境
意

識
が

高
く

、
エ

コ
ロ

ジ
カ

ル
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

追
求

す
る

消
費

者
層

、
ア

ウ
ト

ド
ア

愛
好

家
、

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
製

品
を

好
む

家
庭

を
主

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

ま
す

。
ま

た
、

持
続

可
能

な
ビ

ジ
ネ

ス
を

展
開

す
る

企
業

や
飲

食
業

界
も

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
ま

す
。

 
o

 
オ

ン
ラ

イ
ン

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
: 

主
に

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
（

In
st

ag
ra

m
, 

Fa
ce

bo
ok

, 
Yo

uT
ub

e
な

ど
）

を
活

用
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
展

開
し

ま
す

。
特

に
、

エ
コ

フ
レ

ン
ド

リ
ー

な
製

品
や

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

に
関

連
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

を
発

信
し

、
エ

コ
意

識
の

高
い

消
費

者
に

リ
ー

チ
し

ま
す

。
 

o
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
: 

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

や
エ

コ
商

品
を

支
持

す
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

や
、

環
境

活
動

家
と

提
携

し
て

製
品

を
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

消
費

者
の

共
感

と
信

頼
を

獲
得

し
、

製
品

の
知

名
度

を
向

上
さ

せ
ま

す
。

 
 

2.
 

実
店

舗
お

よ
び

企
業

と
の

提
携

 
o

 
エ

コ
シ

ョ
ッ

プ
や

ア
ウ

ト
ド

ア
用

品
店

と
の

連
携

: 
実

店
舗

で
の

販
売

を
通

じ
て

、
消

費
者

が
実

際
に

竹
製

お
皿

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
特

に
、

ア
ウ

ト
ド

ア
向

け
の

製
品

と
し

て
販

売
す

る
こ

と
で

、
キ

ャ
ン

プ
や

イ
ベ

ン
ト

で
の

需
要

を
掘

り
起

こ
し

ま
す

。
 

o
 

飲
食

店
・

イ
ベ

ン
ト

会
社

と
の

B2
B

提
携

: 
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

製
品

を
導

入
し

た
い

飲
食

店
や

イ
ベ

ン
ト

会
社

と
提

携
し

、業
務

用
と

し
て

の
竹

製
食

器
を

提
供

し
ま

す
。企

業
が

エ
コ

を
打

ち
出

す
機

会
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

そ
の

導
入

成
功

事
例

を
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
利

用
し

ま
す

。
 

o
 

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
: 

定
期

的
に

竹
製

お
皿

を
消

費
者

に
届

け
る

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

を
展

開
。

消
費

者
は

、
お

皿
が

古
く

な
っ

た
場

合
、

返
却

し
て

リ
サ

イ
ク

ル
す

る
シ

ス
テ

ム
を

活
用

で
き

、
製

品
の

持
続

可
能

な
利

用
を

促
進

し
ま

す
。

 
 

3.
 

CS
R

・
エ

シ
カ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

 
o

 
環

境
問

題
へ

の
取

り
組

み
を

前
面

に
押

し
出

す
: 

竹
製

品
を

通
じ

た
「

持
続

可
能

な
未

来
」

の
実

現
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
信

。
特

に
、

放
置

竹
林

の
伐

採
に

よ
る

地
域

再
生

や
環

境
保

護
に

取
り

組
ん

で
い

る
点

を
強

調
し

、
企

業
の

社
会

的
責

任
（

CS
R）

活
動

の
一

環
と

し
て

位
置

づ
け

ま
す

。
 

o
 

リ
サ

イ
ク

ル
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
: 

回
収

し
た

竹
製

お
皿

を
リ

サ
イ

ク
ル

す
る

仕
組

み
を

強
調

し
、

消
費

者
が

環
境

保
護

活
動

に
直

接
参

加
で

き
る

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
展

開
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
環

境
保

全
活

動
を

や
り

た
い

け
ど

な
に

を
し

て
い

い
か

わ
か

ら
な

い
人

も
簡

単
に

参
画

で
き

ま
す

。
 

類
似

ビ
ジ

ネ
ス

と
の

相
違

点
 

 
1.

 
竹

製
品

の
循

環
型

シ
ス

テ
ム

（
ク

ロ
ー

ズ
ド

・
ル

ー
プ

型
サ

イ
ク

ル
）

 
o

 
繰

り
返

し
使

用
と

リ
サ

イ
ク

ル
を

統
合

し
た

サ
イ

ク
ル

: 
竹

製
お

皿
の

販
売

後
、

使
用

済
み

製
品

を
回

収
し

て
竹

炭
や

竹
酢

液
に

再
利

用
す

る
と

い
う

、
製

品
の

「
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

を
管

理
」

す
る

ク
ロ

ー
ズ

ド
・

ル
ー

プ
型

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

を
実

現
し

て
い

ま
す

。こ
れ

に
よ

り
、消

費
者

は
製

品
を

使
い

捨
て

る
こ

と
な

く
、

循
環

的
に

再
利

用
で

き
る

点
が

他
の

類
似

ビ
ジ

ネ
ス

と
異

な
る

大
き

な
ポ

イ
ン

ト
で

す
。

 
o

 
多

機
能

な
竹

炭
・

竹
酢

液
の

応
用

: 
回

収
後

に
製

造
さ

れ
る

竹
炭

や
竹

酢
液

を
単

に
副

産
物

と
し

て
販

売
す

る
の

で
は

な
く

、
医

療
（

が
ん

治
療

の
D

D
S

や
抗

酸
化

作
用

）
や

農
業

（
有

機
農

業
用

の
農

薬
）

と
い

っ
た

多
様

な
分

野
で

応
用

す
る

点
が

、
一

般
的

な
竹

製
品

や
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

と
は

異
な

る
独

自
性

で
す

。
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2.
 

環
境

と
地

域
社

会
へ

の
貢

献
 

o
 

放
置

竹
林

問
題

の
解

決
: 

多
く

の
竹

製
品

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

は
、

竹
の

持
続

可
能

性
を

ア
ピ

ー
ル

し
ま

す
が

、
当

ビ
ジ

ネ
ス

で
は

、
放

置
竹

林
問

題
の

解
決

を
積

極
的

に
掲

げ
て

い
ま

す
。

放
置

竹
林

の
伐

採
は

、
土

砂
災

害
や

害
獣

の
発

生
を

防
ぐ

と
と

も
に

、
地

域
の

再
生

に
も

貢
献

し
、

単
な

る
エ

コ
ビ

ジ
ネ

ス
に

留
ま

ら
な

い
社

会
的

意
義

を
持

た
せ

て
い

ま
す

。
 

 
3.

 
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
の

導
入

 
o

 
リ

サ
イ

ク
ル

を
組

み
込

ん
だ

定
期

サ
ー

ビ
ス

: 
繰

り
返

し
使

え
る

竹
製

お
皿

を
定

期
的

に
提

供
す

る
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
に

加
え

、
消

費
者

が
使

用
済

み
お

皿
を

返
却

し
、

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ロ
セ

ス
に

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
消

費
者

が
継

続
的

に
エ

コ
ロ

ジ
カ

ル
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

実
践

で
き

る
と

い
う

点
で

、
他

の
竹

製
品

ビ
ジ

ネ
ス

と
差

別
化

し
て

い
ま

す
。

 
 

事
業

上
の

リ
ス

ク
 

 
1.

 
竹

製
品

の
耐

久
性

・
品

質
に

関
す

る
リ

ス
ク

 
o

 
耐

久
性

に
対

す
る

消
費

者
の

期
待

: 
繰

り
返

し
使

用
で

き
る

竹
製

の
お

皿
は

、
そ

の
耐

久
性

と
品

質
が

消
費

者
に

受
け

入
れ

ら
れ

る
か

が
重

要
で

す
。

竹
は

自
然

素
材

で
あ

る
た

め
、

製
品

の
個

体
差

や
、

使
用

条
件

に
よ

る
劣

化
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
⾧

期
使

用
に

耐
え

る
品

質
を

維
持

す
る

た
め

、
製

造
プ

ロ
セ

ス
や

素
材

の
選

定
に

厳
し

い
基

準
を

設
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

 
2.

 
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ロ

セ
ス

の
効

率
化

リ
ス

ク
 

o
 

回
収

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

維
持

: 
使

用
済

み
製

品
を

消
費

者
か

ら
効

率
的

に
回

収
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

が
機

能
し

な
け

れ
ば

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
に

影
響

し
ま

す
。

消
費

者
の

返
却

行
動

を
促

進
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

や
、

回
収

拠
点

の
設

置
、

物
流

コ
ス

ト
の

抑
制

な
ど

、
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ス

テ
ム

を
ス

ム
ー

ズ
に

運
営

す
る

た
め

の
持

続
的

な
管

理
が

必
要

で
す

。
 

 
3.

 
市

場
競

争
と

価
格

競
争

 
o

 
価

格
競

争
へ

の
対

応
: 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

や
安

価
な

食
器

と
の

競
争

が
続

く
中

、
竹

製
お

皿
の

価
格

が
消

費
者

に
と

っ
て

魅
力

的
で

あ
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

製
造

コ
ス

ト
や

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ロ
セ

ス
の

効
率

を
最

適
化

し
、

競
合

製
品

と
競

争
で

き
る

価
格

設
定

を
維

持
す

る
こ

と
が

課
題

と
な

り
ま

す
。

 
 

4.
 

技
術

開
発

と
研

究
に

関
す

る
リ

ス
ク

 
o

 
竹

炭
や

竹
酢

液
の

医
療

・
農

業
分

野
で

の
応

用
リ

ス
ク

: 
竹

炭
の

D
DS

や
竹

酢
液

の
農

薬
と

し
て

の
応

用
は

、
研

究
開

発
に

時
間

と
資

金
を

要
し

ま
す

。
こ

れ
ら

の
技

術
が

市
場

で
実

用
化

さ
れ

る
ま

で
に

必
要

な
時

間
や

コ
ス

ト
の

見
積

も
り

が
不

確
実

な
要

素
と

な
り

得
る

た
め

、
管

理
し

な
が

ら
の

持
続

的
な

研
究

開
発

が
必

要
で

す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4.

 
こ

の
事

業
に

関
す

る
あ

な
た

の
経

験
、

技
能

、
資

格
、

特
許

、
ノ

ウ
ハ

ウ
な

ど
 

（
注

1）
特

許
出

願
前

の
も

の
は

、
応

募
に

よ
り

特
許

取
得

で
き

な
く

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
し

く
だ

さ
い

。
 

（
注

２
）

特
許

申
請

を
し

た
だ

け
で

は
、

許
可

さ
れ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

し
、

特
許

が
あ

っ
て

も
『

採
算

性
』

が
あ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
 

 私
た

ち
は

、
N

PO
法

人
「

へ
ん

ち
く

り
ん

」
と

連
携

し
、

地
域

の
放

置
竹

林
問

題
に

直
接

取
り

組
ん

で
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、

実
際

に
現

地
で

竹
林

の
伐

採
を

行
い

、
伐

採
し

た
竹

を
竹

炭
や

竹
酢

液
と

し
て

生
成

し
て

い
ま

す
。

こ
の

活
動

は
単

な
る

伐
採

に
と

ど
ま

ら
ず

、
環

境
保

護
と

竹
資

源
の

有
効

活
用

を
目

的
と

し
た

、
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

社
会

実
現

へ
の

実
践

的
な

取
り

組
み

で
す

。
竹

炭
や

竹
酢

液
の

生
成

に
関

し
て

は
、

製
造

工
程

か
ら

製
品

化
ま

で
を

一
貫

し
て

行
い

、
そ

の
知

識
と

技
術

を
習

得
し

て
い

ま
す

。
 

さ
ら

に
、

私
は

薬
学

部
生

と
し

て
の

立
場

を
活

か
し

、
大

学
の

研
究

室
で

教
授

と
共

に
、

竹
炭

や
竹

酢
液

の
医

療
・

農
業

分
野

へ
の

応
用

に
つ

い
て

研
究

し
て

い
ま

す
。

こ
の

研
究

で
は

、
竹

酢
液

が
植

物
の

発
芽

や
成

⾧
促

進
、

さ
ら

に
は

成
⾧

阻
害

作
用

を
持

つ
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

、こ
の

知
見

を
元

に
有

機
農

業
用

の
自

然
農

薬
や

植
物

の
生

育
調

整
剤

と
し

て
の

可
能

性
を

模
索

し
て

い
ま

す
。

こ
の

研
究

成
果

は
、

竹
酢

液
の

新
し

い
応

用
分

野
を

開
拓

す
る

も
の

で
、

現
在

、
論

文
制

作
に

も
取

り
組

ん
で

お
り

、



今
後

の
製

品
開

発
に

重
要

な
役

割
を

果
た

す
と

確
信

し
て

い
ま

す
。

 
ま

た
、

竹
炭

を
活

用
し

た
ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

（
D

DS
）

の
研

究
に

も
取

り
組

ん
で

お
り

、
が

ん
治

療
へ

の
応

用
の

可
能

性
を

探
求

し
て

い
ま

す
。

竹
炭

の
吸

着
特

性
や

抗
酸

化
作

用
を

利
用

し
て

、
が

ん
治

療
薬

の
効

率
的

な
運

搬
や

放
出

制
御

を
実

現
す

る
技

術
は

、
ま

だ
開

発
段

階
に

あ
る

も
の

の
、

医
療

分
野

で
の

新
た

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
で

き
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

竹
炭

が
単

な
る

環
境

素
材

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
高

度
な

医
療

技
術

に
貢

献
で

き
る

点
が

差
別

化
要

素
と

な
り

ま
す

。
 

私
が

得
意

と
し

て
い

る
の

は
、

こ
う

し
た

現
場

で
の

実
践

と
学

術
的

な
研

究
を

結
び

つ
け

る
こ

と
で

す
。

地
域

の
竹

林
管

理
か

ら
竹

資
源

の
リ

サ
イ

ク
ル

、
さ

ら
に

は
大

学
の

研
究

室
で

の
学

術
的

な
探

求
ま

で
、

幅
広

い
経

験
と

知
識

を
持

っ
て

い
る

点
が

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
大

き
く

異
な

り
ま

す
。

私
た

ち
の

事
業

は
、

単
な

る
竹

製
品

の
販

売
に

留
ま

ら
ず

、
環

境
問

題
の

解
決

と
先

進
的

な
医

療
・

農
業

技
術

の
応

用
を

融
合

さ
せ

た
革

新
的

な
取

り
組

み
で

す
。

 
ま

た
、

こ
れ

ま
で

の
活

動
の

中
で

蓄
積

し
た

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
は

、
実

際
に

製
品

化
す

る
際

に
強

み
と

な
り

ま
す

。
特

許
取

得
を

目
指

し
て

、
竹

酢
液

や
竹

炭
の

特
殊

な
応

用
技

術
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
も

進
行

中
で

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

競
合

他
社

が
簡

単
に

模
倣

で
き

な
い

差
別

化
要

素
を

持
つ

技
術

基
盤

を
確

立
し

て
い

ま
す

 
 5.

 
事

業
の

社
会

貢
献

度
（

社
会

課
題

解
決

）、
実

現
性

や
将

来
の

事
業

家
と

し
て

の
抱

負
 

 こ
の

事
業

は
、

地
域

の
放

置
竹

林
問

題
と

い
う

深
刻

な
社

会
課

題
の

解
決

に
直

接
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
放

置
竹

林
は

、
土

砂
災

害
や

害
獣

の
発

生
の

原
因

と
な

る
だ

け
で

な
く

、
地

域
経

済
や

環
境

に
も

悪
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
ま

す
。

こ
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
、

私
た

ち
は

N
PO

法
人

「
へ

ん
ち

く
り

ん
」

と
協

力
し

、
竹

の
伐

採
と

資
源

の
有

効
活

用
に

取
り

組
ん

で
き

ま
し

た
。

 
竹

の
伐

採
を

通
じ

て
地

域
環

境
の

再
生

に
寄

与
す

る
と

同
時

に
、

そ
の

伐
採

さ
れ

た
竹

を
竹

炭
や

竹
酢

液
と

し
て

再
利

用
し

、
さ

ら
に

は
こ

れ
ら

を
農

業
や

医
療

分
野

で
の

応
用

へ
と

発
展

さ
せ

て
い

ま
す

。
竹

炭
は

、
環

境
浄

化
や

消
臭

剤
と

し
て

の
利

用
に

と
ど

ま
ら

ず
、

が
ん

治
療

に
お

け
る

ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
（

D
D

S）
と

し
て

の
応

用
も

研
究

中
で

す
。

ま
た

、
竹

酢
液

は
、

植
物

の
発

芽
や

成
⾧

を
促

進
ま

た
は

抑
制

す
る

特
性

を
持

つ
た

め
、

化
学

薬
品

に
頼

ら
な

い
自

然
農

薬
や

植
物

成
⾧

調
整

剤
と

し
て

の
開

発
が

進
ん

で
い

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
農

業
分

野
で

の
環

境
負

荷
の

軽
減

に
大

き
く

貢
献

で
き

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

私
た

ち
の

取
り

組
み

は
、

単
な

る
環

境
保

護
だ

け
で

な
く

、
地

域
経

済
の

活
性

化
や

新
た

な
産

業
の

創
出

に
も

繋
が

り
ま

す
。

放
置

竹
林

の
伐

採
作

業
を

通
じ

て
、

地
域

住
民

の
雇

用
創

出
や

竹
資

源
の

持
続

的
な

利
用

を
推

進
し

、
地

域
社

会
の

再
生

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
特

に
、

地
域

の
資

源
を

活
か

し
、

地
元

の
N

PO
や

大
学

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
竹

を
循

環
的

に
利

用
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
し

、
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

事
業

運
営

を
実

現
し

て
い

ま
す

。
 

こ
の

事
業

の
実

現
性

は
、

す
で

に
実

績
が

あ
る

現
地

で
の

竹
伐

採
と

竹
炭

・
竹

酢
液

の
生

成
、

お
よ

び
大

学
と

の
共

同
研

究
に

よ
る

学
術

的
な

裏
付

け
に

基
づ

い
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

竹
炭

や
竹

酢
液

の
応

用
は

、
農

業
・

医
療

分
野

で
の

需
要

の
拡

大
を

見
込

ん
で

お
り

、成
⾧

性
の

高
い

市
場

に
進

出
す

る
可

能
性

を
持

っ
て

い
ま

す
。竹

は
成

⾧
が

早
く

、持
続

可
能

な
資

源
で

あ
る

た
め

、
供

給
が

安
定

し
て

い
る

点
も

、
こ

の
事

業
の

強
み

で
す

。
 

将
来

の
展

望
と

し
て

、
私

は
こ

の
事

業
を

単
に

「
竹

の
製

品
化

」
や

「
環

境
問

題
の

解
決

」
に

と
ど

め
ず

、
環

境
保

護
と

先
端

技
術

の
融

合
と

い
う

テ
ー

マ
で

さ
ら

な
る

展
開

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
特

に
、

竹
炭

を
利

用
し

た
医

療
技

術
の

発
展

や
、

竹
酢

液
の

環
境

に
優

し
い

農
業

技
術

へ
の

応
用

は
、

次
世

代
の

社
会

に
と

っ
て

重
要

な
課

題
解

決
策

と
な

り
得

る
と

確
信

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
今

後
は

国
内

外
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
強

化
し

、
竹

の
価

値
を

国
際

的
に

広
め

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

 
事

業
家

と
し

て
の

抱
負

は
、

持
続

可
能

な
未

来
を

支
え

る
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

、
環

境
保

護
や

社
会

的
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

新
た

な
価

値
を

創
出

す
る

こ
と

で
す

。
持

続
可

能
な

資
源

で
あ

る
竹

を
活

用
し

、
地

域
と

連
携

し
な

が
ら

、
環

境
、

農
業

、
医

療
の

分
野

で
革

新
的

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
企

業
を

築
き

上
げ

て
い

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

地
球

と
人

々
の

健
康

に
貢

献
し

、
社

会
全

体
の

豊
か

さ
を

実
現

す
る

事
業

家
を

目
指

し
ま

す
。

 
  6.

 
売

上
・

利
益

計
画

 

 
第

 
 

1 
 

期
 

（
 

20
24

年
残

り
）

 
第

 
 

2 
 

期
 

（
 

 
20

25
 

年
）

 
第

 
 

3 
 

期
 

（
 

 
20

26
 

年
）

 
①

 
売

上
高

 
3,

05
0 

18
,0

00
 

30
,0

00
 

②
 

売
上

原
価

 
※

 
1,

68
0 

9,
60

0 
16

,0
00

 

25 

（
単

位
:

千
円

）
 

●
 

記
入

単
位

は
千

円
で

す
の

で
、

間
違

え
な

い
よ

う
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

●
 

売
上

高
と

事
業

ご
と

に
必

要
な

経
費

を
し

っ
か

り
予

測
し

、
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
【

上
記

※
の

解
説

】
 

売
上

原
価

…
そ

の
商

品
を

作
る

の
に

必
要

な
費

用
。

主
に

仕
入

れ
に

か
か

る
費

用
、

原
材

料
費

等
 

販
売

費
…

営
業

活
動

に
必

要
な

費
用

。
人

件
費

・
販

促
費

・
旅

費
交

通
費

・
雑

費
等

 
営

業
外

損
益

…
本

業
以

外
の

利
益

と
損

失
の

合
計

。
特

に
な

い
な

ら
0

で
計

上
 

    7.
 

資
金

計
画

 
（

単
位

:
千

円
）

 

  8.
 

別
 

紙
 

 
添

付
資

料
（

カ
タ

ロ
グ

・
写

真
・

記
事

）
等

 
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
U

R
L（

新
聞

な
ど

の
記

事
掲

載
あ

り
）

 
ht

tp
s:

//
in

fin
ite

-t
hi

nk
er

s.
co

m
 

              

③
 

粗
利

（
①

-②
）

 
1,

37
0 

8,
40

0 
14

,0
00

 
④

 
販

売
費

 
※

 
50

0 
3,

00
0 

5,
00

0 
⑤

 
営

業
利

益
（

③
-④

）
 

87
0 

5,
40

0 
9,

00
0 

⑥
 

営
業

外
損

益
 

※
 

-5
0 

-2
00

 
-3

00
 

⑦
 

経
常

利
益

（
⑤

-⑥
）

 
82

0 
5,

20
0 

8,
70

0 

必
要

資
金

 
金

 
額

 
調

達
方

法
 

金
額

 
1.

 初
期

設
備

投
資

費
用

 
 2.

 材
料

費
（

竹
の

調
達

な
ど

）
 

3.
 製

造
コ

ス
ト

 
4.

 運
送

費
 

5.
 マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

費
用

 
6.

 人
件

費
 

7.
 そ

の
他

運
転

資
金

 
合

計
 

5,
00

0 
 4,

50
0 

2,
50

0 
3,

00
0 

1,
50

0 
5,

00
0 

3,
50

0 
25

,0
00

 

自
己

資
金

（
賞

金
な

ど
）

 
銀

行
融

資
 

事
業

収
益

、
銀

行
融

資
 

事
業

収
益

、
銀

行
融

資
 

事
業

収
益

、
銀

行
融

資
 

自
己

資
金

（
賞

金
な

ど
）

 
事

業
収

益
、

銀
行

融
資

 
事

業
収

益
、

政
府

補
助

金
、

銀
行

融
資

 
総

調
達

金
額

 

2,
00

0 
3,

00
0 

4,
50

0 
2,

50
0 

3,
00

0 
1,

50
0 

5,
00

0 
3,

50
0 

25
,0

00
 



 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
回

 2
4

九
州

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
・

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

 事
業

計
画

書
 

 
学

 
校

 
名

 
崇

城
大

学
 

代
表

者
名

 
岩

村
 

み
の

り
 

共
同

提
案

者
名

 
菅

 
真

琴
、

松
野

 
栄

里
佳

 

事
 

業
  

名
 

光
合

成
細

菌
を

利
用

し
た

バ
イ

オ
プ

ラ
イ

ミ
ン

グ
資

材
の

販
売

 

キャ
ッチ

フレ
ーズ

 
光

合
成

細
菌

バ
イ

オ
プ

ラ
イ

ミ
ン

グ
で

肥
料

削
減

を
実

現
 

 1.
 

あ
な

た
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

概
要

を
簡

潔
に

(1
50

文
字

程
度

）
に

文
章

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
①

 誰
に

、
何

を
、

ど
の

よ
う

に
し

て
提

供
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
で

す
か

?
 

 
 

②
 あ

な
た

が
こ

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

果
た

す
役

割
（

社
会

的
意

義
）

は
何

で
す

か
?

 
 

 
③

 ど
う

や
っ

て
収

益
を

得
ま

す
か

?
 

 
等

の
要

素
を

盛
り

込
ん

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
 「

光
合

成
細

菌
」

と
「

バ
イ

オ
プ

ラ
イ

ミ
ン

グ
」

の
技

術
を

用
い

て
作

物
の

根
の

発
達

を
促

進
し

、
収

穫
量

増
大

と
肥

料
吸

収
利

用
効

率
を

上
げ

て
肥

料
削

減
を

行
う

。
現

在
問

題
と

な
っ

て
い

る
肥

料
価

格
の

高
騰

と
、

将
来

的
な

有
機

農
業

拡
大

の
課

題
解

決
に

貢
献

す
る

技
術

で
あ

る
。

提
供

す
る

商
品

は
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

資
材

で
、

農
家

、
JA

、
栽

培
企

業
へ

の
販

売
を

想
定

す
る

。
 

  
2.

 
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
具

体
的

内
容

 
令

和
3

年
以

降
、

肥
料

価
格

が
最

大
約

70
%

高
騰

し
て

農
業

者
を

経
済

的
に

圧
迫

し
て

い
る

。
ま

た
国

は
「

化
学

肥
料

の
削

減
と

有
機

農
業

拡
大

」
の

施
作

を
進

め
て

お
り

、
20

50
年

ま
で

に
全

耕
地

の
25

%
を

有
機

農
業

に
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
短

期
的

お
よ

び
⾧

期
的

な
課

題
か

ら
、

化
学

肥
料

を
削

減
で

き
る

農
業

技
術

の
必

要
性

が
高

ま
っ

て
い

る
。

こ
の

課
題

に
着

目
し

、
微

生
物

を
利

用
し

肥
料

の
吸

収
利

用
効

率
を

高
め

、
肥

料
削

減
を

行
う

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
を

提
案

す
る

。「
光

合
成

細
菌

」
と

「
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

」
の

二
つ

の
技

術
シ

ー
ズ

（「
８

．
別

紙
」

の
「

資
料

１
:

技
術

シ
ー

ズ
の

説
明

」
を

参
照

）
を

用
い

、
光

合
成

細
菌

を
希

釈
し

た
菌

液
で

バ
イ

オ
プ

ラ
イ

ミ
ン

グ
を

行
う

。
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

と
は

、
植

物
の

種
子

や
苗

を
植

え
付

け
前

に
微

生
物

で
処

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
植

え
付

け
後

の
成

⾧
促

進
や

ス
ト

レ
ス

耐
性

向
上

を
行

う
技

術
で

あ
る

。
光

合
成

細
菌

は
「

赤
菌

」
と

呼
ば

れ
、

様
々

な
農

作
物

の
成

⾧
促

進
効

果
や

作
物

の
根

の
発

達
を

よ
く

し
、

肥
料

の
吸

収
効

率
を

向
上

さ
せ

る
特

徴
を

持
つ

。
技

術
の

実
証

実
験

は
、

メ
ン

バ
ー

が
所

属
す

る
崇

城
大

学
生

物
生

命
学

部
の

研
究

室
で

イ
ネ

、
サ

ツ
マ

イ
モ

で
行

っ
て

い
る

（「
８

．
別

紙
」

の
「

資
料

２
:

バ
イ

オ
プ

ラ
イ

ミ
ン

グ
の

効
果

」
を

参
照

）。
イ

ネ
は

粗
玄

米
の

収
穫

量
が

対
照

区
に

比
べ

約
20

％
増

加
し

、
サ

ツ
マ

イ
モ

で
も

、
苗

植
え

付
け

後
の

根
の

発
達

が
対

照
区

に
比

べ
有

意
に

高
ま

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

提
供

す
る

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
は

、
こ

の
光

合
成

細
菌

を
使

用
し

た
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

資
材

で
あ

り
、

将
来

的
に

は
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ム

ド
苗

販
売

、
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

受
託

サ
ー

ビ
ス

、
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

な
ど

も
考

え
て

い
る

。
農

家
、

JA
、

栽
培

企
業

を
顧

客
と

し
、

現
場

実
証

試
験

を
行

っ
て

い
る

農
業

者
を

対
象

と
し

て
販

売
を

開
始

す
る

。
 

  
3.

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
類

似
ビ

ジ
ネ

ス
と

の
相

違
点

、
事

業
上

の
リ

ス
ク

等
 

化
学

肥
料

低
減

を
目

指
す

類
似

技
術

と
し

て
は

、
土

壌
・

生
育

診
断

の
精

密
化

、
耕

畜
連

携
、

ス
マ

ー
ト

施
肥

技
術

な
ど

多
く

の
取

り
組

み
が

な
さ

れ
て

い
る

が
、

微
生

物
を

利
用

し
た

も
の

は
少

な
い

。
 

光
合

成
細

菌
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

は
播

種
・

定
植

前
の

前
処

理
技

術
で

あ
り

、
圃

場
で

微
生

物
資

材
を

利
用

す
る

方
法

に
比

べ
て

、
簡

便
か

つ
低

コ
ス

ト
で

行
え

る
。

ま
た

光
合

成
細

菌
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

は
従

来
の

微
生

物
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

技
術

と
比

較
し

て
、

1/
10

0
か

ら
1/

10
00

の
菌

濃
度

で
効

果
が

あ
り

、
生

き
た

菌
だ

け
で

な
く

死
ん

だ
菌

（
死

菌
）

で
も

効
果

が
あ

る
こ

と
が

特
徴

で
あ

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

製
造

原
価

が
低

く
、

顧
客

に
も

従
来

の
農

業
用

微
生

物
資

材
に

比
べ

て
よ

り
安

価
に

提
供

で
き

る
。

 
販

売
は

、
初

め
に

効
果

の
エ

ビ
デ

ン
ス

が
十

分
に

あ
り

、
か

つ
市

場
も

大
き

い
稲

作
に

特
化

し
て

行
い

、
地

元
の

熊
本

か
ら

販
売

を
開

始
し

て
、

九
州

か
ら

全
国

へ
と

展
開

す
る

。
価

格
は

10
0ｍ

L
あ

た
り

80
0

円
で

販
売

す
る

。
稲

作
の

次
に

は

26 

サ
ツ

マ
イ

モ
に

も
展

開
し

、
効

果
の

エ
ビ

デ
ン

ス
を

蓄
積

し
な

が
ら

さ
ま

ざ
ま

な
作

物
に

広
げ

て
い

く
計

画
で

あ
る

。
 

ま
た

死
菌

で
も

効
果

が
あ

る
こ

と
か

ら
海

外
持

出
し

に
関

す
る

障
壁

も
低

く
、

海
外

展
開

も
で

き
る

だ
け

早
く

検
討

す
る

。 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4.
 

こ
の

事
業

に
関

す
る

あ
な

た
の

経
験

、
技

能
、

資
格

、
特

許
、

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

 
こ

の
事

業
は

、
崇

城
大

学
生

物
生

命
学

部
の

宮
坂

均
教

授
の

研
究

成
果

を
活

用
し

て
ビ

ジ
ネ

ス
化

を
行

う
も

の
で

あ
る

。
私

は
、

昨
年

ま
で

熊
本

農
業

高
校

に
在

学
し

て
お

り
、

高
校

の
独

自
ブ

ラ
ン

ド
豚

肉
「

シ
ン

デ
レ

ラ
ネ

オ
ポ

ー
ク

」
の

開
発

や
養

豚
業

の
ゼ

ロ
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
構

築
に

携
わ

り
、

こ
れ

ま
で

農
業

の
課

題
と

向
き

合
い

、
食

品
廃

棄
物

を
削

減
す

る
取

り
組

み
を

行
っ

て
き

た
。

そ
の

取
り

組
み

が
評

価
さ

れ
農

林
水

産
大

臣
賞

、
文

部
科

学
大

臣
賞

、
環

境
大

臣
賞

、
内

閣
総

理
大

臣
賞

な
ど

多
く

の
賞

を
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

私
は

、
宮

坂
教

授
と

熊
本

農
業

高
校

在
学

時
か

ら
、

養
豚

現
場

か
ら

出
る

廃
棄

プ
ラ

セ
ン

タ
の

有
効

活
用

の
検

討
で

連
携

し
て

お
り

、
今

年
崇

城
大

学
に

入
学

し
て

崇
城

大
学

起
業

部
に

入
部

し
、

宮
坂

教
授

に
引

き
続

き
相

談
し

て
い

る
中

で
、

今
回

の
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

を
考

え
た

。
メ

ン
バ

ー
の

４
年

生
の

菅
真

琴
さ

ん
と

松
野

栄
里

佳
さ

ん
は

、
実

際
に

今
回

の
提

案
の

技
術

的
ベ

ー
ス

と
な

る
「

光
合

成
細

菌
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

」
を

卒
業

研
究

テ
ー

マ
と

し
て

研
究

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
技

術
的

ノ
ウ

ハ
ウ

を
持

っ
て

い
る

。
 

本
ビ

ジ
ネ

ス
を

裏
付

け
る

特
許

は
、「

特
許

第
73

49
08

6
号

、
発

明
の

名
称

: 
植

物
の

成
⾧

促
進

方
法

、
出

願
人

: 
学

校
法

人
君

が
淵

学
園

・
崇

城
大

学
、

株
式

会
社

松
本

微
生

物
研

究
所

、
株

式
会

社
Ci

am
o 

」
で

あ
り

、
本

事
業

の
ビ

ジ
ネ

ス
化

は
基

本
的

に
崇

城
大

学
の

グ
ル

ー
プ

会
社

の
SO

JO
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

ラ
ボ

株
式

会
社

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
oj

o-
v.

co
m

/s
up

po
rt

-f
or

-s
ta

rt
up

）
の

出
資

・
支

援
を

受
け

、
当

該
特

許
に

つ
い

て
は

崇
城

大
学

と
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

を
結

ん
で

実
施

す
る

計
画

で
あ

る
。

 
  5.

 
事

業
の

社
会

貢
献

度
（

社
会

課
題

解
決

）、
実

現
性

や
将

来
の

事
業

家
と

し
て

の
抱

負
 

今
回

発
案

し
た

光
合

成
細

菌
バ

イ
オ

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

技
術

は
今

後
、肥

料
価

格
高

騰
で

悩
ま

さ
れ

て
い

る
農

家
さ

ん
の

手
助

け
と

な
り

、
多

く
の

肥
料

を
削

減
で

き
る

と
考

え
る

。
ま

た
、

肥
料

利
用

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

で
国

が
掲

げ
る

「
有

機
農

業
の

拡
大

」
と

い
う

目
標

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

私
は

農
業

高
校

出
身

で
、

こ
れ

ま
で

に
多

く
の

農
家

さ
ん

の
悩

み
や

農
業

の
課

題
を

身
近

に
感

じ
て

お
り

、
こ

の
よ

う
な

課
題

解
決

に
貢

献
し

た
い

と
強

く
思

う
。

肥
料

価
格

高
騰

に
悩

ま
さ

れ
る

農
家

さ
ん

や
病

害
で

多
く

の
作

物
が

廃
棄

と
な

り
悩

ま
さ

れ
て

い
る

方
、農

業
を

始
め

た
い

気
持

ち
は

あ
る

が
お

金
の

面
が

心
配

で
農

業
を

始
め

る
の

に
た

め
ら

う
方

な
ど

、
た

く
さ

ん
の

悩
み

や
課

題
が

あ
る

。
こ

の
新

し
い

農
業

技
術

を
さ

ら
に

普
及

さ
せ

、
農

業
に

お
け

る
課

題
を

少
し

で
も

解
決

し
農

業
社

会
に

貢
献

し
た

い
。

 
  6.

 
売

上
・

利
益

計
画

 
（

単
位

:
千

円
）

 

 
 7.

 
資

金
計

画
 

 
第

 
 

1 
期

 
（

 
 

 
20

25
 

 
年

）
 

第
 

 
2 

期
 

（
 

 
 

20
26

 
 

年
）

 
第

 
 

3 
期

 
（

 
 

 
20

27
 

 
年

）
 

①
 

売
上

高
 

5,
00

0 
10

,0
00

 
30

,0
00

 
②

 
売

上
原

価
 

※
 

25
0 

50
0 

1,
50

0
千

 
③

 
粗

利
（

①
-②

）
 

4,
75

0 
9,

50
0 

28
,5

00
 

④
 

販
売

費
 

※
 

8,
00

0 
9,

00
0 

18
,0

00
 

⑤
 

営
業

利
益

（
③

-④
）

 
▲

3,
25

0 
50

0 
10

,5
00

 
⑥

 
営

業
外

損
益

 
※

 
0 

0 
0 

⑦
 

経
常

利
益

（
⑤

-⑥
）

 
▲

3,
25

0 
50

0 
10

,5
00

 

必
要

資
金

 
金

 
額

 
調

達
方

法
 

金
額

 
人

件
費

 
営

業
の

交
通

費
宿

泊
費

 
10

,0
00

 
SO

JO
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

ラ
ボ

株
式

会
社

 
10

,0
00

 



（
単

位
:

千
円

）
 

8.
 

別
 

紙
 

 
添

付
資

料
（

カ
タ

ロ
グ

・
写

真
・

記
事

）
等

 
                         

家
賃

 
   

      

バ
イ
オ
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
B
io
pr
im
in
g）
と
は

種
子

種
子
を
微
生
物
や
植
物
ホ
ル
モ

ン
溶
液
に
浸
漬
し
て
か
ら
播
種

発
芽
後

・成
長
促
進

・病
害
耐
性
向
上

バ
イ
オ
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
利
点

圃
場
で
作
物
に
微
生
物
を
散
布
す
る
方
法

に
比
べ
て
、

・簡
便
か
つ
低
コ
ス
ト

・圃
場
散
布
し
た
微
生
物
が
、
雑
草

の
成
長
を
促
進
す
る
問
題
が
な
い
。

農
家
の
庭
先
で
の
光
合
成
細
菌
の
培
養

（熊
本
県
八
代
市
）

技
術
シ
ー
ズ

光
合
成
細
菌
と
は

l
色
が
赤
く
、
農
家
か
ら
は
赤
菌
（
あ
か
き
ん
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す

l
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
の
成
長
促
進
効
果
が
あ
り
ま
す

l
窒
素
固
定
を
行
い
ま
す

l
作
物
の
根
の
発
達
を
良
く
し
、
肥
料
の
吸
収
効
率
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

l
光
合
成
細
菌
利
用
に
よ
り
肥
料
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

技
術
シ
ー
ズ

資
料
１
：
技
術
シ
ー
ズ
の
説
明
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第
24

回
九

州
・

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

・
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
 事

業
計

画
書

 
 

学
 

校
 

名
 

国
立

大
学

法
人

 
大

分
大

学
 

代
表

者
名

 
藤

原
 

泰
樹

 

共
同

提
案

者
名 

事
 

業
  

名
 

 
Q

U
ES

T 

キャ
ッチ

フレ
ーズ

 
 

~
あ

な
た

の
冒

険
が

、
地

域
を

変
え

る
~

  

 1.
 

あ
な

た
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

概
要

を
簡

潔
に

(1
50

文
字

程
度

）
に

文
章

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
①

 誰
に

、
何

を
、

ど
の

よ
う

に
し

て
提

供
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
で

す
か

?
 

 
 

②
 あ

な
た

が
こ

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

果
た

す
役

割
（

社
会

的
意

義
）

は
何

で
す

か
?

 
 

 
③

 ど
う

や
っ

て
収

益
を

得
ま

す
か

?
 

 
等

の
要

素
を

盛
り

込
ん

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
 

「
Q

UE
ST

」
は

、
既

存
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

サ
ー

ビ
ス

に
加

え
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

（
冒

険
者

）
に

対
し

て
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
ク

エ
ス

ト
）

を
通

じ
て

有
意

義
な

時
間

を
提

供
し

、
同

時
に

地
域

や
社

会
へ

の
貢

献
を

果
た

す
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

具
体

的
に

は
、

人
手

不
足

に
悩

む
地

域
事

業
者

（
自

治
体

、
農

家
、

旅
館

な
ど

）
の

日
々

の
業

務
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
ゲ

ー
ム

要
素

を
取

り
入

れ
、

魅
力

的
な

体
験

（
ク

エ
ス

ト
）

へ
と

昇
華

さ
せ

ま
す

。
ク

エ
ス

ト
を

通
じ

て
、

参
加

者
は

楽
し

み
な

が
ら

地
域

貢
献

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
同

時
に

地
域

の
課

題
解

決
に

貢
献

し
ま

す
。

 
 

収
益

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

使
用

料
金

と
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

料
金

か
ら

得
ま

す
。

 
 

将
来

的
に

は
、「

Q
U

ES
T」

１
つ

で
「

ヒ
ト

・
モ

ノ
・

カ
ネ

」
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
、

守
り

た
い

も
の

が
あ

る
人

、
夢

を
叶

え
た

い
人

の
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

機
能

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

 
 2.

 
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
具

体
的

内
容

 

 
「

Q
UE

ST
」

は
、

地
域

事
業

者
や

個
人

に
特

別
な

体
験

を
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

者
は

、
農

作
物

の
収

穫
や

観
光

地
で

の
接

客
体

験
、

地
元

の
お

祭
り

へ
の

参
加

等
の

「
ク

エ
ス

ト
」

を
通

じ
て

、
地

域
貢

献
を

楽
し

み
な

が
ら

実
現

で
き

ま
す

。
 

 
従

来
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
で

は
、

支
援

へ
の

道
筋

が
分

か
り

に
く

く
、

多
く

の
参

加
機

会
を

逃
し

て
い

ま
し

た
。

こ
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
、

Q
U

ES
T

で
は

３
つ

の
重

要
な

機
能

を
実

装
し

ま
す

。
１

つ
目

は
N

EW
S

タ
ブ

の
実

装
で

あ
り

、
地

域
の

ニ
ュ

ー
ス

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
起

案
・

実
行

者
の

生
の

声
を

直
接

届
け

ま
す

。
2

つ
目

は
SN

S
と

の
連

携
強

化
で

す
。

SN
S

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
で

支
援

の
輪

を
自

然
に

広
げ

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
す

。
3

つ
目

は
検

索
機

能
へ

の
工

夫
で

す
。

プ

体
験
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

( ク
エ
ス
ト

)

①
掲
載

(使
用

)依
頼

②
 検
索
・
参
加
申
込

想
定
さ
れ
る
ク
エ
ス
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
起
案
・
実
行
者

( ク
エ
ス
ト
マ
ス
タ
ー

)

サ
ー
ビ
ス
管
理
・
運
営
者

(プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
者

（
冒
険
者
）

⑥
 成
果
報
酬

③
 選
定
・
承
認

④
 参
加

⑤
 完
了
通
知
・
評
価

ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

・
自
治
体
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

・
地
域
の
お
祭
り
へ
の
参
加

Q
U

E
S

T

（
※
使
用
料
金
の
支
払
い
）

⑥
 評
価

・
観
光
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
）
や
宿
泊
業

等

・
一
次
産
業
（
農
業
、
漁
業
等
）

・
Q

U
ES

T
と
冒
険
者
の
関
係
：
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
契
約

・
特
別
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
、
ク
リ
ア
す
る
と
成
果
報
酬

ク
エ
ス
ト
の
企
画
・
管
理

・
広
報
等
を
支
援
す
る

・
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

( 漫
画
や
ア
ニ
メ

) を
結
び
、
ク
エ
ス
ト
強
化

※
使
用
料
金
の
支
払
い
：
ク
エ
ス
ト
関
連
料
金
（
固
定
額
）
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ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

け
で

な
く

「
ク

エ
ス

ト
マ

ス
タ

ー
」

も
検

索
可

能
と

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

起
案

・
実

行
者

と
支

援
者

の
継

続
的

な
つ

な
が

り
を

促
進

し
ま

す
。

 
 

サ
ー

ビ
ス

の
核

と
な

る
ク

エ
ス

ト
は

、
地

域
特

性
の

分
析

か
ら

始
ま

り
、

ゲ
ー

ム
要

素
の

選
択

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
作

成
、

難
易

度
と

報
酬

の
設

計
と

い
う

流
れ

で
生

み
出

さ
れ

ま
す

。こ
れ

に
よ

り
、地

域
の

特
色

を
活

か
し

た
魅

力
的

な
体

験
を

提
供

し
ま

す
。 

 
こ

の
よ

う
な

仕
組

み
に

よ
り

、
地

域
の

人
手

不
足

や
経

営
困

難
と

い
っ

た
課

題
解

決
を

目
指

し
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

を
中

心
と

し
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
の

掲
載

か
ら

企
画

・
管

理
、

地
域

事
業

者
と

の
提

携
ま

で
一

体
的

に
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
 

 
収

益
は

、プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

使
用

料
金（

応
援

手
数

料
、ク

エ
ス

ト
関

連
料

金
を

含
む

）と
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

料
金（

一
部

機
能

の
有

料
会

員
限

定
）

か
ら

得
ま

す
。

ゲ
ー

ム
感

覚
で

楽
し

め
る

仕
組

み
を

通
じ

て
、

国
内

外
の

観
光

客
を

中
心

と
し

た
地

域
経

済
の

活
性

化
と

社
会

貢
献

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

 
 3.

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
類

似
ビ

ジ
ネ

ス
と

の
相

違
点

、
事

業
上

の
リ

ス
ク

等
 

【
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

】
 

・
基

本
戦

略
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

向
け

:
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
地

域
貢

献
を

融
合

さ
せ

た
ユ

ニ
ー

ク
な

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
、

3
つ

の
重

要
な

機
能

を
実

装
し

ま
す

。
1

つ
目

は
N

EW
S

タ
ブ

の
設

置
で

、
地

域
の

ニ
ュ

ー
ス

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
生

の
声

を
直

接
届

け
ま

す
。

2
つ

目
は

SN
S

と
の

連
携

強
化

で
、

支
援

の
輪

を
自

然
に

広
げ

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
す

。
3

つ
目

は
革

新
的

な
検

索
機

能
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

け
で

な
く

「
ク

エ
ス

ト
マ

ス
タ

ー
」

も
検

索
可

能
と

し
、

継
続

的
な

つ
な

が
り

を
促

進
し

ま
す

。
 

 
こ

れ
ら

の
機

能
に

加
え

、
他

社
と

比
較

し
て

馴
染

み
や

す
い

「
RP

G」
要

素
を

取
り

入
れ

た
U

I・
UX

の
実

現
に

取
り

組
み

ま
す

。
タ

ー
ゲ

ッ
ト

は
、

応
援

・
支

援
し

た
い

個
人

や
企

業
は

も
ち

ろ
ん

、
特

別
な

体
験

（
ク

エ
ス

ト
）

を
求

め
る

個
人

（
観

光
客

等
）、

社
員

研
修

や
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

の
一

環
と

し
て

ク
エ

ス
ト

を
活

用
し

た
い

企
業

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
起

案
・

実
行

者
向

け
:

既
存

の
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

同
様

、
地

域
事

業
者

や
個

人
の

課
題

解
決

に
貢

献
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
ま

す
。

 
 

他
社

に
優

る
機

能
と

し
て

、
ク

エ
ス

ト
の

企
画

・
管

理
や

、
そ

れ
に

付
随

し
た

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

PR
支

援
な

ど
管

理
運

営
の

サ
ポ

ー
ト

も
提

供
で

き
る

点
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
 

 ・
価

格
戦

略
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

向
け

:
基

本
的

な
操

作
は

無
料

と
し

、
特

別
な

ク
エ

ス
ト

や
特

典
を

提
供

す
る

場
合

に
限

り
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

を
一

部
導

入
し

ま
す

。
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

料
金

は
、

月
額

50
0

円
～

1,
00

0
円

の
範

囲
で

、
特

典
（

特
別

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

ク
エ

ス
ト

の
紹

介
等

）
や

付
加

価
値

（
上

位
ス

テ
ー

タ
ス

か
ら

ス
タ

ー
ト

や
ポ

イ
ン

ト
制

等
）

を
実

感
で

き
る

価
格

設
定

を
行

い
ま

す
。

 
 

既
存

の
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

に
は

な
い

、
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

ユ
ー

ザ
ー

に
特

別
感

や
「

意
味

の
創

造
」（

例
:

承
認

欲
求

）
を

提
供

し
ま

す
。

併
せ

て
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
導

入
に

よ
り

、
安

定
し

た
収

益
を

見
込

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
起

案
・

実
行

者
向

け
:

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

掲
載

並
び

に
初

期
(登

録
)費

用
は

無
料

で
す

。
又

、
成

功
報

酬
型

の
料

金
体

系
を

導
入

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
成

功
す

る
ま

で
支

援
を

行
い

、
成

功
時

に
手

数
料

（
設

定
額

の
２

０
％

を
想

定
）

を
徴

収
し

ま
す

。（
例

:
購

入
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
 

※
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(ク
エ

ス
ト

)は
、

ク
エ

ス
ト

関
連

料
金

の
２

割
を

「
Q

UE
ST

」
の

収
益

と
し

て
、

残
額

は
ク

エ
ス

ト
完

了
に

向
け

た
費

用
と

し
て

使
用

す
る

。
 

 ・
販

売
戦

略
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

向
け

:
サ

ー
ビ

ス
の

核
と

な
る

ク
エ

ス
ト

は
、

地
域

特
性

や
業

務
内

容
の

分
析

か
ら

始
ま

り
、

最
適

な
ゲ

ー
ム

要
素

の
選

択
、

魅
力

的
な

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

作
成

、
難

易
度

設
定

と
報

酬
設

計
と

い
う

体
系

的
な

プ
ロ

セ
ス

で
生

み
出

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

各
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
独

自
の

体
験

を
提

供
し

ま
す

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
起

案
・

実
行

者
向

け
:

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
掲

載
・

管
理

や
ク

エ
ス

ト
の

企
画

・
管

理
を

支
援

し
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
支

援
も

含
め

た
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
提

供
し

ま
す

。
 

 
地

域
密

着
型

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

企
業

研
修

向
け

の
サ

ー
ビ

ス
な

ど
、

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
、

起
案

・
実

行
者

の
継

続
的

な
参

加
を

確
保

し
ま

す
。

 
 



・
販

促
戦

略
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

向
け

:
SN

S
や

オ
ン

ラ
イ

ン
広

告
を

活
用

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
並

び
に

ク
エ

ス
ト

の
成

功
を

共
有

し
、

新
し

い
参

加
者

を
引

き
込

む
仕

組
み

を
取

り
入

れ
ま

す
。

支
援

者
が

、
SN

S
等

で
評

価
を

広
め

ら
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
を

強
化

し
ま

す
。

 
 

ま
た

、
販

促
サ

ポ
ー

ト
と

し
て

、
ロ

グ
イ

ン
ボ

ー
ナ

ス
や

ク
エ

ス
ト

完
了

時
に

成
果

報
酬

を
支

払
い

、
参

加
者

が
継

続
的

に
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

提
供

し
ま

す
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

起
案

・
実

行
者

向
け

:
地

域
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た
い

企
業

や
個

人
へ

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
強

化
し

、
地

域
企

業
や

団
体

・
個

人
が

「
Q

UE
ST

」
に

参
加

す
る

き
っ

か
け

を
作

り
ま

す
。

 
 

ま
た

、
成

功
事

例
を

積
極

的
に

共
有

す
る

こ
と

で
、

信
頼

を
築

き
、

さ
ら

な
る

参
加

を
促

進
し

ま
す

。
 

 【
類

似
ビ

ジ
ネ

ス
と

の
相

違
点

】
 

①
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

:「
マ

ク
ア

ケ
（

M
ak

ua
ke

）」
と

の
比

較
 

・
類

似
点

 
 

両
者

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

起
案

・
実

行
者

が
支

援
者

か
ら

資
金

を
調

達
す

る
た

め
の

場
を

提
供

し
て

い
る

点
で

共
通

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
支

援
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

応
援

す
る

仕
組

み
も

似
て

お
り

、「
Q

U
ES

T」
で

は
、

寄
付

・
購

入
型

等
既

存
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
で

掲
載

さ
れ

て
い

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

加
え

て
、

体
験

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

 
 

「
マ

ク
ア

ケ
」

で
は

、
新

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

応
援

購
入

が
行

わ
れ

ま
す

。
更

に
、

ど
ち

ら
も

新
し

い
価

値
や

体
験

を
支

援
者

に
提

供
す

る
と

い
う

点
で

、
支

援
の

過
程

に
お

い
て

参
加

者
に

新
た

な
満

足
感

を
与

え
て

い
ま

す
。

 
・

相
違

点
 

 
「

Q
UE

ST
」

は
、

N
EW

S
タ

ブ
に

よ
る

情
報

発
信

、
SN

S
連

携
、

革
新

的
な

検
索

機
能

と
い

う
3

つ
の

重
要

機
能

を
備

え
、

支
援

者
と

地
域

を
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

つ
な

ぎ
ま

す
。

ま
た

、
地

域
貢

献
型

の
参

加
体

験
を

取
り

入
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

ク
エ

ス
ト

）
を

通
じ

て
、

支
援

者
が

実
際

に
地

域
に

貢
献

す
る

体
験

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

重
点

を
置

い
て

い
ま

す
。

 
 

一
方

、「
マ

ク
ア

ケ
」

は
主

に
新

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

先
行

販
売

を
通

じ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

に
焦

点
を

当
て

て
お

り
、

地
域

課
題

の
解

決
や

直
接

的
な

地
域

貢
献

の
機

会
は

限
定

的
で

す
。

 
 ②

地
域

活
性

化
を

目
指

す
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
:「

お
て

つ
た

び
」

と
の

比
較

 
・

類
似

点
 

 
両

者
は

、
地

域
の

人
手

不
足

や
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

参
加

者
が

地
域

で
の

活
動

に
参

加
す

る
仕

組
み

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

単
な

る
観

光
と

は
異

な
り

、
参

加
者

が
地

域
に

貢
献

し
な

が
ら

深
い

関
わ

り
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

点
で

共
通

し
て

お
り

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

強
化

す
る

「
関

係
人

口
」

の
創

出
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

 
・

相
違

点
 

 
「

Q
UE

ST
」

は
、

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
参

加
者

が
「

冒
険

者
」

と
し

て
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
ク

エ
ス

ト
）

に
参

加
し

、楽
し

み
な

が
ら

報
酬

や
特

典
を

得
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。ク

エ
ス

ト
に

は
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

や
農

作
業

な
ど

が
含

ま
れ

、
参

加
型

の
楽

し
さ

を
強

調
し

て
い

ま
す

。
 

 
一

方
、「

お
て

つ
た

び
」

は
、

地
域

の
事

業
者

が
短

期
的

・
季

節
的

に
人

手
を

必
要

と
し

て
い

る
際

に
、

参
加

者
が

そ
の

仕
事

を
手

伝
い

、
報

酬
を

受
け

取
る

形
で

貢
献

し
ま

す
。

労
働

と
旅

を
組

み
合

わ
せ

た
実

務
的

な
体

験
が

中
心

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 【

事
業

上
の

リ
ス

ク
等

】
 

・
外

的
リ

ス
ク

:
競

合
他

社
が

類
似

サ
ー

ビ
ス

を
展

開
し

た
場

合
、

ユ
ー

ザ
ー

の
獲

得
が

難
し

く
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
既

存
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
や

観
光

関
連

サ
ー

ビ
ス

と
の

競
争

が
激

化
す

る
た

め
、

差
別

化
が

重
要

で
す

。
 

 
ま

た
、

外
部

か
ら

の
資

金
調

達
が

難
航

す
る

こ
と

や
、

予
想

以
上

の
運

営
費

が
か

か
る

と
、

事
業

継
続

に
影

響
が

出
る

リ
ス

ク
も

あ
り

ま
す

。
 

・
内

的
リ

ス
ク

:
技

術
的

な
問

題
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

な
る

ア
プ

リ
の

開
発

が
遅

れ
る

、
不

具
合

が
生

じ
る

場
合

、
サ

ー
ビ

ス
開

始
の

遅
延

や
ユ

ー
ザ

ー
満

足
度

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

た
め

、
支

援
者

や
起

案
・

実
行

者
を

迅
速

に
集

め
る

こ
と

が
難

し
く

、
特

に
初

期
段

階
で

の
知

名
度

向
上

と
効

果
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

が
課

題
と

な
り

ま
す

。
 

・
市

場
リ

ス
ク

:
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
ク

エ
ス

ト
）

に
よ

る
地

域
貢

献
に

関
心

を
持

つ
層

が
限

ら
れ

て
い

る
場

合
、

市
場

の
需

要
が

不
安

定
と

な
り

、
ユ

ー
ザ

ー
の

集
ま

り
が

鈍
化

す
る

リ
ス

ク
が

あ
り

ま
す

。
 

・
短

期
的

・
⾧

期
的

な
経

営
リ

ス
ク

:
初

期
投

資
（

ア
プ

リ
開

発
等

）
が

大
き

い
た

め
、

早
期

に
収

益
を

上
げ

ら
れ

な
い

場
合

は
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

が
厳

し
く

な
り

、
運

営
資

金
の

確
保

が
難

し
く

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
更

に
、

⾧
期

的
に

収
益

モ
デ

ル

29 

が
安

定
し

な
い

場
合

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ク
エ

ス
ト

の
供

給
や

ユ
ー

ザ
ー

の
成

⾧
が

鈍
化

し
、

事
業

の
持

続
が

危
ぶ

ま
れ

る
リ

ス
ク

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

加
え

て
、

法
的

規
制

や
地

域
の

反
発

が
生

じ
た

場
合

、
運

営
が

困
難

に
な

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4.
 

こ
の

事
業

に
関

す
る

あ
な

た
の

経
験

、
技

能
、

資
格

、
特

許
、

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

 
（

注
1）

特
許

出
願

前
の

も
の

は
、

応
募

に
よ

り
特

許
取

得
で

き
な

く
な

り
ま

す
の

で
ご

注
意

し
く

だ
さ

い
。

 
（

注
２

）
特

許
申

請
を

し
た

だ
け

で
は

、
許

可
さ

れ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
し

、
特

許
が

あ
っ

て
も

『
採

算
性

』
が

あ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

 
 

経
験

:
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

を
考

え
る

に
至

っ
た

背
景

に
は

、
誰

し
も

が
平

等
に

チ
ャ

ン
ス

を
与

え
ら

れ
る

社
会

を
実

現
し

た
い

と
い

う
思

い
と

、
生

ま
れ

育
っ

た
五

島
列

島
（

久
賀

島
）

へ
貢

献
し

た
い

と
い

う
思

い
が

あ
り

ま
し

た
。

久
賀

島
は

人
口

約
30

0
人

と
い

う
小

さ
な

島
で

、
特

に
高

齢
化

や
若

者
の

流
出

が
進

み
、

地
域

社
会

の
存

続
に

深
刻

な
課

題
を

抱
え

て
い

ま
す

。
 

 
こ

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

具
体

的
な

手
段

と
し

て
「

Q
U

ES
T」

と
い

う
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

を
通

じ
て

、
地

域
の

課
題

を
内

・
外

部
か

ら
の

支
援

者
が

、
特

別
な

体
験

を
通

し
て

解
決

し
、

地
域

社
会

の
活

性
化

を
目

指
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 
 

技
能

・
ノ

ウ
ハ

ウ
:

エ
ン

ジ
ニ

ア
と

し
て

、
W

eb
ア

プ
リ

や
モ

バ
イ

ル
ア

プ
リ

の
開

発
に

携
わ

っ
た

経
験

が
あ

り
ま

す
。

特
に

Ja
va

Sc
rip

t（
Ty

pe
Sc

rip
t）

、
Re

ac
t N

at
iv

e(
Re

ac
t、

N
ex

t.j
s)

、
等

の
技

術
を

活
用

し
た

ウ
ェ

ブ
や

モ
バ

イ
ル

ア
プ

リ
を

開
発

し
た

経
験

が
あ

り
、「

Q
UE

ST
」

の
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
設

計
・

開
発

に
あ

た
り

少
な

か
ら

ず
、

技
術

的
な

知
識

が
あ

り
ま

す
。

 
 

こ
れ

ま
で

の
知

識
を

活
か

し
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
、

ユ
ー

ザ
ー

が
簡

単
に

ア
ク

セ
ス

で
き

、
ア

プ
リ

全
体

の
イ

メ
ー

ジ
を

RP
G

風
の

デ
ザ

イ
ン

に
仕

上
げ

、
楽

し
み

な
が

ら
社

会
貢

献
を

果
た

せ
る

と
い

う
新

し
い

ユ
ー

ザ
ー

体
験

を
提

供
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 
 

新
技

術
:「

Q
UE

ST
」

で
は

、
既

存
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
と

は
異

な
り

、
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
ク

エ
ス

ト
）

を
提

供
し

ま
す

。
支

援
者

が
「

ク
エ

ス
ト

」
を

通
じ

て
地

域
課

題
を

解
決

す
る

と
い

う
新

し
い

概
念

は
、

体
験

を
重

視
し

、
よ

り
深

い
満

足
感

を
提

供
し

ま
す

。
 

 
技

術
的

に
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ク
エ

ス
ト

の
レ

コ
メ

ン
ド

機
能

（
例

:
AI

機
能

）
を

導
入

し
、

ユ
ー

ザ
ー

に
最

適
な

体
験

を
リ

コ
メ

ン
ド

す
る

仕
組

み
を

開
発

す
る

予
定

で
す

。
 

 
ま

た
、将

来
的

に
は

、ブ
ロ

ッ
ク

チ
ェ

ー
ン

技
術

を
用

い
た

報
酬

シ
ス

テ
ム

も
検

討
し

て
お

り
、N

FT
（

例
:

NF
T

ア
ー

ト
等

）
を

利
用

し
た

報
酬

の
提

供
や

取
引

を
検

討
し

て
い

ま
す

。（
※

０
～

２
次

流
通

に
精

通
し

た
サ

ー
ビ

ス
へ

成
⾧

さ
せ

た
い

）
 

 
特

許
・

実
用

新
案

・
意

匠
:

今
後

「
Q

U
ES

T」
に

関
連

す
る

商
標

登
録

を
進

め
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
独

自
性

を
保

護
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

ま
た

、
UI

/U
X

デ
ザ

イ
ン

（
RP

G
風

）
に

関
す

る
意

匠
登

録
を

進
め

、
独

自
性

を
保

つ
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

競
合

他
社

と
の

差
別

化
を

図
り

、
技

術
や

ア
イ

デ
ア

の
盗

用
を

防
ぎ

つ
つ

、
独

自
の

市
場

優
位

性
を

確
保

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
採

算
性

と
経

営
資

源
の

強
み

:「
Q

UE
ST

」
の

強
み

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

利
用

料
金

（
例

:
手

数
料

金
・

ク
エ

ス
ト

関
連

料
金

等
）

の
他

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

に
提

供
す

る
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

料
金

を
導

入
し

て
い

る
点

で
す

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
者

に
提

供
す

る
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

は
、月

額
50

0
円

～
1,

00
0

円
の

範
囲

で
、特

典（
特

別
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
ク

エ
ス

ト
の

紹
介

等
）

や
付

加
価

値
（

ポ
イ

ン
ト

制
等

）
を

準
備

す
る

予
定

で
す

。
 

 
新

た
な

ノ
ウ

ハ
ウ

:「
Q

UE
ST

」
は

、
既

存
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

新
し

い
価

値
を

付
与

す
る

形
で

、
地

域
活

性
化

と
社

会
貢

献
を

結
び

つ
け

た
点

が
特

徴
で

す
。

 
 

こ
れ

ま
で

に
な

い
ユ

ー
ザ

ー
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
を

生
み

出
し

、
企

業
の

CS
R

活
動

や
観

光
産

業
と

の
連

携
に

よ
っ

て
、

幅
広

い
市

場
へ

の
展

開
を

可
能

に
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

リ
ア

ル
と

デ
ジ

タ
ル

を
融

合
し

た
新

し
い

地
域

貢
献

の
形

を
構

築
す

る
こ

と
で

、
競

合
他

社
と

の
差

別
化

を
図

り
な

が
ら

、
持

続
可

能
な

成
⾧

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
 

5.
 

事
業

の
社

会
貢

献
度

（
社

会
課

題
解

決
）、

実
現

性
や

将
来

の
事

業
家

と
し

て
の

抱
負

 
 

「
Q

UE
ST

」
は

、
地

域
社

会
の

課
題

解
決

と
持

続
可

能
な

成
⾧

を
支

援
す

る
こ

と
を

経
営

理
念

と
し

た
、

既
存

の
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
体

験
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
入

れ
た

サ
ー

ビ
ス

で
す

。こ
の

サ
ー

ビ
ス

で
は

、支
援

者
で

あ
る「

冒
険

者
」

が
地

域
で

の
体

験
を

通
じ

て
社

会
貢

献
し

な
が

ら
、

報
酬

を
得

る
仕

組
み

を
提

供
し

、
農

作
物

の
収

穫
や

地
域

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

を
通

じ
て

地
域

活
性

化
を

促
進

し
ま

す
。

 
 

「
Q

UE
ST

」
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
「

ヒ
ト

・
モ

ノ
・

カ
ネ

」
を

集
め

る
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

機
能

し
、

国
内

外
の

市
場

で
展

開
さ

れ
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
技

術
的

に
は

、
RP

G
風

の
UI

を
採

用
し

、
ユ

ー
ザ

ー
が

楽
し

み
な

が
ら

社
会

貢
献

で
き

る
独

自
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

ま
す

。
ま

た
、

収
益

モ
デ

ル
と

し
て

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
と

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

使
用

料
を

採
用

し
、

安
定

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

を
実

現
し

ま
す

。
 

 
「

Q
UE

ST
」

は
、

地
域

課
題

を
解

決
す

る
こ

と
を

通
じ

て
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
を

目
指

し
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
や

環
境

保
護

活
動

を
組

み
込

ん
だ

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

計
画

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
地

域
貢

献
を

楽
し

み
な

が
ら

実
現

す
る

新
し

い
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

と
し

て
、

社
会

的
意

義
と

経
済

的
利

益
を

両
立

さ
せ

る
持

続
可

能
な

未
来

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
 



 6.
 

売
上

・
利

益
計

画
 

（
単

位
:

千
円

）
 

●
 

記
入

単
位

は
千

円
で

す
の

で
、

間
違

え
な

い
よ

う
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

●
 

売
上

高
と

事
業

ご
と

に
必

要
な

経
費

を
し

っ
か

り
予

測
し

、
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
【

上
記

※
の

解
説

】
 

売
上

原
価

…
そ

の
商

品
を

作
る

の
に

必
要

な
費

用
。

主
に

仕
入

れ
に

か
か

る
費

用
、

原
材

料
費

等
 

販
売

費
…

営
業

活
動

に
必

要
な

費
用

。
人

件
費

・
販

促
費

・
旅

費
交

通
費

・
雑

費
等

 
営

業
外

損
益

…
本

業
以

外
の

利
益

と
損

失
の

合
計

。
特

に
な

い
な

ら
0

で
計

上
 

(詳
細

 
 

※
４

～
５

期
目

に
初

年
度

の
赤

字
を

回
収

す
る

こ
と

が
目

標
 

) 
【

売
上

】
 

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
使

用
料

（
1

件
あ

た
り

50
～

10
0

万
円

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

想
定

し
、

手
数

料
20

%
で

計
上

）
 

※
１

期
目

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

完
了

数
:1

00
件

、
２

期
目

:3
00

件
、

３
期

目
:6

00
件

 
 

サ
ー

ビ
ス

支
援

者
（

冒
険

者
）:

約
１

万
人

を
想

定
（

３
期

目
想

定
）

 
 

サ
ー

ビ
ス

起
案

・
実

行
者

（
ク

エ
ス

ト
マ

ス
タ

ー
）:

自
治

体
・

企
業

数
合

わ
せ

て
約

3,
80

0
を

想
定

 
・

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
収

入
（

月
額

:
50

0
円

、
３

期
目

ま
で

に
有

料
会

員
4,

00
0

人
目

標
）

 
※

１
期

目
 有

料
会

員
数

:
50

0
人

、
２

期
目

 有
料

会
員

数
:

1,
50

0
人

、
３

期
目

 有
料

会
員

数
:

4,
00

0
人

 
【

経
費

】
 

・
ア

プ
リ

開
発

費
（

50
0～

1,
00

0
万

円
程

度
を

想
定

）
 

※
１

期
目

:
全

額
計

上
（

1,
00

0
万

円
想

定
）

 
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

（
内

訳
:

サ
ー

バ
ー

費
用

・
ド

メ
イ

ン
費

用
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

費
用

・
SS

L
費

用
等

）
 

※
１

期
目

:
20

0～
30

0
万

円
程

度
、

２
期

目
以

降
:

30
0～

35
0

万
円

程
度

 
・

広
告

宣
伝

費
（

想
定

す
る

売
上

高
の

40
%

で
計

上
）

 
・

ク
エ

ス
ト

企
画

・
管

理
費

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
料

金
な

ど
（

想
定

す
る

売
上

高
の

25
%

で
計

上
）

 
・

人
件

費
、

業
務

委
託

料
金

な
ど

（
想

定
す

る
売

上
高

の
25

%
で

計
上

）
 

 7.
 

資
金

計
画

 
（

単
位

:
千

円
）

 

 
第

1
期

 
（

令
和

７
年

４
月

期
）

 
第

２
期

 
（

令
和

８
年

４
月

期
）

 
第

３
期

 
（

令
和

９
年

４
月

期
）

 
①

 
売

上
高

 
15

,0
00

 
45

,0
00

 
90

,0
00

 
②

 
売

上
原

価
 

※
 

0 
0 

0 
③

 
粗

利
（

①
-②

）
 

15
,0

00
 

45
,0

00
 

90
,0

00
 

④
 

販
売

費
 

※
 

26
,5

00
 

44
,0

00
 

84
,5

00
 

⑤
 

営
業

利
益

（
③

-④
）

 
▲

11
,5

00
 

1,
00

0 
5,

50
0 

⑥
 

営
業

外
損

益
 

※
 

0 
0 

0 
⑦

 
経

常
利

益
（

⑤
-⑥

）
 

▲
11

,5
00

 
1,

00
0 

5,
50

0 

必
要

資
金

 
金

 
額

 
調

達
方

法
 

金
額

 
【

設
備

資
金

】
 

・
ア

プ
リ

開
発

費
 

・
サ

ー
バ

ー
・

ド
メ

イ
ン

・
SS

L
設

定
費

等
 

・
備

品
・

機
材

購
入

 
【

運
転

資
金

】
 

・
広

告
宣

伝
費

 
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

 
・

ク
エ

ス
ト

企
画

・
管

理
費

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
料

金
等

 
・

人
件

費
、

業
務

委
託

料
金

等
 

 

 10
,0

00
 

1,
00

0 
  

50
0 

 
 6,

00
0 

2,
75

0 
3,

75
0 

3,
75

0 

 ・
自

己
資

金
 

・
借

入
金

な
ど

 
・

補
助

金
・

支
援

金
な

ど
 

       

 
1,

00
0 

  
 2

,0
00

 
24

,7
50

 

30 

8.
 

別
 

紙
 

 
添

付
資

料
（

カ
タ

ロ
グ

・
写

真
・

記
事

）
等

 
・

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

仕
組

み
と

は
 

ht
tp

s:
//

ao
ni

.jp
/n

ot
e/

w
ha

t-
is

-c
f/

 
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

件
数

の
推

移
（

競
合

他
社

比
較

:
マ

ク
ア

ケ
・

CA
M

PF
IR

E
等

）
 

ht
tp

s:
//

no
te

.c
om

/p
oc

o_
c/

n/
n1

98
b4

70
9a

90
7#

jV
pe

C 
・

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

エ
コ

ノ
ミ

ー
市

場
調

査
 

ht
tp

s:
//

sh
ar

in
g-

ec
on

om
y.

jp
/j

a/
20

23
01

24
 

・
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ

コ
ノ

ミ
ー

経
済

波
及

効
果

 
ht

tp
s:

//
w

w
w

.ic
r.c

o.
jp

/p
ub

lic
ity

/4
73

7.
ht

m
l 

・
マ

ク
ア

ケ
（

M
ak

ua
ke

）
 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

en
es

ia
ve

nt
ur

es
.c

om
/r

oa
d-

to
-s

ta
rt

up
-1

1-
ry

ot
ar

o-
na

ka
ya

m
a/

 
・

お
て

つ
た

び
 

ht
tp

s:
//

ot
et

su
ta

bi
.c

om
/a

bo
ut

 
 ・【

ゲ
ー

ム
要

素
一

覧
】

※
オ

リ
ジ

ナ
ル

W
eb

サ
イ

ト
 

ht
tp

s:
//

qu
es

t-
m

en
u-

ap
p.

ve
rc

el
.a

pp
/ 

  図
１

: ア
プ

リ
イ
メ
ー
ジ
画

像
 

図
２

: 市
場
規
模

 

図
３

:ユ
ー
ザ
ー
登
録
者

数
の
目
標

推
移

 
図

4:
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

( 仮
) 

※
ア
プ
リ
内

 

図
5:
ゲ
ー
ム
要

素
 



【 構
武
1】

第
5回
九
二
大
起
業
家
コ
ン
テ
ス
ト

【提
案
書
】

※
本
提
案
書
は
、
様
式
1と
様
式
2で
す
。

※
記
載
い
た
だ
い
た
内
容
は
本
コ
ン
テ
ス
ト
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
【様
式
1】
は
1ペ
ー
ジ
で
す
。
各
々
の
4向
の
幅
や
行
数
は
適
宜
変
更
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

ω Ｐ

! 
 2
02
4
9
5日

月
面
移
住
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
構
築

本
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、
Cu
be
Sa
tを
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
か
つ
迅
速
な
月
面
デ
ー
タ
収

集
・
提
供
を
通
し
、
月
面
イ
ン
フ
ラ
構
築
や
資
源
探
査
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
居
住
施

設
な
ど
の
月
面
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
し
、
安
定
し
て
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
は
、
月
画
の
環
境

を
広
範
囲
で
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
月
面
デ
ー
タ
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
手
段
と
し
て
、
Cu
be
sa
tを
月
面
に

落
下
さ
せ
、
セ
ン
サ
ー
を
埋
め
込
む
こ
と
で
地
形
、
温
度
、
放
射
線
、
資
源
分
布
な
ど
の

詳
細
デ
ー
タ
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
収
集
し
ま
す
。
相
乗
り
打
ち
上
げ
や
月
面
着
睦
機
を

利
用
し
、
コ
ス
ト
効
率
を
最
大
化
。
ク
ラ
ウ
ド
ペ
ー
ス
の
デ
ー
タ
提
供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

通
じ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
や
宇
宙
機

関
に
提
供
し
ま
す
。
柔
軟
な
拡
張
性
を
持
つ
Cu
be
Sa
tネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
月
画
全
体

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
目
指
し
、
月
面
移
住
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

畠
山
雄
樹

工
学
府
・
工
学
専
攻

24
3H
00
17
-1

ha
ta
ke
ya
ma
 y
uu
ki
74
7@
ma
‖
ky
ut
ec
h」
p

07
04
17
11
26
0

所
属

工
学
府
・
工
学

専
攻

世
界
と
戦
え
る
宇
宙
企
業
を
創
出
し
た
い
。

E―
ma
‖

mi
ya
Ji
ma
 s
ou
ta
59
4@
ma
‖
ky
ut

eC
h 
iD

氏
名
(フ
リ
ガ
ナ
)

学
部
・
学
科
/専
攻
・
コ
ー

ス

学
生
番
号

E―
ma
‖

携
帯
電
話
番
号

氏
名
(フ
リ
ガ
ナ
)

宮
嶋
壮
太

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
名

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
概
要

(3
00
字
程
度
)

リ
ー
ダ
ー

(九
二
大
学
生
)

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

※
全
て
の
メ
ン
バ
ー
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

将
来
の
起
業
家

と
し
て
の
抱
負



発
案
の
動
機
は
、
月
面
移
住
を
実
現
す
る
た
め
の
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
認
識
か
ら
で

す
。
現
在
、
月
画
移
住
に
向
け
た
国
際
的
な
関
心
が
高
ま
つ
て
お
り
、
効
率
的
か
つ
低
コ
ス
ト
で
信
頼
性
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
私
は
九
州
工
業
大
学
の
起
小
型
衛
星
試
験
セ
ン
タ
ー
で

Cu
be
Sa
tを
開
発
す
る
エ
ン
ジ
エ
ア
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
超
小
型
衛
星
技
術
を
用
い
て
、
月
面
環
境
に
適
応
し
た
イ

ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
ま
し
た
。
月
面
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
移
住
に
不
可
欠
な
通
信
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
資
源
探
索
の
効
率
化
を
図
り
、
月
面
居
住
地
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
発
案
の
動
機
で
す

【様
式
2】

※
【様
式
2】
は
2ペ
ー
ジ
で
す
。各々
の
欄
の
幅
や
行
数
は
適
査
変
更
し
て
構
い
ま
せ
ん

1.
勇
集
の
動
機
に
つ
い
て

2.
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
肉
専
に
つ
い
て

や
サ
ー
ビ
ス
の

て
し

い Ю

&ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
革
新
的
方
法
に
つ
い
て

プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
培
っ
た
革
新
的
技
術
、
特
許
、
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
格
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。

特
許
出
願
前
の
も
の
は

り
で
、
記
載
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん

4■
害
■
/マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
n略
に
つ
い
て

(1
)製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
想
定
さ
れ
る
顧
客
層
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
願
客
層
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て

る
の
か
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い

Cu
bo
艶
の
妥
当
な
数

月
面
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
観
測
範
囲
や
高
度
に
応
じ
て
、
30
0～
40
0機
程
嵐
の
Cu
be
Sa
tが
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
広
範
囲
の
低
解
像
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

特
定
の
エ
リ
ア
(資
源
操
桑
や
基
地
建
設
予
定
地
)を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
場
合
、
5…
10
機
程
度
の
Cu
be
Sa
t

で
十
分
で
す
。

連
機
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
瀾
を
行
う
に
は
、
特
定
エ
リ
ア
に
対
し
て
20
～
30
機
の
Cu
be
Sa
t

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
定
期
的
に
デ
ー
タ
を
更
新
で
き
ま
す
。

1.
1月
面
へ
の
Ct
tD
S苗
輿
に
よ
る
デ
…
,収
集

Cu
be
Sa
Jこ
搭
載
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
、
月
軌
道
上
か
ら
月
面
に
向
け
て
Cu
be
Sa
tを
落
下
さ
せ
、
衝
撃
吸

収
敏
管
を
活
用
し
て
月
面
に
着
地
・
挿
入
し
ま
す
。
着
地
後
、
Cu
be
Sa
t内
の
セ
ン
サ
ー
が
月
面
環
境
デ
ー
タ
を
長
期

的
に
収
集
Ⅲ 送
信
し
ま
す
。

・
 
月
面
地
静
デ
ー
タ
cu
be
sa
tの
セ
ン
サ
ー
が
月
面
の
地
形
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
基
地
建
設
に
適
し
た
平
坦
で

安
定
し
た
エ
リ
ア
を
特
定
し
ま
す
。

・
 
工
底
・
放
射
儀
測
定
:C
ub
eS
at
の
埋
め
込
み
型
セ
ン
サ
ー
は
、
月
面
の
温
度
変
動
や
放
射
線
レ
ベ
ル
を
長

期
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
全
な
居
住
地
選
定
や
、
機
器
の
耐
久
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
提

供
し
ま
す
。

・
 
資
源
保
と
:月
面
に
埋
め
込
ま
れ
た
セ
ン
サ
ー
が
、
月
面
内
部
の
水
氷
や
ヘ
リ
ウ
ム
3な
ど
の
資
源
分
布
を

測
定
し
、
資
源
開
発
計
画
に
貢
献
し
ま
す
。

1.
2通
信
イ
ン
フ
ラ
豊
常

Cu
be
Sa
tは
、
デ
ー
タ
収
集
だ
け
で
な
く
、
月
面
探
査
機
や
基
地
と
の
通
信
中
継
機
能
も
持
ち
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
探

査
機
や
基
地
が
速
隔
で
デ
ー
タ
を
送
信
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

・
 C
ub
e甑
ネ ・
′
ト
ワ
ー
ク
:月
面
に
配
置
さ
れ
た
複
数
の
Cu
be
Sa
tを
使
つ
て
、
広
範
囲
に
わ
た
る
デ
ー
タ
収
集

と
通
信
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
月
面
の
ど
の
エ
リ
ア
か
ら
で
も
デ
ー
タ
通
信
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

1.
3リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
提
供

願
客
(宇
宙
関
連
機
関
や
民
間
企
業
)は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
得
さ
れ
る
月
面
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
デ
ー

タ
は
、
イ
ン
フ
ラ
構
築
、
資
源
開
発
、
基
地
建
設
の
意
思
決
定
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
デ
ー
,提
供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
:月
面
か
ら
送
信
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
地
球
上
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
受
信
し
、
ク
ラ
ウ
ド
を
通
し
て
願
客
に
提
供
し
ま
す
。
各
顧
客
は
自
分
た
ち
の
目
的
に
応
じ
た
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
Cu
be
Sa
tは
、
低
コ
ス
ト
で
迅
速
に
展
開
で
き
る
た
め
、
従
来
の
大
型
衛
星
に
比
べ
て
小
規
模

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
柔
軟
に
運
用
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
OM
OT
EN
AS
HI
の
よ
う
な
小
型
衛
星
技

術
を
参
考
に
、
衝
撃
吸
収
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
月
面
へ
の
着
陸
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
い
ま

す
。
こ
の
技
術
は
、
月
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
収
集
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。

は
、
九
州

リ
ソ
ー
ス

ン
タ

1.
宇
宙
関
連
機
関
(政
府
機
関
や
田
朦
機
関
)

例
:N
AS
A、
」D
儀
、
ES
A(
欧
州
宇
宙
機
関
)

こ
れ
ら
の
政
府
主
導
の
字
宙
機
関
は
、
月
面
探
査
や
移
住
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
積
極
的
で
す
。
彼
ら
は
、
特
定

の
目
的
に
向
け
た
デ
ー
タ
収
集
や
探
査
活
動
を
委
託
す
る
こ
と
が
多
く
、
Cu
be
Sa
t技
術
は
低
コ
ス
ト
で
の
デ
ー
タ
収
集

が
可
能
な
た
め
、
魅
力
的
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。



1 
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
今
加
:宇
宙
機
関
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
技
術
実
証
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

画
し
、
Cu
be
Sa
tを
使
用
し
た
デ
ー
タ
収
集
の
有
効
性
を
示
す
。

2 
技
術
提
案
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
:小
規
模
な
デ
ー
タ
収
集
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
信
頼
性
を
証
明
し
、
次

の
段
階
の
大
規
模
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ヘ
の
採
用
を
目
指
す
。

3 
翼
的
の
構
描
:月
面
探
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
Hこ
お
け
る
デ
ー
タ
提
供
契
約
を
締
結
し
、
継
続
的
な
技
術
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
。

2民
間
の
宇
宙
開
発
企
業

例
:S
,a
co
X.
BI
u●
蜘
n、
揃
ob
tt
c

こ
れ
ら
の
企
業
は
、
商
業
ベ
ー
ス
で
の
宇
宙
探
査
や
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
月
面
基
地
や
資
源
採

掘
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
探
査
技
術
は
、
事
業
リ
ス
ク
の
低
減
に
役
立
ち
ま
す
。

・
 
ア
プ
ロ
ー
テ
ス
テ
ッ
プ

:

1 
コ
ラ
ボ
レ
ー
カ
ン
提
案
〔 企
業
の
既
存
の
月
面
探
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
Hこ
Cu
be
Sa
t技
術
を
提
案
し
、

デ
ー
タ
収
集
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
す
る
。

2 
デ
‐
共
有
の
異
的
:月
面
資
源
探
索
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
必
要
な
デ
ー
タ
提
供
の
契
約
を

締
結
。

3 
カ
ス
タ
ム
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
:特
定
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
デ
ー
タ
収
集
や

通
信
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
提
供
を
行
う
。

3.
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

例
:三
菱
■
工
、
口
い ノ
キ
ー
ド・
マ
ヨ
ン
、
ポ
ー
イ
ン
ケ

こ
れ
ら
の
企
業
は
、
月
面
で
の
資
源
採
掘
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
大
き
な
関
心
を
持
つ
て
お
り
、
特
に
ヘ
リ
ウ
ム
ー
3や

水
氷
の
探
素
に
関
連
す
る
技
術
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

ア
プ
ロ
ー
テ
ス
テ
ッ
プ

:

1 
資
源
保
案
デ
ー
タ
の
提
供
i 
cu
be
Sa
tを
使
っ
た
資
源
探
索
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
ど
の
エ
リ
ア
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
投
資
が
適
し
て
い
る
か
を
示
す
。

2 
エ
ネ
ル
ギ
=供
借
イ
ン
フ
ラ
の
提
案
:太
陽
光
発
電
や
熱
電
発
電
を
利
用
し
た
月
面
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
提
案
。

3 
資
源
採
狙
サ
ポ
ー
ト
翼
的
:採
掘
地
点
の
選
定
に
必
要
な
デ
ー
タ
提
供
の
契
約
を
行
い
、
長
期
的
な

デ
ー
タ
共
有
プ
ラ
ン
を
構
築
。

4.
学
衛
機
関
お
よ
び
研
究
機
関

例
:大
学
の
宇
宙
工
単
部
門
、
研
究
機
田
(M
F「
、
東
大
、
NA
SA
 A
m●
3R
●
Be
at
th
 C
en
te
r)

宇
宙
探
査
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
関
連
す
る
学
術
研
究
に
携
わ
る
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
デ
ー
タ
の
活
用
を
通
し
て
、

新
た
な
技
術
の
開
発
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

・
 
ア
プ
ロ
…
テ
ス
テ
ッ
チ

1 
研
究
パ
ー
け
―
シ
ッ
プ
の
構
彙
:学
術
機
関
と
共
同
で
デ
ー
タ
収
集
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
技
術
の

研
究
開
発
を
推
進
す
る
。

2
月
面
環
境
や
資
源
に
関
す
る
デ

し

研
究
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
技
術
の
有
効
性
を
学
会
や
国
際
会
議
で
発
表

し
、
さ
ら
な
る
需
要
を
喚
起
す
る
。

5.
政
府
お
よ
び
公
共
機
関

例
:宇
宙
開
発
戦
略
本
部
、
経
済
産
業
省
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
担
当
す
る
政
府
機
関

政
府
は
、
月
面
探
査
や
宇
宙
資
源
の
利
用
を
促
進
す
る
政
策
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
関
に
対
し
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
た
め
の
デ
ー
タ
提
供
や
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

ア
プ
ロ
ー
テ
ス
テ
ッ
プ

:

1 
助
成
0や
資
金
提
供
の
申
睛
!政
府
機
関
が
提
供
す
る
助
成
金
や
研
究
開
発
資
金
を
活
用
し
、
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
を
推
進
。

2 
政
策
提
言
:月
面
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
技
術
提
案
や
政
策
提
言
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
支

援
を
求
め
る
。

3 
公
共
亭
集
契
約
の
獲
得
:政
府
主
導
の
月
面
プ
ロ
ジ
ェ
ク
Hこ
お
ぃ
て
、
技
術
提
供
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
契
約
を
結
ぷ
。

別
1ヒ
ビ
ジ
ネ
ス

ン
の

ω ω

・
 
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
:C
ub
eS
at
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
大
型
衛
星
や
探
査
機
と
比
較
し
て
、
低
コ
ス

ト
で
素
早
く
月
面
デ
ー
タ
を
収
集
・
提
供
で
き
ま
す
。
他
の
競
合
は
大
型
探
査
機
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
開

発
・
打
ち
上
げ
に
か
か
る
時
間
や
コ
ス
ト
が
膨
大
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

o 
競
争
相
手
と
の
と
異
:大
型
探
査
機
で
は
な
く
、
小
型
・
低
コ
ス
ト
の
Cu
be
sa
tを
利
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
柔
軟
か
つ
迅
速
に
月
面
デ
ー
タ
を
収
集
可
能
。

12
.乗
歌
を
デ
ー
,提
供
と
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

・
 
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
顧
客
(宇
宙
機
関
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
)の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
資
源
探

査
デ
ー
タ
や
地
形
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
ァ~
―
夕
提
供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
ま
す
。
競
合
他
社
が
定
期
的
な
デ
ー
タ
提
供
に
限
ら
れ
る
一
方
で
、
当
社
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
か
つ

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
う
点
で
差
別
化
し
ま
す
。

o 
競
争
相
手
と
の
差
興
:高
度
な
デ
ー
タ
収
集
技
術
と
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
顧
客
が
必
要
と
す
る
デ
ー
タ
に
す
ば
や
く
ア
ク
セ
ス
可
能
。

差
別
化
ポ
イ
ン
に
Cu
be
Sa
tを
月
面
に
落
下
さ
せ
て
、
衝
撃
吸
収
技
術
を
利
用
し
、
セ
ン
サ
ー
を
月
面
に
直

接
埋
め
込
む
技
術
を
持
つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
競
合
よ
り
も
持
鶴
的
で
辞
細
な
デ
ー
タ
収
集
が
可

1.
3.
月
面
セ
ン
サ
ー
の
埋
め
込
み
技
術

い
こ
月

1.
競
争
相
手
と
の
差
別
化

1.
1.
低
コ
ス
ト
か
つ
迅
速
な
デ
ー
,提
供



ω ト

通
常
の
オ
ー
ビ
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
月

を
埋
め
込

む
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
な
地
表
デ
ー
タ
の
取
得
が
可
能
。

1■
.通
信
イ
ン
フ
ラ
の
と
情

差
Я
嘔化
ポ
イ
ン
ト
月
面
に
設
置
さ
れ
た
Cu
be
Sa
tは
、
通
信
リ
レ
ー
衛
星
と
し
て
も
機
能
し
、
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
や

基
地
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
を
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
探
査
活
動
の
効
率
性
が
高
ま
り
、
探
査
機
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
操
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

o 
競
争
相
手
と
の
建
興
:通
信
中
継
機
能
を
持
つ
Cu
be
Sa
tを
活
用
し
、
月
面
探
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効

率
性
を
向
上
さ
せ
る
点
が
強
み
。

2.
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
有
利
な
点
(強
み
)

2.
1.
素
取
性
と
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
労

強
み
:C
ub
eS
at
は
、
小
規
模
か
つ
低
コ
ス
ト
で
開
発
で
き
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
迅
速
に
風
閉
可
機
で
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
セ
ン
サ
ー
や
機
器
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、
段
階
的
に
Cu
be
Sa
tを
追
加
投
入
す
る
こ
と
で
、
拡
張
性
を
持
つ
ス
ケ
ー
ラ
ブ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

で
き
ま
す
。
o 
利
点
:初
期
投
資
が
少
な
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
し
て
容
易
に
シ
ス
テ
ム
を
拡
張
で
き
る
た
め
、
事
業
の
成

長
に
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

22
.リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
提
供

強
み
:C
ub
eS
at
を
月
面
に
展
開
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
を
収
集
・
提
供
す
る
仕
組
み
は
、
競
合
他
社
に

対
し
て
大
き
な
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
が
即
座
に
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
た
め
、
資
源
探
査
や
基
地

建
設
の
迅
速
な
意
思
決
定
に
貢
献
で
き
ま
す
。

o 
利
点
:他
の
探
査
方
法
に
比
べ
て
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
特
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
デ
ー
タ
収
集
が
強
み

で
す
。

盟
.多
様
な
顧
害
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

強
み
:N
AS
Aや
」
AX
Aと
い
っ
た
宇
宙
機
関
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
、
大
学
や
研
究
機
関
と
い
つ
た
多
様
な
願
客

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
資
源
探
査
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
構
築
、
学
術
研
究
ま
で
幅
広
い
用
途
に
対
応

可
能
な
た
め
、
市
場
の
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
は
非
常
に
大
き
い
で
す
。

o 
利
点
:願
客
層
が
多
岐
に
わ
た
り
、
一
つ
の
分
野
に
依
存
せ
ず
に
多
角
的
な
事
業
展
開
が
可
能
で

す
。

2.
4.
低
コ
ス
ト
な
投
入
方
法

強
み
:相
乗
り
打
ち
上
げ
や
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
り
、
打
ち
上
げ
コ
ス
ト
を
押
え
つ
つ
、
月
面
へ

Cu
be
Sa
tを
迅
速
に
投
入
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

現
可
能
で
す
。

o 
利
点
:低
コ
ス
ト
で
打
ち
上
げ
を
行
い
、
事
業
初
期
段
階
で
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
月
面

探
査
を
実
行
で
き
ま
す
。

3.
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
リ
ス
ク
(弱
み
)

3.
1.
初
期
の
高
観
な
設
備
投
資

硼
み
!初
期
段
階
で
は
、
Cu
be
sa
tの
開
発
や
打
ち
上
げ
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
対
す
る
高
観
な
設
備
投

資
が
必
要
で
す
。
特
に
初
期
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
順
客
の
確
保
が
不
確
実
な
た
め
、
最
初
の
数

年
間
は
赤
字
に
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

o 
リ
ス
ク
:初
期
段
階
の
資
金
繰
り
が
重
要
と
な
り
、
投
資
回
収
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

3.
2.
技
術
的
な
リ
ス
ク

Hみ
:C
ub
eS
at
が
月
面
の
過
酷
な
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
特
に
温
度
変
化
や
放
射
線
、
衝
撃
に
対

す
る
技
術
的
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
技
術
が
十
分
に
完
成
し
な
い
場
合
、
探
査
機
が
正
常
に
機
能
し
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

O 
リ
ス
ク
:開
発
段
階
で
の
技
術
的
な
課
題
や
失
敗
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
功
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

3,
3.
打
ち
上
げ
や
ミ
瘍
′ ョ
ン
選
菫
の
リ
ス
ク

蜀
み
:相
乗
り
打
ち
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
着
睦
機
の
利
用
に
依
存
す
る
た
め
、
打
ち
上
げ
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
遅

エ
リ
ス
ク
が
存
在
し
ま
す
。
他
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
連
携
し
て
い
る
場
合
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
進
行
し
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
収
益
化
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

O 
リ
ス
ク
:打
ち
上
げ
の
遅
れ
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
廷
期
が
、
事
業
計
画
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

3■
市
培
競
争
の
激
化

爾
み
:近
年
、
宇
宙
関
連
産
業
へ
の
参
入
が
増
加
し
て
お
り
、
新
興
企
業
や
他
の
宇
宙
開
発
企
業
と
の
競
争

が
激
1と
し
て
い
ま
す
。
特
に
大
型
企
業
が
類
似
し
た
技
術
を
導
入
し
た
場
合
、
価
格
競
争
や
技
術
革
新
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
の
努
力
が
必
要
で
す
。

O 
リ
ス
ク
:大
企
業
や
他
の
競
争
相
手
に
よ
る
技
術
革
新
や
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

月
面
移
住
は
、
地
球
の
資
源
猫
渇
や
人
口
増
加
に
対
処
す
る
た
め
の
次
世
代
技
術
で
あ
り
こ
将
来
的
な
重
要
性
は
非

常
に
高
い
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
移
住
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
月
面
移
住
の
実
現
性
が
大
幅
に
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
Cu
be
sa
t技
術
を
利
用
し
た
新
た
な
探
査
手
法
は
、
今
後

の
他
の
惑
星
や
小
惑
星
へ
の
探
査
活
動
に
も
応
用
可
能
で
あ
り
、
宇
宙
開
発
全
体
に
大
き
な
社
会
的
竜
義
を
持
つ
て

い
ま
す
。

G.
資
金
=ト

ロ
に
つ
い
て

必
要
な
資
金
と
そ
の
調
達
方
法
、
事
業
開
始
後
3年
間
の
収
益
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。



ω 頓

1.
初
期
資
金
と
田
違
方
法

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
資
金
は
、
主
に
Cu
be
Sa
tの
設
計
・
開
発
、
打
ち
上
げ
、
月
面
デ
ー
タ
収
集
の
イ
ン
フ
ラ
構
築

に
必
要
で
す
。
以
下
に
、
初
期
段
階
の
資
金
計
画
を
詳
細
に
示
し
ま
す
。

・
 
設
計
`製
造
コ
ス
ト
(C
ub
弱
趾
開
発
):
約
2～
8億
円

Cu
be
Sa
tの
設
計
、
セ
ン
サ
ー
搭
載
、
耐
久
性
テ
ス
ト
、
量
産
コ
ス
ト
を
含
み
ま
す
。
製
造
に
は
、
超
小
型
衛
星

技
術
に
精
通
し
た
企
業
と
の
提
携
が
必
要
で
す
。

・
 
打
ち
上
げ
コ
ス
ト
約
1億
～
15
億
円

Cu
be
Sa
Jよ
、
他
の
大
型
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
搭
載
さ
れ
る「
相
乗
り
1方
式
を
利
用
し
て
打
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

を
削
減
し
ま
す
。
Sp
ac
ex
の
Sm
al
iS
m 
Ri
d●
Bh
ar
●
Pr
o_
や
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
会
社
と
の
提
携
を
検
討

し
ま
す
。

・
 
運
用
費
(地
上
激
常
・
通
信
シ
ス
テ
ム
):
約
50
00
万
円

Cu
be
Sa
tの
デ
ー
タ
を
受
信
す
る
た
め
の
地
上
局
の
設
置
や
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
か
か
る
費
用
で
す
。

こ
れ
に
は
、
既
存
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(例
:地
上
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
し
た
遠
隔
通
信
)が
利
用
さ
れ
ま

す
。

・
 
研
究
開
発
■
:約
50
00
万
円

技
術
開
発
や
研
究
活
動
に
か
か
る
コ
ス
ト
で
す
。
」
AX
Aや
NA
SA
な
ど
の
宇
宙
関
連
機
関
と
の
共
同
研
究
、

大
学
と
の
提
携
に
よ
り
技
術
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
ま
す
。

・
 
合
計
初
期
資
金
:4
～
5億
円

資
金
田
違
方
法

・
 
政
府
助
咸
金
:日
本
の
宇
宙
開
発
関
連
の
助
成
金
や
、
経
済
産
業
省
の
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
資
金
を
活

用
。

例
:」
AX
Aの
宇
宙
ベ
ン
チ
ヤ
ー
企
業
支
援
制
度
、
政
府
の
科
学
技
術
振
興
費

・
 
民
間
投
資
:ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
の
投
資
を
獲
得
し
、
宇
宙
技
術
分
野
で
の
投
資
を
促
進
。

・
 
企
業
提
協
:S
pa
ce
Xや
Bt
te
 o
苫
」
nな
ど
の
宇
宙
開
発
企
業
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
関
心
を
持
つ
民
間
企
業
と

共
同
で
開
発
資
金
を
確
保
。

2.
3年
間
の
収
と
見
通
し

1年
目
:′
く イ
ロ
ッ
ト
苺
瘍
狙
ン
開
始

主
な
活
H肉
喜

●
 C
ub
eS
nの
設
計
・
開
発
二
月
面
環
境
に
対
応
し
た
Cu
be
Sa
tを
5～
10
機
開
発
。
耐
熱
性
、
耐
放
射
線
性
、
衝

撃
吸
収
技
術
を
組
み
込
み
ま
す
。

・
 
バ
イ
ロ
ッ
ト
戟
ガ
宿
ン
の
実
れ
5～
10
機
の
Cu
be
Sa
tを
月
面
に
投
入
し
、
特
定
エ
リ
ア
の
資
源
探
査
を
実

施
。

・
 
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
と
常
:地
上
局
と
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
開
始
し
、
初
期
の
デ
ー
タ
取
得
と
送
信
を
行
い

ま
す
。

収
入

売
上
:初
年
度
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
デ
ー
タ
提
供
を
少
数
の
願
客
(宇
宙
関
連
機
関
や
民
間
企

業
)に
提
供
。
初
期
の
月
面
資
源
デ
ー
タ
や
地
形
デ
ー
タ
を
販
売
し
ま
す
。

o 
見
込
み
売
上
:2
～
3億
円
(契
約
数
:3
～
4件
、
契
約
単
価
50
00
万
円
～
1億
円
)

支
出

Cu
bo
Sa
t閉
覺
貴
:5
～
10
機
の
Cu
be
Sa
tを
設
計
・
開
発
。

。
 
コ
ス
ト
5～
10
億
円

打
ち
上
げ
■
用
:S
pa
ce
Xや
他
の
相
乗
リ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
利
用
。

o 
コ
ス
ト
1.
5～
2億
円

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
豊
構
:初
期
の
地
上
局
設
置
と
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
。

o 
コ
ス
ト
50
∞
万
円
～
1億
円

セ
ン
サ
ー
閉
発
・
搭
載
費
用
:C
ub
eS
aJ
こ
資
源
探
査
用
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
。

O 
コ
ス
ト
1～
2億
円

デ
ー
タ
解
析
シ
ス
テ
ム
の
構
集
:ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
提
供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
。

o 
コ
ス
ト
:5
0∞
万
円
～
1億
円

合
計
支
出
:9
～
18
億
円

損
養
(P
―
Lo
38
)

損
と
:-
6～
14
億
円
の
赤
字
(初
年
度
は
大
規
模
な
設
備
投
資
の
た
め
赤
字
)

2年
目
:デ
‐
提
供
の
本
格
化
と
拡
張

主
な
活
動
内
害

・
 
デ
…
夕
提
供
の
拡
大
:パ
イ
ロ
ッ
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
得
た
デ
ー
タ
の
商
業
化
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
や
宇
宙

関
連
企
業
と
の
契
約
を
増
や
し
ま
す
。

・
 
追
加
Cu
be
sa
tの
投
入
:新
規
に
3機
の
Cu
be
Sa
tを
投
入
し
、
デ
ー
タ
提
供
エ
リ
ア
を
拡
大
し
ま
す
。

・
 
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
と
機
拡
張
:地
上
局
や
デ
ー
タ
解
析
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
。

収
入

売
上
:パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
後
、
願
客
数
を
拡
大
し
、
月
面
資
源
デ
ー
タ
の
提
供
を
本
格
化
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
や
政
府
機
関
と
の
契
約
を
拡
大
。

o 
見
込
み
売
上
:5
～
嘘
円
(契
約
数
:5
～
6件
、
契
約
単
価
50
00
万
円
～
1億
円
)

支
山

・
 
追
加
Cu
b●
艶
開
発
費
:新
た
に
3機
の
Cu
be
Sa
tを
投
入
。

o 
コ
ス
ト
1～
1.
5億
円

・
 
追
加
打
ち
上
げ
貴
用
:C
ub
eS
at
3機
を
打
ち
上
げ
。

o 
コ
ス
ト
1～
1.
5億
円

o 
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
運
用
・
拡
張
:初
年
度
に
設
置
し
た
シ
ス
テ
ム
の
運
用
お
よ
び
通
信
イ
ン
フ
ラ
拡
張
。

o 
コ
ス
ト
:2
0∞
万
円
～
30
側
万
円

●
 
セ
ン
サ
ー
の
追
加
閉
勇
:資
源
探
査
や
新
た
な
デ
ー
タ
取
得
の
た
め
の
追
加
セ
ン
サ
ー
。

O 
コ
ス
ト
30
00
万
円
～
30
∞
万
円

・
 
ァ
ー
タ
解
析
シ
ス
テ
ム
の
霊
持
・
拡
張
:収
集
デ
ー
タ
が
増
加
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
や
運
用
を
行
い

ま
す
。 o 
コ
ス
ト
20
∞
万
円
～
30
∞
万
円

合
計
支
出
:3
.5
～
5,
8億
円

損
と
(P
rO
VL
o3
8)



損
養
:+
0.
4～
餌
峰
円
の
風
字
(顧
客
数
拡
大
に
よ
り
黒
字
化
)

3年
目
:規
模
7~
―
供
の
確
立

主
な
活
動
向
喜

・
 
広
福
田
の
デ
ー
タ
提
供
:月
面
の
広
範
囲
を
対
象
と
し
、
資
源
探
索
や
月
面
基
地
建
設
の
た
め
の
デ
ー
タ
提

供
を
拡
大
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
や
宇
宙
関
連
機
関
と
の
長
期
契
約
を
推
進
。

●
 C
ub
et
tt
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
:C
ub
eS
at
を
さ
ら
に
追
加
し
、
月
面
探
査
エ
リ
ア
を
大
幅
に
拡
大
。

・
 
ァ
ー
タ
提
供
プ
カ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
拡
張
:増
加
す
る
願
客
に
対
応
す
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
提

供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
強
化
。

収
入

売
上
:ェ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
や
宇
宙
関
連
企
業
か
ら
の
契
約
が
増
加
。
特
に
、
資
源
探
査
デ
ー
タ
や
地
r
′́
デ
ー

タ
の
長
期
提
供
契
約
が
拡
大
。

o 
見
込
み
売
上
:7
～
10
億
円
(契
約
数
:7
～
10
件
、
契
約
単
1面
1億
円
前
後
)

支
出

・
 
違
畑
Cu
bO
s止
閉
勇
貴
:さ
ら
に
3機
の
Cu
be
Sa
tを
開
発
・
投
入
。

o 
コ
ス
ト
1～
1.
5億
円

・
 
追
加
打
ち
上
げ
貴
用
:3
機
の
Cu
be
Sa
tを
打
ち
上
げ
。

o 
コ
ス
ト
:1
～
1.
5億
円

・
 
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
建
持
・
拡
張
:通
信
シ
ス
テ
ム
と
地
上
局
の
運
用
お
よ
び
維
持
費
用
。

o 
コ
ス
ト
20
00
万
円
～
30
00
万
円

・
 
ァ
…
Ⅲ
解
析
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
:順
客
数
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
解
析
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
。

o 
コ
ス
ト
50
∞
万
円
～
1億
円

合
計
支
出
:3
～
4.
8億
円

損
養
(P
rO
vL
o備
)

・
 
損
と
:+
32
～
8B
億
円
の
ユ
孝

3.
長
期
的
な
収
支
計
■

5年
目

10
年
目

売
上
:約
10
～
15
億
円

月
面
探
査
デ
ー
タ
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
使
用
権
、
資
源
デ
ー
タ
の
提
供
が
拡
大
。
こ
れ
に
よ
り
、
売
上
が
さ
ら
に

増
加
。

コ
ス
ト
約
5億
円

新
た
な
Cu
be
sa
tミ
ッ
シ
ョ
ン
の
展
開
や
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
拡
張
に
必
要
な
コ
ス
ト
。

・
 
売
上
:5
0億
円
以
上

月
面
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
み
、
長
期
的
な
契
約
や
月
面
資
源
探
査
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
が
確
立
さ
れ
る
こ
と

で
、
売
上
が
大
幅
に
拡
大
。

●
 
コ
ス
ト
:1
5～
20
億
円

高
度
な
通
信
イ
ン
フ
ラ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
維
持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
。

4 
TA
M(
To
』
Ad
dr
り

“
お
I●
Mt
te
t)
、
SA
M(
飩
村
∞
ab
l●
Aぬ
la
bl
o 
Mt
tk
et
)、
SO
M(
So
前
∞
ab
le

Oh
in
由
:o
Mよ
et
)

●
 T
AM
(構
市
場
経
棋
):
宇
宙
探
査
・
イ
ン
フ
ラ
市
場
は
20
23
年
に
お
い
て
的
50
0億
駒
レ
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
10
年
間
で
急
成
長
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
月
面
探
査
や
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
市
場
規
模
は
急
速

に
拡
大
す
る
見
込
み
で
す
。

●
 S
AM
(タ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
規
模
):
月
面
探
査
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
関
す
る
市
場
は
、
TA
Mの
う
ち
的
1側
は

ド
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
政
府
の
宇
宙
探
査
機
関
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
が
含
ま
れ
ま
す
。

・
 S
OM
(輿
際
に
獲
得
可
協
な
市
場
):
初
期
段
階
で
の
獲
得
市
場
は
1～
臨
向
レ
を
目
指
し
ま
す
。
日
本
国
内

の
宇
宙
関
連
機
関
や
ア
ジ
ア
市
場
を
中
心
に
、
月
画
デ
ー
タ
や
資
源
探
査
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
い
、
実
績
を

築
き
ま
す
。

ω ６



 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

第
回

 2
4

九
州

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
・

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

 事
業

計
画

書
 

 
学

 
校

 
名

 
九

州
大

学
 

代
表

者
名

 
小

川
 竜

矢
 

共
同

提
案

者
名

 
藤

原
 涼

、
小

原
 航

晴
、

潮
 絢

羽
、

山
口

 雄
平

 

事
 

業
  

名
 

九
大

芸
能

事
務

所
 

キャ
ッチ

フレ
ーズ

 
「

九
大

生
っ

て
す

ご
い

!
」

 

 1.
 

あ
な

た
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

概
要

を
簡

潔
に

(1
50

文
字

程
度

）
に

文
章

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
①

 誰
に

、
何

を
、

ど
の

よ
う

に
し

て
提

供
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
で

す
か

?
 

 
 

②
 あ

な
た

が
こ

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

果
た

す
役

割
（

社
会

的
意

義
）

は
何

で
す

か
?

 
 

 
③

 ど
う

や
っ

て
収

益
を

得
ま

す
か

?
 

 
等

の
要

素
を

盛
り

込
ん

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
九

大
芸

能
事

務
所

は
、

学
生

課
外

活
動

団
体

に
、

外
部

へ
の

営
業

活
動

に
よ

っ
て

獲
得

し
た

案
件

を
紹

介
し

、
外

部
で

の
発

表
機

会
と

資
金

獲
得

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
発

表
機

会
の

充
実

と
活

動
価

値
の

向
上

の
一

助
と

す
る

。
加

え
て

公
演

依
頼

の
一

括
管

理
に

よ
っ

て
、

大
学

に
、

学
生

の
動

向
に

関
す

る
情

報
を

提
供

で
き

る
。

こ
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
に

よ
っ

て
課

外
活

動
の

価
値

の
創

出
と

学
生

の
社

会
進

出
を

す
す

め
る

役
割

を
果

た
し

、
仲

介
手

数
料

や
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
料

に
よ

っ
て

収
益

を
得

る
。

  
   

 
2.

 
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
具

体
的

内
容

 
(1

) 事
業

内
容

 
外

部
か

ら
公

演
依

頼
を

獲
得

し
、

学
生

課
外

活
動

団
体

(サ
ー

ク
ル

や
部

活
)に

対
し

て
案

件
を

紹
介

す
る

。
ま

た
、

学
生

団
体

の
外

部
公

演
の

情
報

を
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

生
の

課
外

活
動

中
に

事
故

や
ト

ラ
ブ

ル
が

生
じ

た
場

合
に

大
学

に
情

報
を

迅
速

に
提

供
す

る
。

 
(2

) 着
想

の
き

っ
か

け
 

本
事

業
は

九
州

大
学

内
の

マ
ジ

ッ
ク

サ
ー

ク
ル

と
し

て
参

加
し

た
外

部
公

演
の

際
に

、
依

頼
者

か
ら

「
ほ

か
の

九
州

大
学

の
団

体
と

も
関

わ
っ

て
み

た
い

」
な

ど
の

声
を

頂
い

た
も

の
の

、
当

時
他

の
学

生
団

体
と

の
繋

が
り

を
持

つ
こ

と
が

難
し

い
状

況
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
学

生
課

外
活

動
団

体
側

と
し

て
も

外
部

団
体

と
の

繋
が

り
を

持
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
で

、「
公

演
を

行
い

た
い

」
と

の
声

を
多

く
頂

い
た

。
実

際
に

学
生

団
体

と
外

部
団

体
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

業
界

が
存

在
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
一

元
的

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

作
る

こ
と

に
よ

り
、

す
べ

て
の

人
に

と
っ

て
メ

リ
ッ

ト
を

生
む

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
た

。
 

(3
) サ

ー
ビ

ス
の

特
徴

 
九

大
芸

能
事

務
所

に
公

演
依

頼
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
同

時
に

複
数

の
様

々
な

学
生

課
外

活
動

団
体

へ
の

出
演

依
頼

が
可

能
で

あ
り

、現
状

６
団

体
へ

の
一

括
出

演
依

頼
を

頂
き

、「
非

常
に

簡
便

で
助

か
る

」と
い

う
評

価
を

頂
い

て
い

る
。

九
州

大
学

の
ブ

ラ
ン

ド
力

や
、

外
国

の
方

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
で

あ
っ

て
も

最
低

限
の

語
学

力
の

担
保

な
ど

に
よ

り
安

心
感

を
与

え
ら

れ
る

だ
け

で
な

く
、

九
大

芸
能

事
務

所
が

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
を

行
う

依
頼

者
の

要
望

に
合

わ
せ

て
、

学
生

視
点

で
課

外
活

動
団

体
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
価

値
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
(4

) 新
規

性
 

現
状

大
学

内
の

学
生

課
外

活
動

団
体

を
統

括
し

、芸
能

活
動

の
派

遣
を

行
う

事
業

は
調

べ
た

限
り

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
芸

能
活

動
の

派
遣

を
行

う
こ

と
で

課
外

活
動

の
価

値
創

出
の

き
っ

か
け

に
な

る
。

ま
た

、
既

存
の

芸
能

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
事

業
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
と

大
き

く
異

な
る

点
と

し
て

大
学

と
い

う
新

た
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
存

在
し

、
依

頼
者

、
演

者
と

合
わ

せ
た

三
方

に
需

要
と

メ
リ

ッ
ト

が
存

在
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
点

。
 

(5
) 提

案
で

き
る

メ
リ

ッ
ト

 
学

生
課

外
活

動
団

体
視

点
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①
外

部
公

演
に

よ
る

発
表

機
会

の
増

加
 

⓶
外

部
と

の
つ

な
が

り
を

持
つ

機
会

の
増

加
 

⓷
活

動
に

よ
る

資
金

獲
得

 
④

活
動

の
持

つ
潜

在
的

価
値

の
向

上
 

⑤
学

外
活

動
中

に
事

故
や

ト
ラ

ブ
ル

が
生

じ
た

場
合

に
大

学
側

の
保

護
を

今
ま

で
以

上
に

迅
速

に
受

け
ら

れ
る

 
依

頼
者

視
点

 
①

学
生

と
の

接
点

を
持

つ
機

会
の

増
加

 
⓶

大
学

の
学

生
課

外
活

動
団

体
だ

か
ら

こ
そ

存
在

す
る

稀
有

な
活

動
な

ど
へ

の
幅

広
い

選
択

肢
へ

の
ア

ク
セ

ス
 

大
学

視
点

 
①

学
生

課
外

活
動

団
体

を
統

率
す

る
組

織
と

し
て

利
用

で
き

る
 

⓶
学

生
課

外
活

動
団

体
の

学
外

で
の

動
向

を
把

握
で

き
る

 
⓷

学
生

課
外

活
動

中
の

学
生

に
事

故
や

ト
ラ

ブ
ル

が
生

じ
た

際
に

今
ま

で
以

上
に

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

 
 

  
3.

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
類

似
ビ

ジ
ネ

ス
と

の
相

違
点

、
事

業
上

の
リ

ス
ク

等
 

(1
) 基

本
戦

略
 

九
州

大
学

と
い

う
ブ

ラ
ン

ド
を

使
用

で
き

る
こ

と
が

信
頼

の
保

障
と

い
う

観
点

で
最

大
の

強
み

と
考

え
て

い
る

。
利

益
面

に
関

し
て

、
現

在
は

仲
介

手
数

料
や

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

料
を

考
え

て
い

る
。

将
来

的
に

は
、

公
演

依
頼

に
よ

る
仲

介
手

数
料

や
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
料

だ
け

で
な

く
、

自
社

イ
ベ

ン
ト

の
興

行
を

企
画

し
、

収
入

源
を

増
や

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

ま
た

旧
帝

大
を

は
じ

め
と

す
る

九
州

大
学

以
外

の
全

国
の

大
学

に
展

開
し

よ
う

と
考

え
て

い
る

。
 

(2
) 販

売
戦

略
 

現
在

外
部

へ
の

直
接

営
業

で
依

頼
を

獲
得

し
て

い
る

が
、

X
や

Fa
ce

bo
ok

、
In

st
ag

ra
m

な
ど

の
SN

S
に

よ
る

宣
伝

活
動

を
行

い
、

W
EB

か
ら

依
頼

を
獲

得
す

る
 

(3
) 事

業
上

の
リ

ス
ク

 
九

州
大

学
の

イ
メ

ー
ジ

低
下

や
不

祥
事

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
力

の
低

下
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
学

生
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

ク
オ

リ
テ

ィ
の

担
保

が
挙

げ
ら

れ
る

。
加

え
て

、
依

頼
者

の
多

く
は

学
生

へ
の

支
援

を
意

図
し

て
支

払
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

支
払

金
の

流
れ

の
透

明
性

が
高

く
な

け
れ

ば
、

依
頼

者
か

ら
の

信
頼

を
欠

く
可

能
性

が
あ

る
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4.

 
こ

の
事

業
に

関
す

る
あ

な
た

の
経

験
、

技
能

、
資

格
、

特
許

、
ノ

ウ
ハ

ウ
な

ど
 

（
注

1）
特

許
出

願
前

の
も

の
は

、
応

募
に

よ
り

特
許

取
得

で
き

な
く

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
し

く
だ

さ
い

。
 

（
注

２
）

特
許

申
請

を
し

た
だ

け
で

は
、

許
可

さ
れ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

し
、

特
許

が
あ

っ
て

も
『

採
算

性
』

が
あ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
 

課
外

活
動

に
お

い
て

実
際

に
報

酬
を

頂
い

た
経

験
が

豊
富

な
学

生
メ

ン
バ

ー
が

多
く

参
画

し
て

い
る

た
め

、
我

々
の

事
業

に
必

要
な

ノ
ウ

ハ
ウ

が
学

生
か

ら
の

視
点

を
伴

っ
て

整
っ

て
い

る
。

 
   5.

 
事

業
の

社
会

貢
献

度
（

社
会

課
題

解
決

）、
実

現
性

や
将

来
の

事
業

家
と

し
て

の
抱

負
 

(1
) 事

業
の

社
会

貢
献

度
 

本
事

業
に

よ
り

、
学

生
課

外
活

動
に

よ
る

闇
営

業
(学

生
が

独
自

に
獲

得
し

て
い

る
案

件
)を

未
然

に
防

ぐ
こ

と
に

つ
な

が
る

。
ま

た
、

大
学

側
に

情
報

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
課

外
活

動
中

に
様

々
な

事
故

や
ト

ラ
ブ

ル
が

生
じ

た
場

合
に

責
任

の
所

在
が

明
確

に
な

る
と

い
う

点
で

貢
献

で
き

る
。

加
え

て
、

課
外

活
動

を
軸

と
し

た
新

た
な

産
学

官
連

携
の

形
を

創
出

す
る

点
や

、
主

催
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

に
よ

る
地

域
交

流
の

活
性

化
を

促
す

点
、

さ
ら

に
、

大
学

、
学

生
、

地
域

住
民

、
依

頼
や

協
賛

を
い

た
だ

く
企

業
や

自
治

体
の

交
流

を
通

し
た

新
た

な
地

方
創

生
の

形
の

創
出

と
い

う
面

で
大

い
に

貢
献

で
き

る
と

考
え

て
い

る
。

 
(2

) 実
現

性
 



コ
ロ

ナ
明

け
の

た
め

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
開

催
に

よ
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
増

加
の

後
押

し
に

よ
り

、
企

業
の

西
日

本
シ

テ
ィ

銀
行

や
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
の

ラ
グ

ビ
ー

チ
ー

ム
、

さ
ら

に
は

高
校

生
模

擬
国

連
、

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
、

老
人

ホ
ー

ム
と

い
っ

た
様

々
な

団
体

か
ら

外
部

公
演

依
頼

を
獲

得
し

て
い

る
。

ま
た

、
学

内
の

ビ
ジ

コ
ン

に
複

数
回

採
択

さ
れ

大
学

側
か

ら
の

信
頼

を
強

固
な

も
の

に
で

き
た

こ
と

に
よ

り
、

20
24

年
度

の
博

多
ど

ん
た

く
港

ま
つ

り
の

際
の

一
般

学
生

と
学

生
課

外
活

動
団

体
の

引
率

の
依

頼
を

大
学

側
か

ら
頂

け
た

。
実

際
に

九
州

大
学

の
支

援
の

も
と

複
数

回
の

テ
ス

ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
、

学
生

課
外

活
動

団
体

と
公

演
依

頼
者

の
双

方
か

ら
高

い
評

価
を

得
る

だ
け

で
な

く
、

大
学

か
ら

の
需

要
や

社
会

全
体

へ
与

え
る

イ
ン

パ
ク

ト
を

確
認

で
き

た
。

 
   6.

 
売

上
・

利
益

計
画

 
（

単
位

:
千

円
）

 

●
 

記
入

単
位

は
千

円
で

す
の

で
、

間
違

え
な

い
よ

う
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

●
 

売
上

高
と

事
業

ご
と

に
必

要
な

経
費

を
し

っ
か

り
予

測
し

、
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
【

上
記

※
の

解
説

】
 

売
上

原
価

…
そ

の
商

品
を

作
る

の
に

必
要

な
費

用
。

主
に

仕
入

れ
に

か
か

る
費

用
、

原
材

料
費

等
 

販
売

費
…

営
業

活
動

に
必

要
な

費
用

。
人

件
費

・
販

促
費

・
旅

費
交

通
費

・
雑

費
等

 
営

業
外

損
益

…
本

業
以

外
の

利
益

と
損

失
の

合
計

。
特

に
な

い
な

ら
0

で
計

上
 

    7.
 

資
金

計
画

 
（

単
位

:
千

円
）

 

        

 
第

 
 

1 
 

期
 

（
 

 
 

20
24

 
 

年
）

 
第

 
 

2 
 

期
 

（
 

 
 

20
25

 
 

年
）

 
第

 
 

3 
 

期
 

（
 

 
 

20
26

 
 

年
）

 
①

 
売

上
高

 
15

00
 

68
00

 
18

50
0 

②
 

売
上

原
価

 
※

 
0 

0 
0 

③
 

粗
利

（
①

-②
）

 
15

00
 

68
00

 
18

50
0 

④
 

販
売

費
 

※
 

14
00

 
60

50
 

16
05

0 
⑤

 
営

業
利

益
（

③
-④

）
 

10
0 

75
0 

24
50

 
⑥

 
営

業
外

損
益

 
※

 
0 

0 
0 

⑦
 

経
常

利
益

（
⑤

-⑥
）

 
10

0 
75

0 
24

50
 

必
要

資
金

 
金

 
額

 
調

達
方

法
 

金
額

 
九

州
各

地
へ

の
視

察
や

人
件

費
 

機
材

費
 

     

20
0 

40
0 

九
州

大
学

か
ら

の
支

援
 

      

60
0 

38 

8.
 

別
 

紙
 

 
添

付
資

料
（

カ
タ

ロ
グ

・
写

真
・

記
事

）
等
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P斤
属
名
 
工
学
部

学
 
校
 
名
 
宮
崎
大
学

共
同
提
案
者
名

レ
ー

リ
テ

キ事
 
業
 
名
  
 N
ai
lW
e‖
ne
ss

代
表
者
名
前
田
瑞
住

心 ０

曼
付
番
号

第
5回
宮
崎
・
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
計
画
書

1.
あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
概
要
を
固
潔
に
(1
50
文
字
程
度
)に
支
軍
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

①
誰
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
か
?

②
あ
な
た
が
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
果
た
す
役
割
(社
会
的
憲
義
)は
何
で
す
か
?

③
ど
う
や
つ
て
収
益
を
得
ま
す
か
?

等
の
要
素
を
重
り
込
ん
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

Na
WW
et
he
ss
は
、
爪
を
い
し
る
癖
の
矯
正
と
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
・
睡
眠
の
質
を
計
測
・
管
理
す
る
ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
デ
パ

イ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
爪
や
指
の
皮
を
む
し
否
癖
を
持
つ
個
人
や
そ
の
保
護
者
、
ス
ト
レ
ス
管
理
を
重
視

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
そ
し
て
治
療
を
受
け
る
患
者
で
す
。
セ
ン
サ
ー
技
術
と
機
械
学
習
を
活
用
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
動

作
と
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
検
知
、
ア
プ
リ
を
通
し
て
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
を
提
供
し
ま
す
。
収
益
は
デ
パ
イ
ス
販
売
と
ア
プ
リ

の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
得
ま
す
。

2.
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
具
体
的
内
容

製
“名
前
田
:

●
 
ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
:指
に
装
着
す
る
リ
ン
グ
型
デ
パ
イ
ス
。
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ー
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
、
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン

サ
ー
、
心
拍
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
、
指
の
動
作
と
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
高
精
度
で
検
知
し
ま
す
。

・
 
動
作
検
知
:ユ
ー
ザ
ー
が
爪
を
い
じ
る
動
作
を
行
っ
た
際
、
ス
マ
ホ
に
通
知
が
届
き
、
ス
マ
ホ
の
振
動
で
知
ら
せ
ま
す
。

特
定
の
動
作
パ
タ
ー
ン
(例
え
ば
、
指
が
顔
や
日
元
に
近
づ
く
動
き
や
爪
同
士
が
接
触
す
る
動
作
)を
検
出
し
ま
す
。

・
 
ス
ト
レ
ス
レ
ペ
ル
の
計
測
:心
拍
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
心
拍
変
動
(H
RV
)を
測
定
し
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
監
視
し
ま
す
。

・
 
睡
眠
の
質
の
測
定
:心
拍
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
心
拍
変
動
(H
RV
)を
測
定
、
搭
載
さ
れ
て
い
る
加
速
度
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
中
の
動
き
を
検
知
し
、
睡
眠
の
質
を
測
定
し
ま
す

o 
ス
マ
ホ
ア
プ
ツ
:デ
バ
ィ
ス
か
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
提
供
し
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の
動
作
デ
ー
タ
と
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
記
録
・
分
析
し
、
癖
の
改
善
と
ス
ト
レ
ス
管
理
に
役
立
て
ま
す
。

●
 
オ
ン
・
オ
フ
機
能
:常
に
計
測
す
る
の
で
は
な
く
オ
ン
・
オ
フ
を
切
り
替
え
る
機
能
を
付
け
る
こ
と
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー

の
節
約
、
誤
作
動
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

*癖
の
測
定
だ
け
で
な
く
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
の
計
測
と
睡
眠
の
質
の
測
定
を
行
う
こ
と
で
購
入
す
る
か
―
ド
ル
を
下
げ

る

"
舞 軸
路

国
1:
製
品
詳
細

3.
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場

・
 
爪
・
指
の
皮
を
い
じ
っ
て
し
ま
う
個
人

・
 
健
康
志
向
の
個
人

・
 
子
供
の
爪
を
噛
む
癖
を
矯
正
し
た
い
親

・
 
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者

イ
ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
が
欲
し
い
人
で
は
な
く
癖
の
矯
正
を
し
た
い
人
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

市
場
規
模

:

・
 
健
康
管
理
市
場
:世
界
的
な
健
康
管
理
市
場
は
急
速
に
成
長
し
て
お
り
20
22
年
に
87
6億
米
ド
ル
と
評
価
さ
れ
、
CA
GR

15
94
%で
成
長
し
、
20
29
年
に
は
市
場
規
模
2,
46
7億
8,
60
0万
米
ド
ル
に
達
し
ま
す

ht
tp
ド
//
ww
w.
Fi
i 
CO
 p
/r
ep
or
t/
kぃ
11
45
71
30
-w
ea
ra
bl
e―
de
vi
ce
s―
ma
rk
et
 r
or
ec
as
ts
―
rr
om
 h
tn
l

ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
市
場
:ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
の
世
界
市
場
は
20
24
年
に
2,
00
5万
米
ド
ル
を
占
め
、
予
測
期
間
中
の

CA
GR
は
30
9%
で
成
長
し
、
20
30
年
に
は
1億
9,
06
5万
米
ド
ル
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

ht
tp
s:
//
―
gi
i 
cO
 j
p/
rけ
po
rt
/s
mr
c1
50
33
84
‐
sm
ar
t‐
ri
ng
s―
ma
rk
et
―
fO
rc
ca
st
s‐
gl
ob
』
‐ a
na
ly
si
s‐
by
 h
im
I

ス
ト
レ
ス
管
理
市
場
:ス
ト
レ
ス
管
理
市
場
も
拡
大
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
関
連
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
ht
tp
s:
//
DI
ti
ne
s 
iD
/m
ai
n/
ht
n1
/r
dん
/0
00
00
41
20
 0
00
06
74
00
 h
tm
l

需
要
人
数
:世
界
中
で
釉
5%
が
爪
を
噛
む
癖
や
皮
膚
を
む
し
る
癖
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
。
公
認
心
理

士
 
認
知
行
動
療
法
専
門
家
吉
永
 
尚
紀
教
授
に
よ
る
と
身
体
集
中
反
復
行
動
症
の
人
は
全
人
口
の
24
%程
度
(抜

毛
症
な
ど
合
む
)こ
の
う
ち
爪
や
指
の
皮
膚
人
口
の
3～
5%
程
度
い
る
と
み
て
良
い
と
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

日
本
の
人
口
の
内
4%
が
こ
の
癖
が
あ
る
と
し
ま
す
。
す
る
と
国
内
だ
け
で
4,
80
01
00
0人
の
患
者
が
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
グ
1個
5,
00
0円
で
販
売
す
る
と
し
ま
す
。
癖
の
あ
る
人
の
10
%が
使
用
す
る
と
な
,8
00
,0
00

人
×
01
×
5,
00
0円
と
な
リ
デ
バ
イ
ス
の
販
売
だ
け
で
2,
40
0,
00
0,
00
0円
の
収
益
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
価
格
戦

略
に
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
通
知
し
て
く
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
機
能
の
更
な
る
収
益
が

見
  
  
  
  
込
  
  
  
  
め
  
  
  
  
ま
  
  
  
  
す
  
  
  
  
。

ht
t,
si
//
―
w 
re
se
ar
ch
ga
te
 n
et
/D
ub
IC
at
lo
n/
24
02
11
31
 S
ki
nっ
ic
kれ
g 
be
ha
vi
Or
s 
An
 e
xa
mi
na
ti
on
 o

F 
th
e 
pr
ev
al
en
ce
 a
nd
 s
ev
er
it
v 
in
 a
 c
om
mu
ni
tv
 s
am
っ
le

製
品
の
特
徴
と
利
便
性
:

・
 
差
別
化
:他
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
と
異
な
り
、
皮
膚
を
む
し
る
な
ど
の
癖
の
矯
正
が
目
的
で
す
。
こ
の
癖
の
矯
正

を
日
指
し
て
い
る
世
界
初
の
デ
パ
イ
ス
で
す
。

・
 
効
果
:癖
の
増
減
に
よ
っ
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
提
供
す
る
た
め
、
自
分
の
行
動
を
見
直
し
、
癖
を
効
果
的
に
改
善

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
 
多
機
能
化
:た
だ
の
癖
の
矯
正
で
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
や
睡
眠
の
質
を
測
定
で
き
る
よ
う
に
し
、

普
段
の
健
康
管
理
に
使
用
で
き
る
デ
バ
イ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

●
 
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
ツ
ー
:シ
ン
ブ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
直
感
的
な
操
作
で
、
日
常
生
活
に
自
然
に
溶
け
込
む
デ
パ
イ
ス

で
す
。

B.
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
戦
略
、
類
似
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
'日

選
点
、
事
業
上
の
リ
ス
ク
琴

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
:

1 
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
:S
NS
、
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
を
活
用
し
、
タ
ー
グ
ッ
ト
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

In
st
ag
ra
mや
、
X(
Tw
it
te
r)
,y
ou
tu
be
 
・
F2
ce
bo
ok
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
フ
オ
~ム
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

中

●
●
・
―
D



卜 Ｐ

い
ま
す
。

2 
提
携
:健
康
グ
ッ
ズ
や
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
の
提
携
で
販
路
を
拡
大
し
ま
す
。
例
え
ば
、
大
手
家
電
量
販
店
や
オ

ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。
大
手
企
業
と
か
に
売
り
込
み
を
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

価
格
戦
略

:

・
 
顧
客
へ
の
価
格
:ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
1個
あ
た
り
Y5
,0
00
程
度
の
価
格
帯
を
設
定
し
ま
す
。
こ
の
価
格
常
は
、
一
般
的

な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
ラ
ッ
カ
ー
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
と
同
程
度
で
す
。

・
 
サ
プ
ス
ク
リ
ノ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
ブ
レ
ミ
ア
ム
機
能
を
月
額
¥5
00
で
提
供
し
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
機
能

で
は
、
詳
細
な
デ
ー
タ
分
析
や
パ
ー
ン
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
と
は
具
体
的
に
は

行
動
が
改
善
さ
れ
た
.改
善
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
専
門
家
協
力
の
も
と
息
者
に
適
当
な
ア
ド
バ
イ
ヌ
を
送
り

ま
す
。

価
格
戦
略
:

・
 
頑
客
へ
の
価
格
:ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
lI
層
あ
た
り
¥5
,0
00
の
価
格
帯
を
設
定
し
ま
す
。
こ
の
価
格
帯
は
、
一
般
的
な
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
ラ
ッ
カ
ー
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
と
同
程
度
で
す
。

・
 
サ
ブ
ス
タ
リ
ノ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
:ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
機
能
を
月
額
¥5
00
で
提
供
し
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
機

能
に
は
、
詳
細
な
デ
ー
タ
分
析
や
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。

競
合
分
析
:

・
 
競
合
商
品
:現
在
市
場
に
は
、
爪
を
い
じ
る
癖
を
特
定
し
、
ス
ト
レ
ス
管
理
機
能
を
持
つ
リ
ン
グ
型
デ
バ

イ
ス
が
存
在
し
な
い
た
め
、
先
行
者
利
益
が
見
込
め
ま
す
。
既
存
の
フ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
ト
イ
ゃ
ス
ト
レ
ス
管
理
ア
ブ
リ
と

は
異
な
り
、
高
精
度
な
動
作
検
知
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
提
供
し
ま
す
。

・
 
優
位
性
:高
精
度
な
動
作
検
知
と
ス
ト
レ
ス
管
理
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
で
差
別
化
を

図
り
ま
す
。
特
に
、
指
に
直
接
装
着
す
る
こ
と
で
検
知
精
度
を
向
_L
さ
せ
ま
す
。

実
藤
に
効
果
を
見
込
め
る
の
か

。
宮
崎
大
学
教
授
 
看
護
師
・
公
認
心
理
士
 
認
知
行
動
療
法
専
F弓
家
 
吉
永
 
尚
紀
教
授

・
東
京
家
政
大
学
教
授
 
大
文
学
部
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
 
岡
島
 
義
教
授

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
部
 
学
術
協
力
研
究
員
 
臨
床
心
理
士
。
公
認
心
理
師
。
専
門
は
認
知
行
動
療
法
。

中
島
美
鈴
先
生

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
神
経
性
審
医
学
教
室
 
病
院
講
師
 
専
門
分
野
 
精
神
科
全
般
、
児
童
精
神
医
学
 
医
学

博
士
 
平
井
 
香
先
生

全
員
か
ら
指
の
皮
膚
や
爪
を
む
し
っ
て
し
ま
う
癖
の
改
善
に
効
果
を
見
込
め
る
と
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

類
似
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
相
違
点

タ
ー
ダ
ッ
ト
層
の
違
い

o 
Nd
tt
d礎
弱
:爪
を
い
し
る
癖
の
矯
正
と
ス
ト
レ
ス
管
理
を
目
的
と
し
た
ス
マ
ー
ト
リ
ン
グ
。
癖
を
無
く

人
や
親
子
市
場
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
タ
ー
グ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

類
似
ビ
ジ
ネ
ス
:一
般
的
な
ス
ト
レ
ス
管
理
デ
バ
イ
ス
や
フ
ィ
ジ
ェ
ッ
ト
ト
イ
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
集
中
力
向
上
を

目
的
と
し
て
お
り
、
特
定
の
動
作
(爪
を
い
じ
る
癖
)の
矯
正
に
は
特
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

製
品
形
状
と
装
着
部
位

Nd
W』
延
器
:指
に
装
着
す
る
リ
ン
グ
型
デ
バ
イ
ス
で
、
直
接
指
の
動
き
を
検
知
。
リ
ン
グ
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
装

着
が
自
然
で
日
常
生
活
に
溶
け
込
み
や
す
い
。

類
似
ピ
ジ
ネ
ス
:ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
、
手
首
に
装
着
す
る
デ
バ
イ
ス
が
主
流
。

指
の
動
き
を
直
接
検
知
す
る
も
の
は
少
な
い
。

機
能
と
セ
ン
サ
ー
技
術

N』
Wd
ws
st
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ー
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
、
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
、
心
拍
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
、
爪
を
い

じ
る
動
作
と
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
高
精
度
で
検
知
。
動
作
検
知
と
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
、
睡
眠
質
の
二
重
管
理
が
可
能
。

頬
似
ビ
ジ
ネ
ス
:ス
ト
レ
ス
管
理
デ
バ
イ
ス
は
主
に
心
拍
セ
ン
サ
ー
や
皮
膚
電
位
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
ス
ト
レ
ス
レ
ベ

ル
を
計
測
し
ま
す
が
、
特
定
の
動
作
(爪
を
い
じ
る
動
作
)の
検
知
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

事
業
上
の
リ
ス
ク
:

・
 
技
術
的
ジ
ス
ク
:セ
ン
サ
ー
の
精
度
や
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
調
整
が
必
要
で
す
。
技
術
的
な
課
題
を
克
服
す
る

た
め
に
、
継
続
的
な
研
究
開
発
と
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

・
 
市
場
受
容
性
:新
製
品
と
し
て
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
不
確
定
で
す
。
初
期
ユ
ー
ザ
ー
の
フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
基

に
、
製
品
の
改
良
を
続
け
ま
す
。

・
 
競
合
:類
似
製
品
が
登
場
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
市
場
調
査
と
競
合
分
析
を
通
じ
て
、
常
に
競
争
力
を
維
持
し
ま

す
。

4.
こ
の
事
業
に
関
す
る
あ
な
た
の
経
験
、
技
能
、
資
構
、
特
許
、
ノ
ウ
八
ウ
な
ど

私
は
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
暇
で
あ
っ
た
リ
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
り
す
る
と
、
爪
や
周
辺
の
皮
膚
を
い
し
っ
て
傷
つ
け
て
し
ま
う
癖

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
癖
は
自
分
自
身
で
無
意
識
に
行
つ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
、
や
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
し
た
。
同
じ

よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
た
い
と
思
い
、
私
は
こ
の
製
品
を
考
案
し

ま
し
た
。

私
は
工
業
高
校
で
3年
間
、
大
学
に
入
つ
て
2年
と
少
し
の
間
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
の
で
そ
の
ノ
ウ
ノ`
ウ
を
活
か

せ
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
に
は
相
談
で
き
る
教
授
や
先
輩
な
ど
が
多
く
い
る
の
で
様
々
な
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

5.
事
業
の
社
会
貢
献
度
(社
会
課
題
解
決
)、
実
現
性
や
将
来
の
事
業
家
と
し
て
の
抱
負

社
会
貢
献
度

:

ス
ト
レ
ス
管
理
:ス
ト
レ
ス
の
測
定
・
睡
眠
の
測
定
を
行
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
の
管
理
に
貢
献
し
ま
す
。

癖
の
矯
正
:N
tt
ll
Ve
Ⅱ
ne
ss
は
、
爪
を
い
じ
る
癖
を
軽
減
し
、
健
康
維
持
に
寄
与
し
ま
す
。

親
子
関
係
の
改
善
:子
供
の
爪
を
噛
む
癖
を
矯
正
す
る
こ
と
で
、
親
子
関
係
の
改
善
に
貢
献
し
ま
す
。
親
が
子
供
の
健

康
を
守
る
手
助
け
を
し
ま
す
。

し
た
い
の
個



実
現
性

技
術
的
実
現
性
:既
存
の
セ
ン
サ
ー
技
術
と
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
ジ
ズ
ム
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
爪
を
い
じ
る
動
作
と
ス

ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
高
精
度
で
検
知
可
能
で
す
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
開
発
と
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
技
術
的
な
課
題
を
解
決

し
ま
す
。

市
場
の
受
容
性
:健
康
管
理
と
ス
ト
レ
ス
管
理
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
適
切
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
成
功

の
見
込
み
が
あ
り
ま
す
。
初
期
ユ
ー
ザ
ー
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
基
に
、
キ 製
I亀
の
改
良
を
続
け
ま
す
。

試
作
機
を
実
際
に
作
成
し
た

:

囲
2:
灘
作
機

市
販
の
セ
ン
サ
ー
を
使
用
し
実
際
に
デ
モ
機
を
作
成
し
た
。
タ
ッ
チ
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
ら
ス
イ
ッ
チ
ON
と
な
り
、
も
う
一
度

押
し
た
ら
OF
Fに
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
爪
を
い
じ
っ
た
動
き
に
合
わ
せ
る
た
め
に
3回
細
か
く
振
動
し
た
ら
反
応

す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
HR
Vを
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
の
測
定
も
可
能
で
す
。

将
来
の
抱
負

製
品
ラ
イ
ン
の
拡
充
:N
ai
lV
en
nc
ss
の
成
功
を
基
盤
に
、
さ
ら
な
る
健
康
管
理
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

国
際
展
開
:国
内
市
場
で
の
成
功
を
基
に
、
海
外
市
場
へ
の
展
開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
北
米
や
欧
州
市
場
に

お
け
る
健
康
管
理
デ
バ
イ
ス
の
需
要
に
応
え
ま
す
。

治
療
機
田
;爪
い
じ
り
、
皮
膚
む
し
り
だ
け
で
は
な
く
、
抜
毛
症
な
ど
を
含
め
た
身
体
集
中
反
復
行
動
症
全
般
を
解
決

で
き
る
よ
う
な
器
具
を
目
指
し
ま
す
。

精
度
:よ
り
精
度
を
上
げ
て
実
際
に
病
院
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
治
療
補
助
器
具
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
1健
康
管
理
と
ス
ト
レ
ス
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
健
康
向
上
に
寄
与

し
ま
す
。
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、
Na
il
Ve
ll
ne
ss
が
爪
を
い
じ
る
癖
を
効
果
的
に
矯
正
し
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
・
睡
眠
の
質
を
管
理

す
る
こ
と
で
、
購
買
意
欲
を
高
め
、
健
康
維
持
と
ス
ト
レ
ス
管
理
に
貢
献
す
る
革
新
的
な
デ
バ
イ
ス
と
し
て
、
市
場
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(単
位
:干
円
)

ヽ 博

7.
資
金
計
画

8.
悔
J 
観
 
添
付
資
料
(カ
タ
ロ
グ
・
写
真
・
記
事
)等

醜

|こ

'|
″・ヤ
鞠
醸
塩 脚 　 　 ｔ ＼ “

第
5期

(2
02
9年
〕

50
′
00
0

25
′
00
0

25
′
00
0

1,
00
0

18
′
00
0

6′
00
0

20
0

58
00

第
4期

(2
02
8年
)

30
,0
00

15
′
00
0

15
′
00
0

2′
00
0

20
,0
00

-7
′
00
0

20
0

"7
′
20
0

第
3期
(2
02
7年

)

10
,0
00

5,
00
0

5′
00
0

3.
00
0

15
′
00
0

-1
3,
00
0

20
0

-1
3′
20
0

第
2期
(2
02
6年
)

0 8 0 4
,0
00

15
,0
00

-1
9′
00
0

20
0

-1
9′
20
0

第
1期

`2
02
54
〒

)

0 0 0 5
,0
00

12
,0
00

-1
7′
00
0

20
0

-1
7′
20
0

①
売
上
高

②
売
上
原
価

※

⑤
粗
利
(①
―

②
)

④
開
発
資

⑤
販
売
費

※

⑤
営
業
利
(③

― ④
― ⑤
)

②
営
業
外
損

益

◎
経
常
利
益

(⑤
― ②
)

金
額

9,
50
0

50
0

2,
00
0

7,
00
0

調
達
方
法

自
己
資
金

個
人
投
資
家

ク
ラ
ウ
ド
フ
ア
ン
デ
イ
ン
グ

合
計

金
額

9,
50
0

1,
00
0

1,
00
0

50
0

1,
00
0

4,
00
0

2,
00
0

1,
00
0

必
要
資
金

設
偏
資
金

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
買

製
造
設
備
買

IT
イ
ン
フ
ラ
費
用

運
転
資
金

広
告
宣
伝
買

人
イ′
●
資

材
料
買

運
営
費
用

総
合
計

6.
売
上
・
利
益
計
画

リ
ン
グ
の
装
着
イ
メ
ー
ジ



  
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

第
回

 2
4

九
州

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
・

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

 事
業

計
画

書
 

 
学

 
校

 
名

 
筑

紫
女

学
園

大
学

 
代

表
者

名
 

坂
本

 
明

日
香

 

共
同

提
案

者
名

 
戦

 
晶

茁
 

事
 

業
  

名
 

新
し

い
歩

行
器

開
発

 

キャ
ッチ

フレ
ーズ

 
ラ

ク
ア

ル
 

～
楽

に
歩

く
為

の
パ

ー
ト

ナ
ー

に
～

 

 1.
 

あ
な

た
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

概
要

を
簡

潔
に

(1
50

文
字

程
度

）
に

文
章

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
①

 
 誰

に
、

何
を

、
ど

の
よ

う
に

し
て

提
供

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

で
す

か
?

 
 

 
②

 あ
な

た
が

こ
の

ビ
ジ

ネ
ス

で
果

た
す

役
割

（
社

会
的

意
義

）
は

何
で

す
か

?
 

 
 

③
 ど

う
や

っ
て

収
益

を
得

ま
す

か
?

 
 

等
の

要
素

を
盛

り
込

ん
で

ま
と

め
て

く
だ

さ
い

。
 

  
私

た
ち

は
車

椅
子

と
杖

の
間

に
位

置
す

る
よ

う
な

新
し

い
ス

タ
イ

ル
の

歩
行

補
助

具
(歩

行
器

)を
提

案
し

ま
す

。
こ

の
ビ

ジ
ネ

ス
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

第
一

段
階

で
は

、
軽

度
の

身
体

障
が

い
者

を
対

象
と

し
、

第
2

段
階

で
は

老
化

に
よ

り
歩

行
が

困
難

と
な

っ
た

高
齢

者
を

考
え

て
い

ま
す

。
医

療
用

で
は

な
く

日
常

使
い

で
き

る
こ

と
に

重
点

を
置

き
、

段
階

を
踏

ん
で

利
用

者
を

広
げ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

貰
い

な
が

ら
汎

用
性

を
高

め
て

い
く

こ
と

で
福

祉
用

具
と

し
て

の
認

知
を

確
立

し
、

収
益

を
得

る
予

定
で

す
。

 
 2.

 
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
具

体
的

内
容

 
【

着
眼

点
・

き
っ

か
け

】
 

共
同

提
案

者
の

戦
さ

ん
は

、
四

肢
に

麻
痺

が
あ

り
1

人
で

行
動

す
る

こ
と

に
不

安
を

抱
え

て
い

ま
す

。
幼

い
頃

か
ら

の
リ

ハ
ビ

リ
を

経
て

自
力

で
歩

い
て

い
ま

し
た

が
、

広
い

大
学

で
は

、
体

力
の

消
耗

を
軽

減
す

る
た

め
に

車
椅

子
を

利
用

し
て

い
ま

す
。

 
一

般
的

に
使

わ
れ

て
い

る
手

押
し

車
タ

イ
プ

の
歩

行
器

(別
紙

参
照

ⅰ
)は

、
操

作
が

難
し

く
、

両
手

が
塞

が
る

、
安

定
性

に
欠

け
る

な
ど

の
課

題
が

あ
り

ま
す

。
戦

さ
ん

は
、

こ
れ

ら
の

理
由

か
ら

手
押

し
車

タ
イ

プ
の

歩
行

器
で

は
十

分
な

歩
行

補
助

が
得

ら
れ

な
い

と
感

じ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
肢

体
不

自
由

者
で

あ
る

本
人

は
重

い
荷

物
を

手
で

持
つ

こ
と

が
難

し
い

の
で

物
を

か
け

る
こ

と
が

で
き

、
安

定
性

が
高

く
、

日
常

的
に

使
用

で
き

る
よ

う
な

機
能

が
付

い
た

歩
行

器
が

欲
し

い
と

考
え

ま
し

た
。

私
は

「
も

っ
と

楽
に

歩
き

た
い

!
そ

ん
な

道
具

が
欲

し
い

!
」

と
い

う
思

い
を

汲
ん

で
素

直
に

一
緒

に
実

現
さ

せ
た

い
と

思
い

、
私

た
ち

は
、

新
し

い
歩

行
器

を
作

る
こ

と
を

決
意

し
ま

し
た

。
 

 【
事

業
内

容
】

 
そ

の
中

で
『

PC
W

』
と

い
う

医
療

で
使

わ
れ

て
い

る
歩

行
器

に
着

目
し

ま
し

た
。

(別
紙

参
照

ⅱ
)こ

の
『

PC
W

』
は

利
用

者
を

囲
む

形
な

の
で

安
定

感
が

あ
る

こ
と

や
利

用
者

の
身

体
に

ぴ
っ

た
り

つ
い

て
く

る
の

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

気
を

遣
う

必
要

が
な

い
こ

と
が

特
徴

で
あ

り
、

こ
の

機
能

性
を

参
考

に
し

な
が

ら
他

に
も

機
能

を
付

け
ら

れ
な

い
か

、
も

っ
と

形
に

オ
リ

ジ
ナ

ル
性

を
出

せ
な

い
か

を
考

え
て

い
く

こ
と

に
し

ま
し

た
。

 
 

【
新

規
性

・
魅

力
的

な
も

の
に

す
る

た
め

の
案

】
 

こ
の

ラ
ク

ア
ル

は
医

療
用

で
は

な
く

、
日

常
使

い
が

出
来

る
所

が
特

徴
で

す
。

現
段

階
で

は
、

医
療

・
リ

ハ
ビ

リ
目

的
の

歩
行

器
は

存
在

し
て

い
ま

す
が

、普
段

使
い

で
き

る
歩

行
器

は
普

及
し

て
い

な
い

の
で

そ
こ

を
新

規
性

と
考

え
ま

す
。ま

た
、

車
椅

子
を

実
際

利
用

し
て

い
る

本
人

の
意

見
の

元
、

雨
の

日
の

外
出

が
可

能
、

安
定

性
の

高
さ

、
荷

物
を

か
け

る
こ

と
が

可
能

、
夜

間
に

歩
く

時
の

ラ
イ

ト
が

付
い

て
い

る
と

い
う

よ
う

な
多

機
能

な
要

素
を

付
け

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
、

実
現

で
き

れ
ば

強
み

に
な

る
と

考
え

ま
し

た
。

 
将

来
的

に
汎

用
品

と
し

て
販

売
す

る
際

に
は

、
使

う
人

が
楽

し
め

る
よ

う
な

オ
プ

シ
ョ

ン
と

し
て

そ
れ

ら
を

追
加

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

に
し

、
使

う
人

よ
っ

て
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
な

も
の

に
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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車
椅
子

 
現
在
、
大
学
で
利
用
し
て
い
る
も
の

 

手
押
し
歩
行
器

 
歩
き
た
い
時
に
使
う
も
の
と
し
て
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

(操
作
性
×
、
両
手
塞
が
る
、
安
定
性
が
な
い

) 

P
C

W
 

リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た
機
能
性
が
高
い
医
療
用
歩
行
支
持
型
歩
行
器

 

ラ
ク
ア
ル

 
普
段
遣
い
で
き
る
、
多
機
能
歩
行
器

(カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
な
歩
行
補
助
具

) 

 
  

 
3.

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

、
類

似
ビ

ジ
ネ

ス
と

の
相

違
点

、
事

業
上

の
リ

ス
ク

等
 

 【
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

】
 

 
当

面
は

身
体

障
が

い
者

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
す

る
が

、
将

来
的

に
は

皆
が

高
齢

者
に

な
り

「
歩

行
」

に
つ

い
て

の
壁

に
ぶ

つ
か

る
問

題
だ

か
ら

そ
こ

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

を
今

後
作

っ
て

い
く

予
定

で
す

。
 

ま
ず

、
制

作
技

術
段

階
で

は
戦

さ
ん

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

を
造

り
ま

す
。

そ
れ

を
元

に
支

援
学

校
や

病
院

な
ど

で
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
貰

い
、

第
2

段
階

の
汎

用
品

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
を

造
り

ま
す

。
 

次
に

販
売

戦
略

と
し

て
は

、
当

面
成

人
の

軽
度

の
障

害
者

を
対

象
と

し
て

販
売

を
行

い
、

オ
プ

シ
ョ

ン
を

増
や

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

手
押

し
車

や
杖

と
同

じ
よ

う
に

将
来

は
誰

も
が

使
え

る
日

常
の

歩
行

補
助

具
に

し
て

い
き

ま
す

。
 

 
 【

類
以

ビ
ジ

ネ
ス

と
の

相
違

点
】

 
・

手
押

し
車

は
単

な
る

杖
の

代
わ

り
に

す
ぎ

な
い

が
、

ラ
ク

ア
ル

は
安

定
性

が
高

い
歩

行
補

助
具

 
・

PC
W

は
医

療
器

具
で

あ
る

た
め

普
段

使
い

で
き

な
い

が
、

ラ
ク

ア
ル

は
雨

の
日

の
外

出
も

可
能

に
す

る
も

の
 

 【
事

業
上

の
リ

ス
ク

】
 

 １
．

 
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
で

あ
る

が
、

コ
ス

ト
が

か
か

り
過

ぎ
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

 
２

．
 

一
人

一
人

に
合

う
か

が
保

証
で

き
な

い
こ

と
 

３
．

 
高

齢
者

に
提

供
し

た
場

合
、

新
し

い
も

の
に

抵
抗

感
を

感
じ

る
恐

れ
が

あ
る

こ
と

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4.
 

こ
の

事
業

に
関

す
る

あ
な

た
の

経
験

、
技

能
、

資
格

、
特

許
、

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

 
（

注
1）

特
許

出
願

前
の

も
の

は
、

応
募

に
よ

り
特

許
取

得
で

き
な

く
な

り
ま

す
の

で
ご

注
意

し
く

だ
さ

い
。

 
（

注
２

）
特

許
申

請
を

し
た

だ
け

で
は

、
許

可
さ

れ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
し

、
特

許
が

あ
っ

て
も

『
採

算
性

』
が

あ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

 
 ・

従
来

な
か

っ
た

歩
行

器
を

作
る

予
定

な
の

で
特

許
を

取
得

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
 

・
メ

ン
バ

ー
の

一
人

が
当

事
者

な
の

で
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
十

分
で

き
る

こ
と

 
 5.

 
事

業
の

社
会

貢
献

度
（

社
会

課
題

解
決

）、
実

現
性

や
将

来
の

事
業

家
と

し
て

の
抱

負
 

 
1

人
の

メ
ン

バ
ー

の
想

い
を

実
現

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

他
の

身
体

障
が

い
者

の
方

や
高

齢
者

の
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
歩

い
て

い
き

た
い

と
い

う
願

い
を

実
現

す
る

こ
と

に
よ

り
生

活
を

豊
か

に
す

る
こ

と
が

自
分

達
の

達
成

し
た

い
こ

と
で

す
。

 
  6.

 
売

上
・

利
益

計
画

 

 
第

１
期

 
（

20
25

年
）

 
第

２
期

 
（

20
26

年
）

 
第

３
期

 
（

20
27

年
）

 
①

 
売

上
高

 
０

 
1,

75
0 

17
,5

00
 

②
 

売
上

原
価

 
※

 
1,

20
0 

6,
00

0 
12

,0
00

 



（
単

位
:

千
円

）
 

●
 

記
入

単
位

は
千

円
で

す
の

で
、

間
違

え
な

い
よ

う
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

●
 

売
上

高
と

事
業

ご
と

に
必

要
な

経
費

を
し

っ
か

り
予

測
し

、
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
【

上
記

※
の

解
説

】
 

売
上

原
価

…
そ

の
商

品
を

作
る

の
に

必
要

な
費

用
。

主
に

仕
入

れ
に

か
か

る
費

用
、

原
材

料
費

等
 

販
売

費
…

営
業

活
動

に
必

要
な

費
用

。
人

件
費

・
販

促
費

・
旅

費
交

通
費

・
雑

費
等

 
営

業
外

損
益

…
本

業
以

外
の

利
益

と
損

失
の

合
計

。
特

に
な

い
な

ら
0

で
計

上
 

 
2 

売
上

高
 

第
2

期
 

35
0,

00
0×

5(
台

)＝
1,

75
0,

00
0

円
 

第
3

期
 

35
0,

00
0×

50
(台

)＝
17

,5
00

,0
00

円
 

 7.
 

資
金

計
画

 
（

単
位

:
千

円
）

 

   8.
 

別
 

紙
 

 
添

付
資

料
（

カ
タ

ロ
グ

・
写

真
・

記
事

）
等

 
 

参
照

ⅰ
 

手
押

し
車

タ
イ

プ
の

歩
行

器
 

 引
用

 
→

 h
tt

ps
:/

/s
ho

p.
ke

nk
o-

to
ki

na
.c

o.
jp

/v
ie

w
/i

te
m

/0
00

00
00

06
16

5?
ca

te
go

ry
_p

ag
e_

id
=

ct
17

90
 

 

③
 

粗
利

（
①

-②
）

 
－

1,
20

0 
－

4,
25

0 
５

,5
00

 
④

 
販

売
費

 
※

 
4,

50
0 

1,
50

0 
1,

50
0 

⑤
 

営
業

利
益

（
③

-④
）

 
－

5,
70

0 
－

5,
75

0 
4,

00
0 

⑥
 

営
業

外
損

益
 

※
 

０
 

0 
0 

⑦
 

経
常

利
益

（
⑤

-⑥
）

 
－

5,
70

0 
－

5,
75

0 
4,

00
0 

必
要

資
金

 
金

 
額

 
調

達
方

法
 

金
額

 
【

開
業

費
】

 
製

造
開

発
費

・
資

材
費

 
(試

作
品

の
仕

入
れ

、
原

材
料

等
) 

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

開
発

費
 

 【
運

営
費

】
 

宣
伝

広
告

費
 

(出
展

料
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

利
用

料
) 

ラ
ク

ア
ル

の
点

検
・

整
備

費
 

在
庫

管
理

費
 

 
6,

00
0  

20
0   

３
,8

00
  

80
0 

20
0 

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
 

ベ
ン

チ
ャ

ー
キ

ャ
ピ

タ
ル

 
融

資
（

日
本

政
策

金
融

公
庫

）
 

自
己

資
金

 
    

1,
50

0 
5,

00
0 

3,
00

0 
1,

50
0 

44 

 
参

照
ⅱ

 
PC

W
（

ポ
ス

チ
ャ

ー
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ウ

ォ
ー

カ
ー

）
 

 引
用

 
→

 h
tt

ps
:/

/w
w

w
.p

-s
up

pl
y.

co
.jp

/p
ro

du
ct

s/
in

de
x.

ph
p?

ac
t=

de
ta

il&
pi

d=
10

6 



【様
式
1】

第
5回
九
二
大
起
業
家
コ
ン
テ
ス
ト

【提
案
書
】

※
本
提
案
書
は
、
様
式
1と
様
式
2で
す
。

※
記
馘
い
た
だ
い
た
内
容
は
本
コ
ン
テ
ス
ト
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
【様
式
1】
は
1ペ
ー
ジ
で
す
。
各
の々

'l
の

幅
や
行
数
は
適
宜
変
更
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

【様
式
2】

※
【様
■
2】
は
2ペ
ー
ジ
で
す
。各々
の
欄
の
幅
や
行
数
は
適
‐ 旦
変
更
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

1 
発
案
の
動
機
に
つ
い
て

の
案
の
き
つ
か
け
や
動
機
、
想
し

2ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
内
容
に
つ
い
て

る
製
品
や
サ
ー
ビ

的
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

3ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
革
新
的
方
法
に
つ
い
て

プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
培
つ
た
革
新
的
技
術
、
特
許
、
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
格
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

特
許
出
願
前
の
も
の
は

す
の
で
、
記
載
す

九
州
工
業
大
学
で
は
20
12
年
に
超
小
型
衛
星
の
開
発
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
29
機
の
超
小
型
衛
星
を
開
発
・
運
用
し

て
き
た
実
績
を
有
し
て
お
り
、
米
国
の
宇
宙
産
業
の
調
査
会
社
Br
yc
eT
∝
h[
1]
に
よ
る
と
,学
術
機
関
の
中
で
20
14
年

以
降
の
超
小
型
衛
星
の
打
ち
上
げ
数
は
7年
連
続
1位
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
で
初
め
て
6U
サ
イ
ズ
の
超
小

型
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
実
績
を
持
つ

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
元
に
、
可
視
光
波
長
で
宇
宙
背
景
放
射
の
観
測
を
行
い
、
宇
宙
創
成
か
ら
現
在
に
至
る
天
体
形
成

史
の
解
明
を
目
指
す
、
6U
サ
イ
ズ
の
超
小
型
天
文
衛
星
「
VE
RT
EC
S」
を
開
発
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
」
AX
A―

SM
AS
Hプ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
創
出
だ
け
で
な
く
産
学
官
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
成

果
の
産
業
や
他
事
業
の
直
結
等
に
よ
り
、
産
業
振
興
と
宇
宙
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。
VE
RT
EC
Sに
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

機
器
と
し
て
2U
サ
イ
ズ
の
望
遠
鏡
を
、
バ
ス
シ
ス
テ
ム
に
は
姿
勢
制
御
装
置
や
通
信
機
な
ど
の
機
器
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
。
現
在
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
(プ
ロ
ト
タ
ィ
プ
)の
開
発
フ
ェ
ー
ズ
で
、
20
25
年
度
中
の
打
ち
上
げ
を
目
指
し
、
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
衛
星
は
天
文
観
測
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
か
ら
、
地
球
観
測
や
通
信
な
ど

様
々
な
用
途
で
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

[1
]h
tt
pS
:/
/b
ry
ce
te
ch
 c
om
/

4顧
客
層
/マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
堡
つ
い
て

(1
)製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
想
定
さ
れ
る
順
客
層
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
願
客
層
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー

ド リ

作
成
日
:2
02
4年
8
月
21
日

超
小
型
人
工
衛
星
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

民
間
顧
客
向
け
の
6U
サ
イ
ズ
の
人
工
衛
星
の
市
場
は
需
要
が
急
増
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
国
内

で
は
人
工
衛
星
を
開
発
で
き
る
メ
ー
カ
ー
が
圧
倒
的
に
足
り
て
い
な
い
。
本
事
業
で
は
、
超
小
型
衛
星

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
や
、
衛
星
に
搭
載
す
る
部
品
レ
ベ
ル
で
の
設
計

や
開
発
、
試
験
等
の
伴
走
支
援
、
ま
た
超
小
型
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
計
段
階
か
ら
開
発
、
打
ち
上

げ
後
の
運
用
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。

佐
藤
凛
(サ
ト
ウ
リ
ン
)

工
学
部
宇
宙
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

19
1A
20
74

sa
to
 t
tn
26
6@
mB
‖
ky
ut
ec
hj
p

08
0-
79
87
-6
04
5

所
属

lo
Tネ
ッ
ト
ヮ
ー

ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
実
証
研
究
セ

ン
タ
ー

宇
宙
シ
ス
テ
ム

エ
学
研
究
系

工
学
部

工
学
部

リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
は
こ
れ
ま
で
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
つ
た
だ
け
で
な
く
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ヘ
の
投
資
を
行
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
の
勤
務
経
験
も
あ
り
、
事
業
の
立
ち

上
げ
や
資
金
調
達
の
方
法
に
関
す
る
知
識
を
豊
富
に
有
し
て
い
る
。
ま
た
研
究
室
で
は
超
小
型

天
文
衛
星
「
VE
RT
EC
S」
の
開
発
に
も
関
わ
つ
て
い
る
た
め
、
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
方
に
精
通

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
も
と
に
、
超
小
型
衛
星
を
用
い
て
地
球
規
模
の
課
題
解
決
を
目
指
し

て
い
く
。
20
24
年
度
中
に
宇
宙
分
野
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
九
州
工
業
大
学
か
ら
衛
星
開
発
メ

ー
カ
ー
を
先
生
方
と
創
業
し
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
市
場
へ
の
展
開
も
行
い
、
20
30
年

ま
で
に
株
式
市
場
へ
の
上
場
を
目
指
す
。
EX
IT
後
は
起
業
を
志
す
九
州
工
業
大
学
の
学
生
へ

の
支
援
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
九
州
工
業
大
学
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
へ
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

E―
ma
il

na
ka
ya
ma
@e
le
 k
yu
te
ch
 a
cj
p

sa
no
 k
ei
28
8@
ma
‖
ky
ut
ec
hづ
p

iw
ak
iy
us
uk
e9
97
@m
a‖
ky
ut
ec
hj
p

ka
to
ls
am
Ю
72
@m
jL
ky
ut
ec
hj
p

氏
名
(フ
リ
ガ
ナ
)

学
部
・
学
科
/専
攻
・
コ
ー
ス

学
生
番
号

E―
ma
‖

携
帯
電
話
番
号

氏
名
(フ
リ
ガ
ナ
)

中
山
大
輔
(ナ
カ
ヤ
マ
ダ
イ
ス
ケ
)

佐
野
圭
(サ
ノ
ケ
イ
)

岩
木
優
介
(イ
ワ
キ
ユ
ウ
ス
ケ
)

加
藤
勇
(カ
ト
ウ
イ
サ
ミ
)

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

名

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

概
要

(8
00
字
程
度
)

リ
ー
ダ
ー

(九
工
大
学
生
)

※
全
て
の
メ
ン
バ

ー
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ

将
来
の
起
業
家

と
し
て
の
抱
負

い
る
。
し
か
し
、
新
た
に
宇
宙
産
業
に
参
入
す
る
企
業
は
こ
れ
ま
で
超
小
型
衛
星
の
開
発
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
一
か

ら
設
計
と
製
造
を
行
う
の
は
難
易
度
が
大
変
高
い
た
め
、
従
来
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
九
州
工
業
大
学
な
ど
の
研
究
機

関
や
メ
ー
カ
ー
が
そ
の
役
割
を
担
つ
て
い
る
。
順
客
が
通
信
機
や
カ
メ
ラ
、
望
遠
鏡
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
を
開
発
し
、
メ

ー
カ
ー
側
が
人
工
衛
星
の
基
本
機
能
(電
力
や
通
信
、
姿
勢
制
御
)を
担
う
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
開
発
か
ら
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
打
ち
上
げ
後
の
運
用
業
務
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
国
内
に
お
い
て
は
事
業
者
が
2社
し
か
い
な
い
。
新
規
に
超
小

型
衛
星
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
も
、
日
本
国
内
に
衛
星
メ
ー
カ
ー
が
少
な
い
こ
と
か
ら
依
頼
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

Na
no
A胡
o雨
cs
や
En
du
ro
sa
tな
ど
の
海
外
企
業
へ
流
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
超
小
型
衛
星
の
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
は
、
開
発
主
体
が
経
験
の
少
な
い
学
生
で
あ
る
た
め
長
納
期
と
な
り
、
か
つ
リ
ソ
ー
ス
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
依
頼
す
る
こ
と
が
大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
が
超
小
型
衛
星
は
途
上
国
向
け
の
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
ゃ
被
災
地
の
観
測
な
ど
様
々
な

分
野
で
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
研
究
室
で

現
在
日
本
国
内
で
は

や
料
学
観
測
な
ど
、
多
様
な
用
途

て

の
衛
星
開
発
を
通
し

っ
た
。

30
cm
)超
小
型
衛
星
の
バ
ス
シ
ス
テ
ム
(通
信
や
電
源
な
ど
人
工
衛
星
の
基
本
的
な
機
能
を
担
う
機
器
)の
提
供
を
行
う
。

民
間
企
業
や
研
究
期
間
は
カ
メ
ラ
や
望
遠
鏡
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
の
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
や
シ
ー
ズ
は
持
つ
て
い
る
が
、
超

小
型
衛
星
の
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
た
だ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
の
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
,ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
と
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
行
い
、
順
客

の
状
況
に
応
し
て
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
打
ち
上
げ
に
か
か
る
手
続
き
や
打
ち
上
げ
後
の
運
用
業
務
な
ど
も
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
。

10
X1
0X
30
cm
)と
6U

て
3U
サ
イ

民
X2
0X

向
け
に
、
′

チ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
(メ
リ
ッ
ト
)を
提
供
す
る
の
か
を
説
明
し
て
く
だ
さ
し



電
波
関
係

ミ
ッ
シ
ョ
ン
内
容

市
民
衛
星
の
開
発
を
検
討

セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
の
宇
宙
実
証

機
関
名

N社

地
方
自
治
体

K社

超
小
型
衛
量
の
販
売

い
る
。

以
下
の
表
に
、
こ
れ
ま
で
ヒ
ア

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
つ

の
開
発
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
順
客
候
補
は
、
衛
星
メ
ー
カ
ー
向
け
に
通
信
機
や
望
遠
鏡
な
ど
の
機
器
の
販
売
を
検
討
し
て
お
り
、
宇
宙
空
間

で
の
動
作
実
績
を
得
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
に
民
生
品
の
宇
宙
実
証
を
行
う
起
小
型
衛
星
の
開

発
実
績
を
積
み
、
そ
の
実
績
を
元
に
様
々
な
用
途
の
衛
星
を
開
発
を
計
画
す
る
順
客
候
補
へ
の
営
業
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
将
来
的
な
顧
客
と
し
て
、
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
(数
千
・
数
万
機
の
人
工
衛
星
を
連
携
さ
せ
て
一
体
的
に
運
用

す
る
シ
ス
テ
ム
)を
構
築
す
る
事
業
者
が
想
定
さ
れ
る
。
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
に
は
数
十
機
か
ら
数
万

機
の
人
工
衛
星
が
必
要
と
な
る
た
め
、
高
頻
度
で

卜 ６

(2
)競
争
相
手
と
の
差
別
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

や
I

ス
ク
(
に
つ
し

し

6資
金
計
画
に
つ
い
て

し
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
し

顧
客
は
超
小
型
衛
星
の
開
発
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
企
業
が
ほ
と
ん

走
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
初
期
検
討
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
の
開
発
も
含
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
宇

宙
空
間
で
成
立
す
る
か
、
環
境
試
験
と
開
発
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
九
州
工
業
大
学
は
衛

星
製
造
施
設
だ
け
で
な
く
、
宇
宙
環
境
試
験
に
特
化
し
た
世
界
初
の
衛
星
試
験
施
設
を
有
し
て
お
り
、
超
小
型
衛
星
を

「
作
つ
て
す
ぐ
に
試
せ
る
場
」を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
だ
け
で
な
く
、
超
小
型
衛
星
を
製
造
し
て
、
す

ぐ
に
試
験
で
き
る
た
め
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
の
高
い
人
工
衛
星
を
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
既
に
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ク
エ
ッ
ジ
ス
ペ
ー
ス
や
テ
ラ
ス
ペ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し
た
先
行
企
業
が
存
在

す
る
。
部
品
製
造
か
ら
人
工
衛
星
の
製
造
、
組
み
立
て
、
試
験
ま
で
、
自
社
内
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
内
製
化
を
進
め

し
て

と
の
差
別
化
を
目
指
す
。

る
こ
と
で

ト
ア
ッ
プ
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
(2
,0
00
万
円
】
こ
既
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
超
小
型
衛
塁
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
の
創
業

に
向
け
た
準
備
だ
け
で
な
く
、
人
工
衛
星
用
小
型
ア
ン
テ
ナ
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
九
州
工
業
大

学
の
人
工
衛
星
の
開
発
に
関
わ
つ
た
先
生
方
に
技
術
を
活
用
す
る
許
可
を
い
た
だ
き
、
UR
Aの
方
々
に
技
術
シ
ー
ズ
の

活
用
方
法
や
知
財
な
ど
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
な
が
ら
、
20
24
年
度
中
の
創
業
に
向
け
た
準
備
を
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
と
進
め
て
い
る
。

本
事
業
プ
ラ
ン
は
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
や
地
球
観
測
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
上
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
地
球
規
模
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
月
や
深
宇
宙
探
査
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
人
類
の
科
学
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
衛
星
開
発
に
お
い
て
豊
富
な
実
績
を
持
つ
九
州
工
業
大
学
か
ら
創
業
す
る
こ
と
で
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
衛

け
、
北
九
州
市
が
主
導
す
る
FA
IS

ク
ト
支
援
事
業
(5
00
万
円
)と
、
PA
RK
Sス
タ
ー

目
指
す
。

Im
pa
ct
 C
ap
lt
at
を
は
じ
め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
数
社
か
ら
約
1億
円
弱
の
資
金
調
達
を
予
定
し
て
い
る
。
リ
ー
ダ

ー
の
佐
藤
は
シ
ー
ド
鶏
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ヘ
投
資
を
行
う
ベ
ン
チ
ヤ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
約
8年
間
勤
務
し
て
い
る
た
め
、

投
資
家
か
ら
の
資
金
調
達
方
法
に
つ
い
て
熱
知
し
て
お
り
、
国
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し

て
い
る
。
次
回
ラ
ウ
ン
ド
以
降
は
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
上
場
ま
で
に
数
十
億
円
規
模
の
資
金
調
達
を
実
施

し
、
生
産
能
力
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
既
に
大
手
の
頑
客
候
補
企
業
と
と
も
に
契
約
締
結
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
事
業
開
始
後
の
初
年
度
で
2

～
3億
円
規
模
の
案
件
の
受
注
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
こ
の
受
注
実
績
を
元
に
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
案
件
の
受
注

で
10

、
PA
RK
S

同
参
画
者
で
も
あ
る
HE
RO

を
行
い

指
す
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ベ
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ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ
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名
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者
名

 
星
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亮
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同
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田
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大
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新
廻

魚
 

キャ
ッチ

フレ
ーズ

 
未

利
用

魚
が

地
球

を
救

う
！

？
 

 1.
 

あ
な

た
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

概
要

を
簡

潔
に

(1
50

文
字

程
度

）
に

文
章

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
①

 誰
に

、
何

を
、

ど
の

よ
う

に
し

て
提

供
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
で

す
か

?
 

 
 

②
 あ

な
た

が
こ

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

果
た

す
役

割
（

社
会

的
意

義
）

は
何

で
す

か
?

 
 

 
③

 ど
う

や
っ

て
収

益
を

得
ま

す
か

?
 

 
等

の
要

素
を

盛
り

込
ん

で
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

 
 

『
新

廻
魚

』
は

生
産

者
か

ら
未

利
用

魚
を

い
た

だ
き

、
そ

れ
を

加
工

し
、

消
費

者
に

SN
S

で
PR

し
EC

サ
イ

ト
で

販
売

し
提

供
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
で

あ
る

。
今

ま
で

消
費

者
に

認
知

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

や
規

格
外

の
た

め
に

販
売

で
き

ず
に

い
る

食
用

の
未

利
用

魚
を

販
売

す
る

こ
と

で
、

生
産

者
は

今
ま

で
売

る
こ

と
の

で
き

な
か

っ
た

魚
で

、
収

入
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

、
消

費
者

も
今

ま
で

知
ら

な
か

っ
た

新
し

い
魚

を
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

、
未

利
用

魚
を

普
及

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

水
産

資
源

を
分

散
す

る
こ

と
が

で
き

、
水

産
資

源
の

保
全

に
も

つ
な

が
る

。
売

上
の

30
％

を
漁

業
者

へ
お

渡
し

し
、

残
り

の
70

％
を

販
売

売
上

と
し

て
得

る
。

 
 

2.
 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

具
体

的
内

容
 

 
<

テ
ー

マ
>

 
 

宮
崎

の
未

利
用

魚
の

ネ
ッ

ト
販

売
ビ

ジ
ネ

ス
 

 <
商

品
･サ

ー
ビ

ス
の

内
容

>
 

 
世

の
中

に
は

数
多

く
の

魚
が

い
る

が
、

市
場

で
出

回
っ

て
い

る
魚

は
ほ

ん
の

一
部

で
あ

り
、

将
来

の
水

産
資

源
の

問
題

を
考

慮
す

る
と

、
今

ま
で

消
費

者
に

認
知

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

や
規

格
外

の
た

め
に

販
売

で
き

な
い

が
た

め
に

、
食

べ
ら

れ
る

の
に

も
か

か
わ

ら
ず

売
れ

な
い

未
利

用
魚

を
活

用
す

る
べ

き
だ

と
考

え
た

。
そ

こ
で

、
漁

業
者

に
未

利
用

魚
を

い
た

だ
き

、
保

存
が

効
く

よ
う

に
加

工
し

、
In

st
ag

ra
m

や
Ti

kT
ok

な
ど

の
SN

S 
で

未
利

用
魚

に
関

す
る

PR
動

画
を

作
成

お
よ

び
発

信
を

し
、

EC
サ

イ
ト

に
集

客
し

、
販

売
す

る
の

が
『

新
廻

魚
』

で
あ

る
。

そ
し

て
売

上
金

額
の

30
%

を
漁

業
者

に
、

残
り

の
70

%
を

私
た

ち
が

販
売

売
上

と
し

て
得

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

に
す

る
。

そ
う

す
る

こ
と

で
、

生
産

者
は

今
ま

で
売

る
こ

と
の

で
き

な
か

っ
た

魚
で

、
収

入
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

、
消

費
者

も
今

ま
で

知
ら

な
か

っ
た

新
し

い
魚

を
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

、
未

利
用

魚
を

普
及

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、食

用
魚

の
水

産
資

源
を

よ
り

分
散

す
る

こ
と

が
で

き
、水

産
資

源
の

保
全

に
も

つ
な

が
る

。結
果

と
し

て
、

『
新

廻
魚

』
は

「
生

産
者

－
消

費
者

－
環

境
－

私
た

ち
」

の
4

方
よ

し
の

ビ
ジ

ネ
ス

で
あ

る
。

 
 <

着
眼

点
>

 
共

同
提

案
者

の
林

田
は

釣
り

好
き

で
、よ

く
友

達
と

海
や

川
で

釣
り

を
楽

し
ん

で
い

る
。あ

る
日

、未
利

用
魚

を
釣

っ
た

際
に

、
 

こ
れ

ら
の

魚
を

使
っ

た
ビ

ジ
ネ

ス
が

な
い

か
と

考
え

、
「

新
し

い
未

利
用

魚
と

い
う

食
文

化
を

提
案

し
、

地
域

の
漁

業
振

興
に

貢
献

し
た

い
」

と
い

う
想

い
か

ら
『

新
廻

魚
』

と
い

う
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

を
考

え
た

。
 

 <
差

別
化

>
 

宮
崎

県
の

未
利

用
魚

に
特

化
す

る
こ

と
、

お
よ

び
未

利
用

魚
の

PR
動

画
の

作
成

及
び

SN
S

で
の

発
信

に
よ

る
EC

サ
イ

ト
へ

の
集

客
力

が
、

未
利

用
魚

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

け
る

『
新

廻
魚

』
の

差
別

化
で

あ
る

。
 

   

47 

<
優

位
性

>
 

『
新

廻
魚

』
の

優
位

性
と

し
て

、
今

後
必

ず
問

題
に

な
る

で
あ

ろ
う

海
洋

資
源

に
関

す
る

環
境

問
題

お
よ

び
、

世
界

の
人

口
増

加
に

伴
う

魚
の

消
費

量
の

増
加

と
い

っ
た

食
料

問
題

の
解

決
の

糸
口

の
ひ

と
つ

に
な

る
。

海
洋

資
源

に
つ

い
て

は
、

地
球

温
暖

化
に

よ
る

海
面

上
昇

や
海

水
温

の
上

昇
に

よ
っ

て
、

漁
獲

量
が

減
っ

た
り

、
完

全
に

獲
れ

な
く

な
る

と
、

今
食

べ
ら

れ
て

い
る

魚
の

価
格

が
現

在
よ

り
も

高
騰

し
た

り
、

場
合

に
よ

っ
て

は
絶

滅
の

恐
れ

に
も

な
り

か
ね

な
い

。
だ

か
ら

こ
そ

、
食

用
魚

の
種

類
を

よ
り

多
く

分
散

さ
せ

る
た

め
に

も
未

利
用

魚
の

活
用

は
、

環
境

問
題

の
み

な
ら

ず
、

私
た

ち
の

生
活

に
も

大
き

く
関

わ
る

と
い

え
る

。
さ

ら
に

、
未

利
用

魚
の

認
知

度
が

上
が

り
販

売
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
未

利
用

魚
が

未
利

用
魚

で
な

く
な

り
、

そ
れ

に
よ

っ
て

、
生

産
者

で
あ

る
漁

業
者

の
収

入
が

上
が

り
、

ひ
い

て
は

地
域

漁
業

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
。

消
費

者
も

今
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
未

利
用

魚
を

食
べ

る
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

魚
文

化
の

活
性

に
も

つ
な

が
る

点
が

『
新

廻
魚

』
の

優
位

性
で

あ
る

。
 

 
＜

利
便

性
＞

 
現

代
は

高
度

な
情

報
社

会
で

あ
り

、
大

企
業

で
な

い
個

人
で

も
、

In
st

ag
ra

m
や

Ti
kT

ok
な

ど
の

SN
S

で
フ

ォ
ロ

ワ
ー

を
集

め
、

EC
サ

イ
ト

で
物

販
を

す
る

と
い

う
SN

S
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

が
で

き
る

時
代

で
あ

る
。

特
に

『
新

廻
魚

』
の

よ
う

な
消

費
者

の
認

知
が

低
い

未
利

用
魚

を
販

売
す

る
た

め
に

は
、

未
利

用
魚

に
つ

い
て

の
情

報
発

信
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
だ

か
ら

こ
そ

、
魚

の
特

徴
や

調
理

方
法

お
よ

び
味

と
い

っ
た

未
利

用
魚

に
関

す
る

PR
動

画
を

自
分

た
ち

で
作

成
し

、
SN

S
で

発
信

す
る

。
ま

た
、

利
便

性
を

高
め

る
た

め
に

、
情

報
発

信
だ

け
で

な
く

、
分

か
り

や
す

い
EC

サ
イ

ト
の

構
築

も
心

が
け

る
。

 
 <

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

『
ウ

リ
』

>
 

『
新

廻
魚

』
の

ウ
リ

は
、

こ
れ

ま
で

注
目

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

未
利

用
魚

の
PR

と
販

売
を

す
る

点
に

あ
る

。
図

1（
8：

別
紙

に
記

載
）

に
よ

る
と

日
本

の
漁

獲
廃

棄
量

、
す

な
わ

ち
未

利
用

魚
の

量
は

年
間

30
万

ト
ン

で
あ

り
、

こ
れ

は
日

本
人

だ
と

お
お

よ
そ

67
0

万
人

の
1

年
間

分
の

魚
の

消
費

量
に

匹
敵

す
る

。『
新

廻
魚

』
は

こ
の

未
利

用
魚

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

EC
サ

イ
ト

で

販
売

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

で
あ

る
。

ま
た

、
未

利
用

魚
を

よ
り

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

い
、

消
費

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
未

利
用

魚

の
PR

を
し

て
い

く
点

も
『

新
廻

魚
』

の
ウ

リ
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
 

 <
こ

れ
ま

で
の

事
業

（
他

社
の

商
品

）
に

な
い

新
し

さ
>

 

『
新

廻
魚

』
の

新
し

さ
は

、
未

利
用

魚
を

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
す

る
点

や
、

未
利

用
魚

を
高

付
加

価
値

戦
略

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
化

し
て

販
売

す
る

た
め

に
、S

N
S

で
の

PR
動

画
に

よ
る

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
お

よ
び

EC
サ

イ
ト

へ
の

集
客

を
行

う
と

こ
ろ

に
あ

る
。

 

 

<
社

会
と

お
客

さ
ま

へ
の

メ
リ

ッ
ト

>
 

『
新

廻
魚

』
の

社
会

へ
の

メ
リ

ッ
ト

は
、

優
位

性
の

と
こ

ろ
で

も
述

べ
た

が
、

未
利

用
魚

の
活

用
に

よ
る

水
産

資
源

の
分

散
、 

お
よ

び
食

料
問

題
の

解
決

で
あ

り
、地

域
漁

業
の

活
性

化
に

も
つ

な
が

る
点

に
あ

る
。ま

た
、お

客
さ

ま
へ

の
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

、
 

食
の

選
択

肢
を

広
げ

る
こ

と
や

、
SN

S
で

の
情

報
発

信
を

行
う

の
で

、
未

利
用

魚
へ

の
知

識
（

特
徴

や
調

理
方

法
）

が
増

え
る

点

に
あ

る
。

 

 3.
 

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
、

類
似

ビ
ジ

ネ
ス

と
の

相
違

点
、

事
業

上
の

リ
ス

ク
等

 
 〈

基
本

戦
略

〉
 

『
新

廻
魚

』
の

強
み

は
、

未
利

用
魚

の
種

類
の

多
様

性
に

よ
る

差
別

化
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
の

導
入

、
SN

S
で

の
PR

活
動

が
あ

り
、

他
社

に
真

似
で

き
な

い
も

の
は

、
宮

崎
と

い
う

限
定

地
域

で
獲

れ
る

未
利

用
魚

の
販

売
を

す
る

こ
と

と
、

未
利

用
魚

の
認

知
度

を
上

げ
る

た
め

の
 P

R
活

動
で

あ
る

。
主

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

は
食

に
関

心
を

持
っ

て
い

る
主

婦
や

料
理

愛
好

家
で

あ
り

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
EC

サ
イ

ト
で

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
販

売
を

す
る

こ
と

で
利

益
を

上
げ

、
拡

大
す

る
こ

と
が

で
き

れ

ば
、

宮
崎

県
の

他
の

漁
場

（
串

間
・

日
南

・
油

津
・

日
向

な
ど

）
や

他
県

で
の

未
利

用
魚

の
販

売
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 



 
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

販
売

に
し

た
の

は
、

未
利

用
魚

も
時

期
に

よ
っ

て
、

同
じ

場
所

で
も

獲
れ

る
種

類
の

魚
が

変
わ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
販

売
に

す
れ

ば
、

多
種

類
の

魚
を

消
費

者
に

提
供

で
き

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
 

 〈
価

格
戦

略
〉

 

未
利

用
魚

の
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

販
売

価
格

に
つ

い
て

、
ま

だ
ど

の
よ

う
な

未
利

用
魚

を
ど

の
よ

う
な

加
工

方
法

で
、

ど

の
く

ら
い

の
経

費
が

掛
か

る
の

か
未

定
な

の
で

、『
新

廻
魚

』
と

同
じ

よ
う

な
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
す

で
に

実
施

し
て

い
る

「
フ

ィ
シ

ュ
ル

」
を

参
考

に
し

て
、

販
売

価
格

設
定

を
行

う
と

、
ひ

と
り

1
か

月
で

50
00

円
（

フ
ィ

シ
ュ

ル
は

5～
6

品
）

と
な

る
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

未
利

用
魚

が
消

費
者

に
知

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

を
逆

手
に

活
用

し
て

、
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
行

い
、

高
付

加
価

値
戦

略
で

販
売

す
る

方
針

で
あ

る
。

 

 〈
販

売
戦

略
〉

 

生
産

者
で

あ
る

漁
業

者
に

実
際

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
と

と
も

に
、

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

営
業

を
す

る
（『

新
廻

魚
』

の
サ

ー

ビ
ス

を
取

り
入

れ
る

か
ど

う
か

…
す

な
わ

ち
未

利
用

魚
を

い
た

だ
け

る
か

の
交

渉
を

す
る

）。
ま

た
、

加
工

に
つ

い
て

も
加

工
方

法
が

決
ま

り
次

第
、

加
工

業
者

に
ア

ポ
イ

ン
ト

を
と

り
、

未
利

用
魚

の
今

後
の

展
望

お
よ

び
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
説

明
を

す

る
。

販
売

チ
ャ

ネ
ル

に
つ

い
て

は
、

In
st

ag
ra

m
や

Ti
kT

ok
な

ど
の

SN
S

で
集

客
お

よ
び

未
利

用
魚

へ
の

認
知

を
行

い
、

EC

サ
イ

ト
に

流
入

さ
せ

る
。

 

 〈
競

合
情

報
〉

 

 
実

際
に

宮
崎

県
で

は
、

JF
宮

崎
漁

連
の

EC
サ

イ
ト

「
エ

コ
フ

ィ
ッ

シ
ュ

宮
崎

」
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

県
内

で
獲

れ
た

未

利
用

魚
や

低
利

用
魚

の
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
ブ

ラ
ン

ド
販

売
を

行
っ

て
い

る
（

3
品

）。
ま

た
、

先
ほ

ど
上

記
で

述
べ

た
「

フ
ィ

シ
ュ

ル
」

は
、

福
岡

県
で

獲
れ

る
未

利
用

魚
を

加
工

し
て

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
販

売
を

し
て

い
る

福
岡

県
の

企
業

で
あ

り
、

こ
れ

ら
が

市
場

で
の

競
合

相
手

で
あ

る
。

自
社

の
優

位
性

と
し

て
は

、
宮

崎
県

の
地

元
で

獲
れ

る
未

利
用

魚
を

販
売

す
る

点
と

SN
S

で
の

未
利

用
魚

の
PR

を
す

る
点

が
あ

り
、

弱
み

と
し

て
は

日
本

人
の

魚
離

れ
の

深
刻

化
や

宮
崎

で
獲

れ
る

未
利

用
魚

の
加

工

方
法

が
ま

だ
確

立
し

て
い

な
い

点
に

あ
る

。
 

 〈
販

促
戦

略
〉

 

 
『

新
廻

魚
』

は
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

販
売

を
す

る
の

で
、

最
初

の
購

入
の

壁
を

低
く

す
る

た
め

に
も

、
初

月
は

３
割

引
で

提
供

す
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
SN

S
だ

け
で

は
な

く
口

コ
ミ

で
広

げ
る

た
め

に
も

EC
サ

イ
ト

内
で

口
コ

ミ
や

コ
メ

ン
ト

機

能
を

つ
け

る
。

ま
た

、
SN

S
で

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

企
画

や
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
ク

ー
ポ

ン
な

ど
の

施
策

も
実

施
す

る
。

 

 〈
事

業
上

の
リ

ス
ク

〉
 

 
『

新
廻

魚
』

の
リ

ス
ク

と
し

て
、

未
利

用
魚

を
定

量
的

に
毎

月
確

保
で

き
る

か
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

ど
う

し
て

も
漁

業
は

獲
れ

る
獲

れ
な

い
の

波
が

あ
る

の
で

、
未

利
用

魚
も

安
定

的
に

供
給

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
い

え
る

。
ま

た
、

国
内

で
は

魚
の

消
費

量
が

減
っ

て
い

る
の

も
問

題
で

あ
る

が
、

一
方

で
世

界
で

の
魚

の
消

費
量

は
増

え
て

い
る

の
で

、
国

内
だ

け
で

な
く

、
世

界
に

も

48 

目
を

向
け

て
宮

崎
の

未
利

用
魚

を
販

売
す

る
の

も
一

つ
の

方
法

だ
と

い
え

る
。

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4.
 

こ
の

事
業

に
関

す
る

あ
な

た
の

経
験

、
技

能
、

資
格

、
特

許
、

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

 
（

注
1）

特
許

出
願

前
の

も
の

は
、

応
募

に
よ

り
特

許
取

得
で

き
な

く
な

り
ま

す
の

で
ご

注
意

し
く

だ
さ

い
。

 
（

注
２

）
特

許
申

請
を

し
た

だ
け

で
は

、
許

可
さ

れ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
し

、
特

許
が

あ
っ

て
も

『
採

算
性

』
が

あ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

 
 

『
新

廻
魚

』に
関

す
る

既
存

と
違

い
を

生
む

技
術

や
知

識
と

し
て

、代
表

者
で

あ
る

星
崎

の
営

業
力

お
よ

び
EC

サ
イ

ト
制

作
、

共
同

提
案

者
で

あ
る

林
田

の
魚

に
関

す
る

豊
富

な
知

識
が

私
た

ち
の

強
み

で
あ

る
。

ま
た

二
人

と
も

動
画

制
作

の
ス

キ
ル

が
あ

り
、

PR
動

画
の

企
画

及
び

制
作

が
で

き
る

た
め

、
SN

S
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

と
EC

サ
イ

ト
を

同
時

に
運

営
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

し
て

未
利

用
魚

を
売

る
こ

と
に

注
力

を
注

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

 
ま

た
、

経
験

や
未

利
用

魚
に

つ
い

て
の

知
識

を
深

め
る

た
め

に
も

、
実

際
に

生
産

者
で

あ
る

漁
業

関
係

者
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

。
 

 5.
 

事
業

の
社

会
貢

献
度

（
社

会
課

題
解

決
）、

実
現

性
や

将
来

の
事

業
家

と
し

て
の

抱
負

 
 <

事
業

の
社

会
貢

献
度

>
 

 
『

新
廻

魚
』

の
社

会
課

題
の

解
決

は
、

海
洋

資
源

に
関

す
る

環
境

問
題

の
解

決
の

ひ

と
つ

に
な

る
と

考
え

る
。

未
利

用
魚

を
活

用
せ

ず
に

、
現

在
の

食
べ

ら
れ

て
い

る
魚

だ

け
を

今
後

も
獲

り
続

け
る

と
、

い
ず

れ
水

産
資

源
が

枯
渇

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

こ
れ

は

食
料

問
題

に
も

関
係

す
る

が
、

日
本

の
魚

の
消

費
量

は
年

々
減

少
す

る
一

方
で

、
世

界

の
魚

の
消

費
量

は
年

々
増

加
し

て
い

る
。

世
界

で
の

視
点

で
見

れ
ば

、
水

産
業

の
市

場

は
拡

大
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

限
ら

れ
た

水
産

資
源

を
保

全
す

る
た

め
に

も
、

食

用
の

魚
の

種
類

を
増

や
し

、
魚

の
消

費
す

る
種

類
を

も
っ

と
分

散
す

る
べ

き
で

あ
る

。

そ
う

す
れ

ば
、

海
洋

資
源

も
保

全
さ

れ
る

し
、

食
料

問
題

に
も

対
応

で
き

る
だ

け
で

は

な
く

、
食

の
多

様
性

を
広

め
る

こ
と

や
、

生
産

者
の

収
入

を
も

増
や

す
こ

と
が

で
き

る
。

そ
の

た
め

に
も

『
新

廻
魚

』
は

未
利

用
魚

の
認

知
度

を
上

げ
る

た
め

の
広

報
活

動

と
販

売
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

 

 <
実

現
性

>
 

 
『

新
廻

魚
』

の
実

現
性

は
大

い
に

あ
る

。
わ

た
し

た
ち

が
今

後
す

べ
き

こ
と

は
、

ま
ず

漁
業

者
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

未

利
用

魚
の

現
状

を
伺

い
、

営
業

プ
レ

ゼ
ン

（『
新

廻
魚

』
の

サ
ー

ビ
ス

を
取

り
入

れ
る

か
ど

う
か

…
す

な
わ

ち
未

利
用

魚
を

い
た

だ
け

る
か

の
交

渉
を

す
る

）
を

行
う

。
ま

た
、

未
利

用
魚

の
保

存
方

法
に

つ
い

て
考

え
、

加
工

業
者

に
つ

い
て

も
ア

ポ
イ

ン
ト

を

取
り

、
未

利
用

魚
の

活
用

に
つ

い
て

営
業

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
。

EC
サ

イ
ト

に
つ

い
て

は
、

代
表

者
で

あ
る

星
崎

が
作

成
す

る
。

 

ま
た

、
差

別
化

す
る

点
に

お
い

て
も

重
要

な
SN

S
で

の
未

利
用

魚
の

PR
動

画
の

作
成

及
び

発
信

は
、

実
際

に
『

新
廻

魚
』

の
ア

カ
ウ

ン
ト

を
作

成
し

、
企

画
や

撮
影

、
編

集
は

星
崎

と
林

田
の

二
人

で
行

う
。

二
人

と
も

動
画

編
集

の
経

験
（

Ca
p 

Cu
tお

よ
び

Pr
em

ie
re

 P
ro

）
が

あ
る

の
で

、
SN

S
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

勉
強

す
れ

ば
、

PR
動

画
の

作
成

及
び

発
信

は
可

能
で

あ
る

。
 

<
将

来
の

実
業

家
と

し
て

の
抱

負
>

 

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

と
し

て
は

、
ま

ず
宮

崎
県

の
未

利
用

魚
を

地
元

宮
崎

や
日

本
だ

け
で

は
な

く
、

EC
サ

イ
ト

で
の

ネ
ッ

ト
販

売

と
い

う
点

か
ら

世
界

を
も

視
野

に
入

れ
る

。
未

利
用

魚
は

も
ち

ろ
ん

な
が

ら
、

宮
崎

だ
け

で
は

な
く

、
日

本
全

国
で

種
類

も
異

な

り
そ

れ
ぞ

れ
差

別
化

が
で

き
る

の
で

、
将

来
は

全
国

展
開

し
て

い
く

。
 

   6.
 

売
上

・
利

益
計

画
 



（
単

位
:

千
円

）
 

●
 

記
入

単
位

は
千

円
で

す
の

で
、

間
違

え
な

い
よ

う
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

●
 

売
上

高
と

事
業

ご
と

に
必

要
な

経
費

を
し

っ
か

り
予

測
し

、
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
【

上
記

※
の

解
説

】
 

売
上

原
価

…
そ

の
商

品
を

作
る

の
に

必
要

な
費

用
。

主
に

仕
入

れ
に

か
か

る
費

用
、

原
材

料
費

等
 

販
売

費
…

営
業

活
動

に
必

要
な

費
用

。
人

件
費

・
販

促
費

・
旅

費
交

通
費

・
雑

費
等

 
営

業
外

損
益

…
本

業
以

外
の

利
益

と
損

失
の

合
計

。
特

に
な

い
な

ら
0

で
計

上
 

・
売

上
高

 

宮
崎

県
の

未
利

用
魚

を
年

間
合

計
2
0
,0

0
0

パ
ッ

ク
販

売
し

、
1

パ
ッ

ク
の

販
売

価
格

を
5
,0

0
0

円
と

設
定

し
た

場
合

 

年
間

売
上

高
 
 
20

,0
00

パ
ッ

ク
 
×

 5
,0

0
0

円
 
=
 1

00
,0

0
0

千
円

 

・
売

上
原

価
 

未
利

用
魚

は
生

産
者

で
あ

る
漁

業
者

か
ら

タ
ダ

で
仕

入
れ

る
（
そ

の
代

わ
り

売
上

の
3
0
％

が
漁

業
者

に
入

る
し

く
み

に
す

る
）、

ま
た

そ
の

他
に

も
経

費
と

し
て

加
工

費
用

や
保

管
費

用
が

か
か

る
 

漁
業

者
に

入
る

金
額

  
1
0
0,

0
00

千
円

×
3
0
％

 
=
 3

0
,0

0
0

千
円

 

加
工

費
用

お
よ

び
保

管
費

用
 

2
0
,0

0
0

パ
ッ

ク
 
×

 1
,0

00
円

（
1

パ
ッ

ク
あ

た
り

の
加

工
と

保
管

コ
ス

ト
）
 
= 

2
0
,0

0
0

千
円

 

合
計

売
上

原
価

費
 
 
3
0,

00
0

千
円

 
+
 2

0,
0
00

千
円

 
=
 5

0
,0

0
0

千
円

 

・
粗

利
（
売

上
総

利
益

）
 

粗
利

 
 
1
00

,0
00

千
円

 
-
 5

0
,0

0
0

千
円

 
=
 5

0
,0

0
0

千
円

 

・
販

売
費

 

人
件

費
は

基
本

、
E
C

サ
イ

ト
販

売
な

の
で

不
必

要
で

あ
る

（
星

崎
と

林
田

の
S
N

S
広

報
広

告
活

動
に

よ
る

人
件

費
は

除
く
）
。

ま
た

、
 

S
N

S
広

告
費

や
E
C

サ
イ

ト
運

営
費

、
包

装
費

用
お

よ
び

配
送

費
用

、
販

促
費

が
か

か
る

。
 

S
N

S
広

告
費

用
と

E
C

サ
イ

ト
運

営
費

 
5
00

千
円

 ×
1
2
 =

 6
,0

0
0

千
円

 

包
装

費
用

お
よ

び
配

送
費

用
  

2
0
,0

0
0

パ
ッ

ク
 ×

 5
00

円
（
1

パ
ッ

ク
あ

た
り

の
包

装
コ

ス
ト

）
 =

 1
0
,0

00
千

円
 

販
促

費
 

4
,0

0
0

千
円

 

 
第

 
 

1 
 

期
 

（
 

 
 

令
和

7 
 

年
）

 
第

 
 

2 
 

期
 

（
 

令
和

8 
年

）
 

第
 

 
3 

 
期

 
（

 
 

令
和

9 
 

年
）

 
①

 
売

上
高

 
1
00

,0
0
0

千
円

 
2
00

,0
00

千
円

 
4
00

,0
0
0

千
円

 
②

 
売

上
原

価
 

※
 

5
0,

0
0
0

千
円

 
1
00

,0
00

千
円

 
2
00

,0
0
0

千
円

 
③

 
粗

利
（

①
-②

）
 

5
0,

0
0
0

千
円

 
1
00

,0
00

千
円

 
2
00

,0
0
0

千
円

 
④

 
販

売
費

 
※

 
2
0,

0
0
0

千
円

 
3
0,

0
00

千
円

 
4
0,

0
00

千
円

 
⑤

 
営

業
利

益
（

③
-④

）
 

3
0,

0
0
0

千
円

 
7
0,

0
00

千
円

 
1
60

,0
0
0

千
円

 
⑥

 
営

業
外

損
益

 
※

 
0

千
円

 
0

千
円

 
0

千
円

 
⑦

 
経

常
利

益
（

⑤
-⑥

）
 

3
0,

0
0
0

千
円

 
7
0,

0
00

千
円

 
1
60

,0
0
0

千
円
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合
計

販
売

費
 
 
6,

0
0
0

千
円

 
+ 

1
0
,0

0
0

千
円

 
+
 4

,0
00

千
円

 
= 

2
0
,0

0
0

千
円

 

・
営

業
利

益
 

営
業

利
益

 
5
0,

0
0
0

千
円

 
-
 2

0
,0

00
千

円
 
= 

3
0
,0

00
千

円
 

・
営

業
外

損
益

 

営
業

外
損

益
 
0

千
円

 

・
経

常
利

益
 

経
常

利
益

 
3
0,

0
0
0

千
円

 
-
 0

千
円

 =
 3

0,
00

0
千

円
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【様
式
1】

第
5回
九
二
大
起
業
家
コ
ン
テ
ス
ト

【提
案
書
】

※
本
提
案
暮
は
、
様
式
1と
様
式
2て
す
。

淑
記
載
い
た
だ
い
た
内
容
は
本
コ
ン
テ
ス
ト
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
【様
式
1】
は
1ペ
ー
ジ
で
す
。
各
々
の
欄
の
幅
や
行
数
は
適
宜
変
更
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

【様
武
2】

※
【様
式
2】
は
2ペ
ー
ジ
で
す
。各々
の
1国
の
幅
や
行
数
は
適
宜
変
更
し
て
構
い
言
せ
ん
。

1 
発
案
の
動
機
に
つ
い
て

をヽ
踏
ま
え
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

2ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
内
客
に
つ
い
て

提
供
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ

の
こ
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

3ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
革
新
的
方
法
に
つ
い
て

プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
塔
つ
た
革
新
的
技
術
、
特
許
、
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
格
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い

も
の
は

で
、
記
載
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ｕ ０

作
成
日
:2
02
4年
 9
月
6日

次
世
代
ス
ラ
イ
ド
発
表
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
(O
oc
kH
ub
)

De
ck
Hu
bは
こ
れ
ま
で
の
ス
ラ
イ
ド
発
表
に
関
わ
る
課
題
や
問
題
点
を
解
決
し
,新
た
な
ユ

ー
ザ
ー
体
験
を
実
現
す
る
ス
ラ
イ
ド
発
表
に
特
化
し
た
次
世
代
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ー
ム
で
す

「
ス
ラ
イ
ド
発
表
に
関
わ
る
す
べ
て
の
ス
ト
レ
ス
を
ゼ
ロ
に
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
.2
02
3年

の
福
岡
未
踏
で
開
発
を
開
始
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
サ
ー
ビ
ス
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
本
プ

ロ
ダ
ク
ト
は
ス
ラ
イ
ド
発
表
に
必
要
な
機
能
1つ
に
統
合
し
,課
題
や
問
題
点
を
解
決
す
る
と

と
も
に
,こ
れ
ま
で
に
な
い
機
能
を
実
現
し
,新
た
な
ス
ラ
イ
ド
発
表
体
験
を
提
供
し
ま
す

下
前
仁
志

情
報
工
学
府
情
報
創
成
工
学
専
攻

24
6E
00
28

Sh
im
om
ac
 h
it
os
hi
21
0@
ma
‖
ky
ut
ec
h 
ip

08
04
70
39
65
2

所
属

情
報
工
学
府

身
近
な
課
題
や
問
題
に
対
し
て
,新
た
な
着
眼
点
か
ら
解
決
方
法
を
模
索
し
,課
題
や

問
題
の
解
決
を
行
う
だ
け
で
な
く
,そ
こ
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ア
と
し
て
,こ
れ
ま
で
に
な
い

新
し
い
体
験
や
価
値
を
見
出
し
,提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す

!

め
ん
ど
く
さ
い
を
原
動
力
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
身
近
な
ス
ト
レ
ス
を
無
く
し
て
い
き
ま
す

:

E―
ma
‖

ku
ri
ha
ra
 v
じ
ya
80
3@
mっ
‖
kv
ut
ec
h 
ip

氏
名
(フ
リ
ガ
ナ
)

学
部
・
学
科
/専
攻
・
コ
ー

ス

学
生
番
号

E―
ma
J

携
帯
電
話
番
号

氏
名
(フ
リ
ガ
ナ
)

票
原
佑
弥

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
名

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
概
要

(3
00
字
程
度
)

リ
ー
ダ
ー

(九
二
大
学
生
)

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

※
全
て
の
メ
ン
バ
ー
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

将
来
の
起
業
家

と
し
て
の
抱
負

多
様
化
に
よ
り
複
数
の
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
出
て
き
た
現
状
,勉
強
会
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
発
表

を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
は
,イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
作
成
・
参
加
者
募
集
等
を
行
う
ツ
ー
ル
,ス
ラ
イ
ド
を
共
有
す
る
ツ
ー

ル
・
ス
ラ
イ
ド
作
成
・
発
表
を
行
う
ツ
ー
ル
,表
示
す
る
ツ
ー
ル
が
必
要
と
な
る
ま
た
,Q
&A
を
行
う
た
め
に
専
用
ツ
ー
ル

を
用
い
る
場
合
も
あ
る
こ
の
よ
う
に
使
用
す
る
機
材
や
ツ
ー
ル
が
増
え
る
こ
と
で
,画
面
共
有
が
出
来
な
い
,映
し
た
い

画
面
と
は
別
の
画
面
が
映
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
操
作
ミ
ス
が
発
生
し
や
す
く
な
り
,イ
ベ
ン
ト
の
進
行
の
遅
れ
や
想
定
し

て
い
た
発
表
が
出
来
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
起
き
る
ま
た
,私
た
ち
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
,画
面
共
有

や
ケ
ー
ブ
ル
の
繋
ぎ
換
え
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
,聴
講
者
の
反
応
が
わ
か
ら
な
い
,ス
ラ
イ
ド
を
巻
き
戻
つ
て
見
ら
れ

な
い
,質
問
や
コ
メ
ン
ト
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
,ス
ラ
イ
ド
内
の
リ
ン
ク
が
ク
リ
ッ
ク
で
き
な
い
,な
ど
の
不
満
点
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち
は
福
岡
未
踏
的
人
材
発
掘
・
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
ス
ラ
イ
ド
発
表
に
特

化
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
De
ck
Hu
b」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
開
発
し
,高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
さ
ら
に
実
用
化
を
期
待

す
る
声
も
多
数
も
ら
い
,現
在
サ
ー
ビ
ス
化
に
向
け
開
発
を
行
つ
て
い
る
本
コ
ン
テ
ス
Hこ
応
募
し
た
理
由
は
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い
,発
表
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
貰
い
,サ
ー
ビ
ス
化
に
向
け
た
準
備
を
行
う
た
め
で
あ

と
い
つ
た
形
式
も
主
流
と
な
っ
て
い
る
形
式
の

ツ
近
年
ィ
ス
ラ
イ
ド
発
表

ま
た
,も
し
賞
金
を
頂
く
こ
と
が
出
来
れ

たヽ
い

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
し
,ス
ラ
イ
ド
発
表
に
関
わ
る
従
来
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
,こ
れ
ま
で
に
な
い
ユ
ー
ザ
ー
体
験
を

提
供
す
る
こ
れ
に
よ
リ
イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
の
作
成
か
ら
参
加
者
募
集
・
管
理
,ス
ラ
イ
ド
発
表
,ス
ラ
イ
ド
共
有
,ア
ー
カ
イ

ブ
共
有
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
フ
ラ
イ
ン
,ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
に
関
係
な
く
,本
サ
ー
ビ
ス
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
そ
し
て
,各
機
能
の
密
な
連
携
に
よ
り
,従
来
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
で
感
し
て
い
た
煩
わ
し
さ
な
ど
を
解
消
し

,

ス
ト
レ
ス
の
な
い
ユ
ー
ザ
ー
体
験
を
実
現
す
る
ま
た
1ス
ラ
イ
ド
発
表
機
能
で
は
ス
ム
ー
ズ
な
発
表
者
と
資
料
切
り
替
え

や
前
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
返
せ
る
機
能
,ス
ラ
イ
ド
と
コ
タ
ン
ト
の
経
付
け
,イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ス
ラ
イ
ド
機
能
,ス
ラ
イ
ド
の

翻
訳
機
能
.字
幕
・
音
声
書
き
起
こ
し
機
能
な
ど
,の
機
能
を
実
現
し
,こ
れ
ま
で
に
な
い
発
表
体
験
を
提
供
す
る
さ
ら

に
,発
表
者
や
聴
講
者
の
操
作
ロ
グ
デ
ー
タ
や
発
話
情
報
な
ど
を
活
用
し
,統
計
デ
ー
タ
の
可
視
化
や
発
表
者
へ
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
な
ど
も
実
現
し
,更
な
る
価
値
を
提
供
し
て
い
く

ま
た
,ス
ラ
イ
ド
発
表
は
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
,各
分
野
に
特
化
し
た
機
能
や
価
値
の
実
現
も
行
う
現

在
考
え
て
い
る
分
野
は
イ
ベ
ン
ト
,教
育
の
分
野
で
あ
る
イ
ベ
ン
Hよ
講
演
会
や
就
活
イ
ベ
ン
ト
,カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど

が
あ
り
,ユ
ー
チ
ュ
ー
プ
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
や
広
告
・
宣
伝
動
画
の
差
し
込
み
,複
数
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
管
理
機
能
な
ど
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
教
育
で
は
学
校
や
企
業
の
研
修
な
ど
が
あ
リ
ィ
学
認
SP
や
Op
en
,D
 C
on
ne
ct
で
の
学
校

の
シ
ス
テ
ム
基
盤
と
の
連
携
や
行
動
ロ
グ
,ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
理
解
度
の
可
視
化
な
ど
の
機
能
を
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
る

本
サ
ー
ビ
ス
は
ス
ラ
イ
ド
発
表

る
こ
と
で
,ス
ラ
イ
ド
発
表
に
最
適
化
さ
れ
た
機
能
と
パ

1つ
I

し
て
い
た
本
サ
ー
ビ
ス
で
は
,ス
ラ
イ
ド
デ
ー
タ
を
事
前
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
,入
室
し
た
す
べ
て
の
利
用
者
の
We
bク
ラ
イ

ア
ン
Hこ
ス
ラ
イ
ド
デ
ー
タ
を
配
信
し
て
表
示
す
る
手
法
を
用
い
る
ま
た
,発
表
者
の
ス
ラ
イ
ド
操
作
や
各
参
加
者
の
操

作
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
す
る
こ
と
で
,ベ
ー
ジ
の
切
り
替
え
と
い
つ
た
ス
ラ
イ
ド
発
表
の
基
本
的
な
機
能

を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
,発
表
者
と
資
料
の
ス
ム
ー
ズ
な
切
り
替
え
な
ど
の
今
ま
で
に
な
い
機
能
を
実
現
し
て
い
る
ま

た
,画
面
共
有
な
ど
の
動
画
共
有
に
比
べ
・
デ
ー
タ
の
送
受
信
量
が
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る
た
め
,ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
帯
域

や
速
度
の
影
響
を
受
け
に
く
く
な
る
こ
れ
に
よ
り
,遅
延
や
画
質
の
低
下
な
ど
の
問
題
を
解
決
で
き
る

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
画
面
共
有
で
配
信

し
,そ
の

従
来
の
方
法
で
は
,発
表
者
の
PC
で
ス



ｕ Ｐ

4顧
客
層
/マ
ー
ケ
労
ン
グ
戦
略
に
つ
い
て

(1
)製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
想
定
さ
れ
る
願
客
層
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
順
客
層
に
ど
の
よ
う
1こ
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
(メ
リ
ッ
ト
)を
提
供
す
る
の
か
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

本
サ
ー
ビ
ス
の
順
客
層
は
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
発
表
を
企
画
運
営
す
る
人
,発
表
す
る
人
.聞
く
人
で
あ
る
ま
た
.ス
ラ

イ
ド
共
有
機
能
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
共
有
す
る
人
,ウ
ェ
ブ
検
索
で
情
報
を
探
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な
る

共
通
し
て
提
供
す
る
価
値
と
し
て
直
感
で
分
か
り
や
す
い
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
と
操
作
性
と
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
機
能

と
ユ
ー
ザ
ー
体
験
を
提
供
す
る
こ
れ
に
よ
り
企
画
運
営
す
る
人
,発
表
す
る
人
,聞
く
人
に
ス
ト
レ
ス
の
な
い
発
表
を
提

供
す
る
ま
た
,発
表
を
企
画
運
営
す
る
人
に
対
し
て
は
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ジ
の
作
成
,募
集
・
招
待
,参
加
者
の
管
理
,ス
ラ

イ
ド
デ
ー
タ
の
管
理
,様
々
な
開
催
形
式
,方
法
に
対
応
し
た
発
表
機
能
,ス
ム
ー
ズ
な
発
表
者
交
代
・
イ
ベ
ン
ト
進
行

,

ア
ー
カ
イ
ブ
や
ス
ラ
イ
ド
共
有
.様
々
な
ロ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
機
能
,な
ど
企
画
運
営
に
必
要
な
機
能
を
提
供
す
る
発
表

す
る
人
に
対
し
て
は
,画
面
共
有
や
発
表
者
交
代
,コ
メ
ン
ト
や
質
問
対
応
,発
表
終
了
後
の
資
料
共
有
の
煩
わ
し
さ
排

除
し
,ス
ト
レ
ス
の
な
い
発
表
体
験
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
発
表
を
提
供
す
る
聞
く
人
に
対
し
て
は
,前
の
ス
ラ
イ
ド
を
見

返
す
機
能
や
ス
ラ
イ
ド
に
組
付
い
た
コ
メ
ン
ト
や
質
問
,リ
ア
ク
シ
ョ
ン
機
能
,イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ス
ラ
イ
ド
な
ど
今
ま
で
に

な
い
聴
講
体
験
を
提
供
す
る

to
Cと
とo
Bの
両
軸
で
収
益
化
を
行
,収
益
化
手
法
と
し
て
フ
リ
ー
ミ
ア
ム
モ
デ
ル
を
採
用
し
,サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で

収
益
化
を
行
う
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
で
の
収
益
を
メ
イ
ン
に
考
え
て
い
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
,コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
,リ
フ
ァ
ラ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
,な
ど

を
実
施
す
る
ま
た
本
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
上
,コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
で
の
集
客
が
大
い
に
期
待
で
き
る

に
つ
し

6資
金
計
画
に
つ
い
て

必
要
な
資
金
と
そ
の
調
達
方
法
、
事
業
開
始
後
3年
間
の
収
益
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
立
ち
上
げ
費
用
と
初
年
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
(サ
ー
バ
ー
代
)で
最
低
約
30
0万
と
見
積
も
っ
て
い
る
資
金

調
達
方
法
は
自
己
資
金
,大
学
や
国
の
起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
,補
助
金
や
助
成
金
,ベ
ン
チ
ヤ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
/エ
ン
ジ

ェ
ル
投
資
家
/銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
の
順
で
考
え
て
い
る

収
益
見
通
し
と
し
て
1年
目
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
(サ
ー
バ
ー
代
な
ど
)を
賄
え
る
ぐ
ら
い
の
収
益
を
目
指
す
2年
目

に
赤
字
脱
却
を
目
指
す
1年
目
は
30
0万
程
度
.2
年
目
は
10
00
万
程
度
.3
年
後
に
20
00
万
か
ら
40
00
万
程
度

の
収
益
を
想
定
し
て
い
る
本
サ
ー
ビ
ス
は
フ
リ
ー
ミ
ア
ム
を
採
用
す
る
た
め
収
益
が
増
え
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の

で
.案
件
受
注
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど
で
の
収
益
化
も
行
お
う
と
考
え
て
い
る

テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
も
ス
ラ
イ
ド
発
表
は
可
能
で
あ
る
が
,あ
く
ま
で
副
次
的
な
活
用
方
法
で
あ
り
,様
な々
課
題
や
問
題

が
あ
る
本
サ
ー
ビ
ス
は
発
表
に
特
化
す
る
こ
と
に
よ
り
,発
表
に
最
適
化
さ
れ
た
機
能
,U
1/
UX
を
実
現
し
て
い
る

本
サ
ー
ビ
ス
の
弱
み
と
し
て
は
対
応
で
き
る
ス
ラ
イ
ド
形
式
が
限
ら
れ
る
こ
と
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
対
応
に
限
界
が
あ

る
点
で
あ
る
ま
た
,ス
ラ
イ
ド
作
成
機
能
で
は
競
合
ツ
ー
ル
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
た
め
,共
存
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
そ
の
た
め
,本
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
ス
ラ
イ
ド
作
成
の
競
合
サ
ー
ビ
ス
独
自
の
ス
ラ
イ
ド
形
式
に
ど
れ

だ
け
対
応
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
るし
て
し

ラ
イ

の
ミ

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
発
表
は
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
て
お
り
,近
年
で
は
オ
フ
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
,オ
ン
ラ
イ
ン
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
の
流
れ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
需
要
が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
た

め
,大
き
な
市
場
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
そ
の
た
め
,本
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
と
て
も
大
き
い
と
言
え
る
福
岡
未

踏
や
技
育
博
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か
ら
期
待
感
が
大
き
い
こ
と
も
実
感
で
き
て
い
る

現
在
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
あ
る
程
度
使
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
,プ
ロ
ダ
ク
ト
の
実
現
可
能
性
と
し
て
は
非
常
に
高
い
と

言
え
る
収
益
化
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
は
試
行
錯
誤
は
必
要
で
あ
る
が
,ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
Hま
比
較
的
低
い
た
め
実

現
可
能
性
は
十
分
高
い
と
言
え
る

本
サ
ー
ビ
ス
が
広
ま
る
こ
と
で
,ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
発
表
の
更
な
る
促
進
と
普
及
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
,新
た
な
可
能

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る



11 .  告知物 等

52

（ プラン募集ビジュアル［表面］）



（ プラン募集ビジュアル［裏面］）
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（ 最終審査会チラシ［表面］）
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国や地方自治体、行政団体、民間団体、マスコミと広範な機関で構成し、コンテストを円滑かつ効果的
に実施するために組織しています。プランの募集活動やビジネスプラン作成講座、審査会の実施などの
支援、コンテストの企画・運営を行いました。 
 

1． 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 名簿（敬称略・順不同） 

 

2． 運営部会（敬称略・順不同） 

 

3． 実行委員会事務局 

九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 事務局 
 
所在地：福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル5F (一社)九州ニュービジネス協議会内 
 

 

委員会役職 氏 名 所属企業・団体名 各団体役職 

実行委員長 貫  正義 （一社）九州ニュービジネス協議会 会長（九州電力㈱相談役） 

副委員長 武田 則秋 日刊工業新聞社西部支社 支社長 

委  員 真木  農 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部 産業技術革新課長 

委  員 平野 祥司 福岡県 商工部 新事業支援課長 

委  員 帆足 恵美子 福岡市 経済観光文化局 創業推進部  創業支援課長 

委  員 中野 千亜希 （独）中小企業基盤整備機構九州本部 支援推進課長 

委  員 山田 真治 （一財）九州オープンイノベーションセンター 常務理事 

委  員 吉村 貴寛 （一社）九州経済連合会 産業振興部長 

委員・事務局長 平本 俊一 （一社）九州ニュービジネス協議会 専務理事・事務局長 

氏名 所属企業・団体名 役 職 

武田 則秋 日刊工業新聞社西部支社 支社長 

廣木 竜彦       〃 企画営業部 部長 

村山 保之 九州経済産業局 地域経済部 新規事業推進室 室長 

東久保 隼人       〃 係員 

佐藤 和輝 福岡県 商工部 新事業支援課 主任主事 

瀬戸山 大空       〃 主事 

野下 由樹 福岡市 経済観光文化局 創業推進部 創業支援課  係長 

田中 佑奈       〃  

梅田 博昭 (独)中小企業基盤整備機構 九州本部 企業支援部 支援推進課  課長代理 

渦古 三和       〃  

徳島 大典 （一財）九州オープンイノベーションセンター イノベーション推進部  部長 

才田 美穂       〃  

御﨑 正二 （一社）九州経済連合会 産業振興部  参事 

平本 俊一 （一社）九州ニュービジネス協議会 専務理事・事務局長 

松田 正智       〃 事務局次長 

12．実行委員会について 
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（順不同）協賛・協力 （順不動）



九州・大学発ベンチャー振興会議

共催

後援

主催

佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県

西日本新聞社 佐賀新聞社 長崎新聞社

熊本日日新聞社 大分合同新聞社 宮崎日日新聞社

南日本新聞社 日本弁理士会九州会



 

 

写真提供：NICT 

 

九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 

実行委員会 事務局：一般社団法人 九州ニュービジネス協議会内 
 

福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル5F 

TEL：092-833-3097 FAX：092-833-3088 
E-mail：daigaku-vbpc@qshu-nbc.or.jp 

大会公式サイト：https://qshu-nbc.or.jp/daigaku-vbpc/ 
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